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……　要　綱　……

１．テーマ　　「SDGs 未来都市・うつのみや」～持続可能な宇都宮都市圏を目指して～」

２．日　時　　2019 年７月２日（火）14：00 ～ 16：45

３．会　場　　宇都宮共和大学　宇都宮シティキャンパス

４．次　第

（１）講演１「SDGs 未来都市横浜のまちづくり」

　　　　信時　正人 氏（横浜国立大学都市イノベーション学府・

研究院客員教授・ヨコハマ SDGs デザインセンター長）

（２）講演２「中心市街地と里山・水辺における SDGs のまちづくり」

　　　　向山　雅之 氏（株式会社竹中工務店設計本部

アドバンストデザイン部ランドスケープグループ長コンベンション）

（３）パネルディスカッション

　　　「SDGs 未来都市・うつのみや」～持続可能な宇都宮都市圏を目指して～

　　　パネリスト

　　　　神永　正之 氏（宇都宮市総合政策部政策審議室室長）

特集１　シティライフ学シンポジウム（2019年 7月2日）

テーマ：「ＳＤＧ s未来都市・うつのみや」
～持続可能な宇都宮都市圏を目指して～
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　　　　岡田　豊子 氏（株式会社岡田建築設計事務所専務取締役

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（元）宇都宮市都市計画審議会委員）

　　　　吉田　範行 氏（東京ガス株式会社宇都宮支社長）

　　　　信時　正人 氏（前掲）

　　　　向山　雅之 氏（前掲）

　　　コーディネーター

　　　　山島　哲夫（宇都宮共和大学副学長・シティライフ学部長教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前）宇都宮市総合計画審議会会長）

主　催： 宇都宮共和大学都市経済研究センター

共　催： 宇都宮市創造都市研究センター，大学コンソーシアムとちぎ

後　援： 栃木県，宇都宮市，栃木県まちなか元気会議，栃木県経済同友会，宇都宮商工会議所 ,

宇都宮観光コンベンション協会 , 栃木県宅地建物取引業協会，下野新聞社，とちぎテレビ，

栃木放送，エフエム栃木

◆司会

　ただいまより，シティライフ学シンポジウムを開催いたします。本日，司会進行をさせていた

だきますのは，都市経済研究センターの吉田でございます。よろしくお願いいたします。

　最初に，お手元の資料の確認をさせていただきます。まず１枚目でございますが，本日のシン

ポジウムの次第となっております。資料１のほうは登壇者のプロフィール。それから資料２，こ

れは１枚のカラーのものです。それから資料３は２つございまして３－１，３－２となっており

ます。３－１のほうは，「SDGs 未来都市・横浜の挑戦とヨコハマ SDGs デザインセンターのこれ

から」となっております。３－２は，このA３判の裏表をもって「SDGs 未来都市 横浜」とい

う案内になっております。それから資料４のほうはレジュメとなっておりまして，講演２の「中

心市街地と里山・水辺における SDGs のまちづくり」，こちらがございます。そして資料５でご

ざいますが，こちらのカラーの綴じたものでございますが，「未来都市うつのみやをめざして」，

宇都宮市役所様のほうからの資料でございます。そして資料６ですが，カラーの裏表。「東京ガ

スグループのCSR」という資料でございます。それからアンケート，これは最後に皆さまのほう

でお書きいただくものが入っております。それと，ちょっと小さなポケットブックが袋の中に入っ

ております。こちらは宇都宮市役所様の「第６次宇都宮市総合計画のポケット版」となっており

ます。こちらのほうも講演のお話の中で適宜参照させていただくことになっております。以上の

資料をお配りさせていただいております。資料の不足がございましたら，お手数ですが近くのス

タッフまでお声掛けください。よろしいでしょうか。

　それでは開催にあたり，はじめに主催者を代表いたしまして宇都宮共和大学学長須賀英之より

ごあいさつを申し上げます。
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◆須賀

　皆さま，こんにちは。

　宇都宮共和大学シティライフ学シンポジウムに大勢の皆さまにお越しをい

ただきまして，誠にありがとうございます。「SDGs 未来都市・うつのみや」

持続可能な宇都宮都市圏を考えるということでありますけれども，はからず

も昨日総理大臣からですね，佐藤栄一市長が「SDGs 未来都市」に選定され

たということで今日報道がございました。その取りまとめに当たっていただ

きました神永室長も今日おみえでいらっしゃいます。おめでとうございます。

　そして，昨年第１号で認定された横浜市，先輩になりますけれども，信時先生に横浜国立大学

の先生でもいらっしゃいますけれども，今日講演１をお願いしております。そして，その次に具

体的なまちづくり。これは大都市だったり，水辺であったり，里山であったり具体的なまちづく

りをされている，竹中工務店の向山ランドスケープアーキテクトにもお越しをいただいておりま

す。そして休憩を挟みましてその後，東京ガスの吉田支社長，また設計事務所の岡田専務をはじ

め，講演者の皆さまも含めましてパネルディスカッションいうことであります。

　SDGs，名前は聞いたことあるし，また目標も聞いたことあるけれども，それがまちづくりに

都市開発にどのように適用されるのか，これから今後どのように私たちのまちづくりの中で産官

学民が役割を果たしていければいいかということにつきまして，今日具体的に皆さんと考えてい

きたいと思います。５時少し前までと長時間になりますけども，どうぞ最後までゆっくりお楽し

みをいただきたいと思います。最後になりましたけれども，このシンポジウムの開催にあたりま

して，栃木県，宇都宮市，宇都宮商工会議所はじめ大勢の皆さま方にお世話になりました。どう

もありがとうございました。よろしくどうぞお願いします。

　

◆司会

　ありがとうございました。それでは最初の講演をお願いいたします。最初のご講演は，今，ご

紹介もございましたが，SDGs 未来都市の先輩でございます横浜市のほうからおいでいただきま

した，横浜国立大学都市イノベーション学府・研究院客員教授，そしてヨコハマ SDGs デザイン

センター長の信時正人様です。信時先生のプロフィールにつきましては，お手元の資料１のほう

にも記載されております。信時先生は和歌山県ご出身。東京大学工学部都市工学科ご卒業の後，

三菱商事株式会社。2005 年財団法人日本国際博覧会協会，東京大学大学院新領域創成科学研究

科特任教授を経て，2007 年横浜市に入庁されております。都市経営戦略担当理事，温暖化対策

統括本部長を経まして，2016 年エックス都市研究所理事でいらっしゃいます。コーディネーター

として各地の都市戦略を産官学民のグループで研究・ご提言されております。それでは，信時先

生のほうから「SDGs 未来都市　横浜のまちづくり」と題しましてお話をいただきたいと思います。

よろしくお願いします。
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「SDGs未来都市 横浜のまちづくり」
横浜国立大学都市イノベーション学府・研究院客員教授・　　　　　　　　　

ヨコハマ SDGs デザインセンター長　信時　正人 氏

　皆さま，こんにちは。今，ご紹介いただきました信時でございますけども，まず最初に宇都宮

市さん，おめでとうございました。横浜市は１年先輩になりますけども，SDGs 未来都市，実は

選ばれてからが勝負でございますので，これはゴールじゃない。結婚式みたいな話ですけどね，

結婚式がゴールじゃないということで，ぜひ皆さんのお力添えをぜひ市のほうにして差し上げて

いただいて，いい未来都市になればなと思います。今日は「SDGs 未来都市・横浜の挑戦」と書

いてある。今までずっとやってきて，講演には必ず「挑戦」という言葉を題名に使っておりまし

て，今，申し上げましたように選定されてからが勝負でありますので，まだ “そういうもの “に ”

なったわけじゃないんですね。これからそうなるというふうなことですので，これからどうやっ

ていくかというところを述べたいと思います。横浜の今の現状，それから私自身ずっとまちづく

り屋さんなもんですから，実はまちづくりでやってきた，こうやろうというふうに考えてきたよ

うなところと，SDGs の流れが本当に近いと思います。［スライド 1.1］

　今，司会からご紹介いただきましたけども，細かいことは言いませんが，要するに私は変なわっ

た人生で，一人で産官学を経験してきているということであります。それぞれがいかに価値観が

違うかという，簡単に産官学といったって簡単には交わらんぞというのも，身をもってわかって

いるので，一番最後のほうで，ちょっとそのへんにも触れたいなと思います。このような部分が

これからの推進への生命線でもありということかもしれません。［スライド 1.2］

　

■環境モデル都市からSDGs未来都市へ
　横浜市の時に，どうやってきたかというところ，まず今回 SDGs 未来都市になりましたけども，

そこ行くまでの段階というのがありましてですね，そのへんのところからお話をさせていただき

たいと思います。この三角形は，いつもどこでも，どなたでも使うんですけども，一番下にあり

ます，地方創生 SDGs 官民プラットフォームというのがあります。これはいろんな自治体さんと

か民間企業さん 200 社ぐらいが集まってやっています。これがほんとに支えていただいていると

いうかたちです。［スライド 1.3］その上に「環境モデル都市」。これは 2008 年に選定されました，

2008 年度で，全国で 13 都市選ばれています。それから「環境未来都市」，これは 2011 年，いわ

講演１
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ゆる震災の年の暮れですね。環境モデル都市は，いわゆる低炭素化とか地域活性化，これがテー

マだったんですけど，未来都市になると，もうワンランクハードルが上がりまして超高齢化も課

題として加わった。レジリエンス，グリーン成長といいますか，企業ももうけていこうというか，

経済的な面も考えろということを言われて，この時は全国で 11 都市選ばれています。

　それから，去年から始まった「SDGs 未来都市」。これはもう SDGs の追求，パリ協定，国際貢

献。かなりここらへんも全部含めたかたちでやっていくということになっています。実はこの環

境モデル都市とモデル都市の間に 2010 年に，これ３つとも今，内閣府なんですけども，2010 年

に経済産業省のスマートシティですね。「次世代エネルギー社会システム実証事業」といい，こ

れは当時４地域が選ばれていますけれども，このモデル都市，スマートグリッドの実証実験です

か，未来都市，SDGs 未来都市。この４つに選ばれているのは横浜市と北九州市の２市でありま

すので，東と西でとりあえず張っていたというところであります。

　モデル都市の時からお話しますけども，この時は，ちょっと細かくて非常にまずいパワーポイ

ントの作り方なんですけど，要するに当時 365 万人，現在 374 万人の横浜市は地方自治体で人口

が一番大きい都市ですね。その時にどうしようかということで，これ知の共有，選択肢の拡大・

市民力の発揮で大都市型ゼロカーボン生活の実現を目指すという，これがわれわれのテーマだっ

たんです。宇都宮市さんは，何がテーマかちょっと僕まだ不勉強で分かりませんけども，例えば，

今，申し上げた北九州市は，環境技術なんですね。もともと新日鉄さんと長い関係性の中で，最

先端の環境技術で公害を撲滅してきたということが実績であり，それがテーマになっていまして，

これは非常にはっきりしている。それから，富山市さんでは LRTですね。LRTを，もうなんで

も LRTから始まると。LRTの駅にコンパクトシティを駅につくっていくとか，そういうふうな

ことで未来都市にもなってきたといわれています。あとは，北海道の下川町も，森林経営では多

分日本でナンバーワンだと思いますけども，そういうもう非常に分かりやすいのが皆さんあるん

ですけど，実は横浜市はそういった特徴がなんにもないんですね，でかすぎて。海のほうだけ触っ

ていても山のほうから怒られますし，逆も真なりで，なにやろうというようなことを実はこの時

かなり考えたんです。その時に，ふと，人口一番多いんじゃないかと，これを僕らの武器にしよ

うじゃないかということになったんですね。要するに 300 万人余りが市場として変われば，企業

も変わるはずだと。例えば，当時から少し高めの再生可能エネルギーをちょっと高くても買うぞ

という市民をつくっていけば社会は変わっていくんじゃないかと。それから，プラスチック製品

じゃなくて，バイオマスで作っているような，そういう製品を，ちょっとこれも高いけど選んで

買ってしまうというようなこと。これ市民として非常に強い立場になるんじゃないかということ

で，これを「市民力」発揮という意味合いの核において考えようと。もう 2006 年のころからレ

ジ袋の有料化ということを叫んでいた市民運動，自治会があったんですね。それぐらい，かなり

意識の高い方が住んでいらっしゃるということもあり，われわれ市民力というのをテーマにして，

それが 360 万人，現在 370 万人以上もいるということを，実はもう最初から武器にしようとした

んですね。そういうふうな歴史があります。それで，これがずっとこの後も続いていくわけです。

［スライド 1.4 ～ 1.5］



6

　さっき言いました 2010 年の次世代のエネルギー社会システム実証事業ですけども，この時は

HEMSというHome Energy Management System を 4,000 件入れますと言って打ち出しました。

太陽光パネルは，このプロジェクトで 27MW。電気自動車，横浜には日産自動車がありますん

で，リーフ 2,000 台をこの５年間で入れちゃおうということを数値的な目標にしまして，33 社プ

ラス１大学プラス横浜市，全部で 35 の団体で 15 のプロジェクトを動かしました。これはHEMS

もそうですけども BEMS。これ BEMS というのは，家じゃなくてビルですね，業務棟です。そ

れから，それを統合した CEMS（Community Energy Management System）。それから，住友

電工さんの FEMS。これはファクトリーですね。工場の Energy Management System。蓄電池

SCADAってよく分かりないかと思うんですけども，要するに，蓄電池を置いて，その上で電気

の平準化をやっていくというふうな，ちょっと技術的なものですけれども，そういうふうなもの

を含めて 15 のプロジェクトでやりました。これ 4,000 件って言った時に，そんな数できっこな

いだろうといろんなところから言われたり，横浜市は指定を取りたいから数字を高く設定したん

じゃないかとか非常に揶揄されたんですけれども，頑張りました。職員の人たちが一生懸命駅頭

でチラシ配りとか，それがどこまで効果上がったかよく分かりませんけども，そこまで職員も不

動産販売みたいなことでHEMS入れましょう，HEMS入れましょうってやりました。

　ちょうど 2011 年ですけども，例の大震災の年に省エネしなきゃいけないということで一生懸

命やったんですけども，だいたい 10％平均で各ご家庭のCO2，電力の低下を実現できたんですけ

ども，実はHEMS を入れたところ，初年度 66 家庭だったんですね。66 家庭では，実は 25％ぐ

らい減っているんです。「見える化」すると非常に皆さん意識が高くなるなと，そういう市民の

方々の力というのをもっと PRしようということで，どんどん PRしまして，もうこれテレビ使

う，ラジオ使う，JRの広告使う，もう PRをがんがんやりまして，なんともう 4,200 件すべてトー

タルで３年目後半でクリアしまして，ある意味言い方悪いけど，ざまあみろ，達成したぞ，とい

うふうなことになったわけですね。これは非常に市民の方の意識が高かったんだけれども，われ

われとしては，全部補助金じゃなくて実は１万円払ってもらったんです。HEMSを入れるのにだ

いたい全部で 15 ～６万円かかるんですけども，全部補助金でやっちゃうと皆さん無駄に使っちゃ

うんじゃないかと。やっぱり１万円ぐらい負担してもらおうよという，これも最初からそういう

方針でやりました。そうすると，やっぱり皆さん真剣にやられたということもありますね。入れ

た後の問題なんです。そういうこともあって，これだけのものを入れられたなって，これは実

は世界最大の件数でありました。それからBEMSも全部で 29 あったんですけども，これはビル

とか商業施設だけじゃなくて，横浜市の浄水場とか，下水処理場，いわゆる公共施設にも入れて

BEMSをしたこと。これもあまり他に例がないんですけれども，非常にこれがどれだけ人の心に

響いたかと，こう入れたことによって，デマンドレスポンスということで，次の日が暑ければ，

前の日から電気はちょっと節約してくださいね，みたいな情報を出したりとか，そういう情報実

験もしたりして，だいたいHEMS 全体で 15％，それから BEMS で 29％ぐらいの削減をこの実

証実験で達成しました。これは京都大学の先生も今，世界で発表してくれていまして，横浜が日

本最大の実証実験ということが今，もう定評になっています。そういうことができたということ
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であります。これもやはり市民の方が入れていただいた結果，そうなったということですね。そ

れが現在，民間企業さん 15 社と今までYSCP 横浜スマートシティプロジェクトという名前だっ

たんですけども，それがワンランク上がりまして，横浜スマートビジネス協議会YSBAという

ことで，今，15 社でやっていまして，特に東電さんとか東芝さん，ここらへんが，このエネルギー

のプロジェクトでベースに使ったノウハウを生かして，次のプロジェクトをやろうという動きに

今，なってきています。［スライド 1.8］

　環境未来都市。未来都市の時は，この５つのテーマだったんです。低炭素・省エネルギーと，

この超高齢化対応は，どこの都市もやれということだったんですね。あとのテーマは各都市で選

べということだって，われわれは水・自然環境，クリエイティビティ，これMICE，文化芸術と

MICEですね。チャレンジ新産業。他の都市の中で，これクリエイティビティ，文化芸術という

のを挙げたのは横浜市だけだったんで，ここはかなりの特徴だったんじゃないかと思いますけど

も，この５本柱で環境未来都市を推進するということにしまして，これを横連携すると［スライ

ド 1.9 ～ 1.10］。実はモデル都市も環境未来都市も，選定されたからといってお金ががんと下りた

わけじゃないんですね。名誉みたいなものかもしれませんけども，実は環境未来都市になった時

に，庁内で超ローカルルールを作りました。環境未来都市になった時に市長はいろんなところで

ＰＲしてくれたんですけども，環境未来都市プロジェクトになると，ちょっと予算に色が付けら

れるというふうなルールにしまして，ただ，環境未来都市プロジェクトという場合は２局以上に

またがるべき，というふうな条件を付けました。横連携するのが一番の目的です，お金をもらう

ことじゃなく。実はそれが実現すれば，僕はどこの自治体でも横連携すれば全然違う世界が出て

くると思っているんですけど，環境未来都市という名前を使ってそういうことを当時からトライ

してきたこと。

　この時みなとみらいの都心のプロジェクト，それから東急沿線の郊外型，それとスマートな住

まい・住まい方プロジェクトという３つの柱を立ててプロジェクトとしては，やりました。エネ

ルギー関係もありますけども，持続可能なんてほんとに，これ東急電鉄のたまプラーザ駅という

と私ぐらいの年代は知っていると思うんですけど，『金曜日の妻たち』という番組があったと思

いますけども，あの舞台です。古谷一行さんとか，いしだあゆみさん，もう幾つでしょうかね，

もう 70 歳超えてますよね。当時 30 歳ぐらいなんて，もうつまりこの沿線もそれだけ歳をとって

いるということです。もうなかなか人も住まない，高齢者のまちになってきて若い人も住まない

ですね。あのブランディングが高かったところがなぜそうなってきたか。実はこういうこともやっ

ています。住まい・住まい方は，超高齢化と温暖化対策の掛け合わせた事業としてやっています。

詳しくは言いませんけども，その３つのプロジェクトでやっていました［スライド 1.11］。

　

■なぜ，SDGsなのか
　さて，SDGs 未来都市になりましたが，これもどこでも見ている絵図だと思いますけども，レ

ビューしますと，2015 年９月の国連サミットで「我々の世界を変革する持続可能な開発のための

2030 アジェンダ」，2030 年目標ということですね。そういうことで，実は民間企業，特に海外に
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かなり展開している民間企業は，もう SDGs カンパニーと名乗らないとお仕事のできない国も出

てきています。日本の方は，あんまりそれをビビッドに感じてないんですけども，もうそういう

ことです。環境だけじゃありません。人権だとかそういうところも含めて，ジェンダーだとかこ

れを標榜しないと，なかなか海外でできないですね。オーストラリアで現代奴隷法という法律が

去年できたんですけども，これは人権をしっかり守っているかということなんですが，いわゆる

そういう意味で，人権をしっかり守っている会社でございますと。そういう意味で SDGs カンパ

ニーでございますと言わないと，かの国では仕事ができないですね，すでに。そういうふうなこ

とで，民間企業は当然ながら前を走っているんですけども，自治体がどうかということで，去年

最初に選ばれたんですね。SDGs を標榜する企業も，やっぱり SDGs を標榜している都市にやっ

ぱり立地するということも必要になってくると思います。何年か前に IPCC の総会があったんで

すが，IPCC とは，世界で地球温暖化だとか，生物多様性って必要だといった世界 3,000 人の科

学者が集まっている最高権威のあれですけど，その日本で初めての総会，実は横浜で開かれたん

です。2011 年だったかな。僕がまだ現役の時ですけども。最終的に選ばれた理由は，横浜市が

環境未来都市だからということであったと聞いています。ですから，われわれのやっていること

は，MICEにも非常に大きく影響しているといいますか，いい影響を与えているというふうなこ

とも感じた次第でありまして，やっぱりそういう会議や目的も含めて，そういう姿勢の都市とい

うのを選んでいくというような，これ世界的な趨勢なんですね。そういうふうなことも，実はメ

リットとしてあるということであります［スライド 1.12 ～ 1.14］。

　「なぜ SDGs なのか？」というところにきますけども，これは，17 Goals to Transform 

Our World と書いているんです。これは国連のホームページに書いてあると思いますけども

Transform ですよ。要するに変身する，変態する。変態というのは，さなぎから成虫になるとい

うそういう意味です。イノベーションじゃないんです。もう変わりましょうということをいって

いるんですね，変革。そうでないと，もう地球は駄目よという，そういうことを言っているわけ

で，国連が初めて出した非常にいいキーワードだとか，コミュニケーションツールだというよう

なことを言う向きもありますし，確かにそうなんだけども，その裏にあるのは，非常に深刻な問

題があるということを認識しないといけないと思います。今までの延長線上にはもう未来はない

ということを国連が言っているわけですね。トランスフォームしなきゃいけない，今までの延長

じゃ駄目だということを言っているんです［スライド 1.15］。もう一つ，実はパリ協定って，皆

さん忘れていると思うんですね。2015 年，これもやはり 2015 年に気候変動枠組条約で合意され

て，日本もこれは批准しています。これは世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて２℃より

十分低く保ち，1.5℃に抑える努力をするというようなことが書いてあります。できる限り早く温

室効果ガス排出量をピークアウトし，うんぬんかんぬん書いています。実は SDGs とパリ協定は

もう両輪なんですね。このパリ協定のことを，なかなか日本では言わないですね。SDGsばっかり，

このマークのバッジを付けていますけども。これは非常に重要なことだと思っています［スライ

ド 1.16］。

　パリ協定では脱炭素をしながらも SDGs で生活のクオリティーを上げていくというのが必要な
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わけです。これ今まで 20 世紀の我々はどうだったかといいますと，エネルギーは快適になるた

めに，どんどん使いましょうと。どんどん電化しましょうと。どんどんエネルギーを使いましょう，

使い捨てましょうと，というふうな大量生産，大量消費，大量廃棄の世界を築いてきて，それが

イコール豊かさだったんだけども，これからは逆です。エネルギーあんまり使うなよと，省エネ

ですよと。それは機器だとか技術の進展が当然あるんですけど，そういうことをしながらクオリ

ティーを上げようという非常に難しい，今までわれわれは経験したことのない世界に入ったとい

うことでありまして，これも認識しないといけないことですね。だから，われわれの思っている，

その快適さというのはなんなんでしょうかというふうなところから考えを始めるべきではないか

と思っています。これが両輪だということをぜひ覚えておいていただきたいと思います［スライ

ド 1.17］。

　今，なぜ SDGs なのかということですけども，結局いろんな世界で起こっている課題というの

は人口減少，少子高齢化，飢餓・貧困，地球温暖化等々は，一つをテーマで取り組んだら終わり

という話じゃない，全部が複雑に絡み合っているということなんですね。問題すべてが全部絡み

合っているということだし，それに対していろんな人が参画して，いろんな人が力を生かしなが

ら，問題に挑むことが必要なんですよ。一つのテーマに一つの技術で対応するとかいうふうなこ

とでは，なかなか対応できませんよということが背景にあると思います。さらにそういう意味で，

国もそうなんですけども，老若男女，さっき言いました産官学，市民，背景も立場も異なる人が

集まって協働で問題に挑んでいく必要があるんじゃないかと。そのためにも，共通の目的，目標

を定めて皆同じ方向を向いて，取り組みを進めていく必要がある。これが SDGs というのは結局

ゴールではあるんですけども，一つひとつのこの 17 個をいかにストーリーでつなぎ合わせてい

くかという発想が非常に重要ではないかと思います。ただ，いろんな方々が，いろんな立場で，

いろんなことやるんですけども，「目標は何？」といった時に SDGs が出てくると。僕はだから

音楽でいえば，これはオーケストラみたいな，いろんな楽器がいて，いろんな楽器で演奏しながら，

ではあるけども，一つの目標，一つのピースにまとめていくという，結局楽譜ですよね。だから，

コンダクター，オーケストレーションみたいなものが，非常に必要になってくるということなん

ですね。別の言葉でいえばプロデューサーですけども。そういうことで，多様なステークホルダー

がゴールを共有しながら，それぞれができることを行っていくことで，持続可能な社会を実現し

ていくというのが SDGs であります。役所だけが頑張っても駄目です，企業だけでやっても駄目，

市民だけでも駄目，みんなが力を合わせていくことが求められているというところです。で，そ

の時に，みんなに共通なのが SDGs でございますという，そういう楽譜みたいに思っておいたら

いいんじゃないかと思いますが，問題はコンダクターですね。どういうふうにしていくかという

ことが重要かと思います［スライド 1.18 ～ 1.19］。

　

■ヨコハマSDGsセンターの取り組み
　それで，横浜市なんですけども，大都市モデル。さきほどから横浜市は人口多いからって言い

ましたけども，人口多いってことは，いいことばっかりじゃなくて一応まとめにくいというのも
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ありまして，ずっと大都市モデル，大都市モデルって言っているのは，非常に足かせにもなって

いる部分があるんですけども，大都市に行くと，いろんな人がいるし，いろんなノウハウもある，

おお金もそれなりにあるということで，そういうふうなところで，だいたいそういうものを集め

ていくのが大都市モデルというふうに言っていますけども，経済と，社会と，環境，３つをぐる

ぐる回していくと。経済やっている部署もありますし，社会的なことやっている部署もあります，

環境やっている部署もありますけども，今まではもう部分最適を狙っていれば最終的に全体最適

に行っていた時代だと思いますが，もう今はそうじゃないですね。部分最適なんてやっていても

駄目です。もう全部俯瞰した中で，自分がやっている部分はここだというふうな大きなところと

小さなところを自然に行ったり来たりする認識を持たないと駄目だということで，この３つをま

とめていくために横浜スマート・グローバル・パートナーシップと書いていますけども，これが

必要ですよね，ということで，３つの側面をつなぐ総合的取り組みを推進するためにデザインセ

ンターをつくったということであります［スライド 1.20］。

　今年の提案は知りませんけども，去年の選ばれたところで見ますと，それまでやってらっしゃっ

た事業だとかを強化する，あるいはまとめるというふうな提案の仕方が多かったと思いますが，

横浜市だけは全く新しい提案をしたんです，これです。非常にリスクがあったと思いますけど。

これはデザインセンターをつくった。デザインセンターをつくって何をやるかというと，とにか

くステークホルダーさんたちのニーズやシーズをまず集めて，ニーズをまたつくっていくという

のもあると思うんですけども，それはマーケティングしながらコーディネートしながら，いわゆ

る解決策の企画・立案をこの中でやりまして，それをソリューション，イノベーションと書いて

います，イノベーションも必要なのかしれないけど，ソリューション提案をして，それを実装し

ていくというようなことの，このぐるぐる回しながら実装していくという，センターというのは

そういう立場ということで，一つのワンストップでそれができるようなセンターをつくりたいと

いうことで，これを提案し，これで指定を取らせていただいたということであります。ここのス

テークホルダーさんたちが，いかに集まるかというところがみそでありましてですね。自転車で

はハブとか，そういう機能を持たなきゃいけないんです。これは今度どうしていくかという中で，

結局は人になると思っていますけども，いかにハブ機能を持っていけるかというのは，これから

のキーポイントだと思っています［スライド 1.21］。

　現在オンラインでセンターにはアクセスできるようになっています。メルマガももう今，発行

させていただいております。情報収集をしながら，皆さんのほうから情報の投稿もしていただく

ような方向や内容に今，なっていますし，当然ながら情報交換するようなサイトを中でやってい

ます［スライド 1.22 ～ 1.24］。今までの仕組みなんですが，もうすでにできあがって，去年選定

されてもう半年以上たっていますけども，センターができてから，本格稼働してからまだ数か月

なんですが，それまでの蓄積もあったりして，だいたい３つか４つ，先行プロジェクトが今，走

り始めています。環境と社会と経済の３つの側面の中から，低炭素化，あるいは誰もが住みたい，

住み続けたいと思える住宅地は，われわれのMICEだとか文化芸術でと言っていますけども，ビ

ジネス，アート，エンターテイメントというようなことも含めて，具体的なプロジェクトを現在
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仕込み始めて，あるいは動き始めているということであります。そのうちの一つ，アクションプ

ロジェクトの一つの環境なんですけども，低炭素化で，ここはまあ全部一緒なんですね，コンソー

シアムを組んでやっていこうということで，温室効果ガス削減の製品サービスを広く普及うんぬ

んとかですね。これは今まで横浜市もかなりやってきたことだし，特にエネルギー関係はもう

RE100 街灯区を作るとか，再生可能エネルギー使うとか，東北の 12 都市と横浜市が連携しまして，

再生可能エネルギーは横浜市だけではもうできないので，東北の都市から持ってこさせていただ

くという連携をしまして，問題は送電線なんですけども，一応ベースはつくったというふうなこ

とで進めております［スライド 1.25 ～ 1.26］。

　さらに市民活動ということで，ウッドストロー・プロジェクトということで，横浜市は一応海

洋都市でもございますので，海がこれだけいろいろといわれている中で，何か動くほうがいいだ

ろうと。実はストローが海洋プラスチックの，だいたい 0.1％といわれているんで，数字では大

したことはないんですけども，市民の中で，やはり PR活動は非常に必要だということで，身近

なところから始めようということで，アキュラホームという新興の住宅メーカーさんが，プロ

デュースしながら，環境ジャーナリストの竹田有里さんという方が，PRをやりまして木のスト

ロー。これは横浜市の水源林があります山梨県道志村あたりの杉を使いつつ，企業，地産地消で

このストローをやっていこうという動きをしています。これには 0.15 ミリの木の加工ができる工

場が必要なんですけども，たまたま山梨県にありましたので，全国数か所しかないんですけどね。

ちょっとコストが高いので，これをいかに安くするか，これが課題でございまして。ただ，これ

はもうこの前のG20 でも，このストロー吸っていた方々が大勢いらっしゃいます。横浜の場合は，

横浜でもやるんだけども，地産地消でやっていこうというようなことを進めています［スライド

1.27］。

　誰もが「住みたい」「住み続けたい」と思える住宅地にということで，企業の，地域のニーズ

ということなんですけども，先ほど言いました，たまプラーザじゃないんですけども，実はこの

旭区の若葉台団地というところがあるんですけど，90 ヘクタールの広さ，県営団地なんですけど

も，実は横浜でも交通弱者のいらっしゃる地域が実はたくさんあります。ここも若葉台団地が高

齢化もあってそんな地域になってきたんですけども，そこでここの一般財団法人若葉台まちづく

りセンターとMONET Technologies という，MONETってトヨタとソフトバンクの合弁会社で

ありまして，今月だったかな，２回目の実証実験が始まります。オンデマンドバスなんですけど

も，ゆくゆくはこれをEVにする。それから，自動運転にも近々していく方向で今，やっています。

こういうことをやる時，さっきのHEMSもそうなんですけど，ハイテクがいいと思っていっても，

市民の方々がえてして，行政に対して，民間企業の手下かみたいなことを言われたりしちゃうん

で，売り込みはしたくないんですよね。だけど，その最後のラストワンマイルを埋めるのも自治

体だと思っていまして，スマートグリッドの実証実験の時もそうだったのですが，イノベーショ

ンの重要性を述べてHEMS入れていただいたんですけど，ここの場合は，実は，こちらの市民

の方主導という，非常に役所にとってみたら楽だったというかご自分たちでの意識がはっきりと

していらっしゃった。ここは実は 2006 年から有料のレジ袋という非常に先端的なことをやって
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きた地域なんですけども，そこの人たちが，もうぜひこれをやりたいということで，もう今，始

まっています。これは，もともとそのいわゆる高齢社会における足が欲しいという課題なんです

ね。社会課題をなんとかするということで，社会課題解決することから始まって，ゆくゆく自動

運転やEVとかで CO2 が下がるとか，車の数も当然減っていくと思いますけども，CO2 対策になっ

ていく，環境課題の解決になる。さらにゆくゆくは，これが新しい事業体をつくるはずなんです

ね。それから，地域の商業施設も活性化するという意味で，経済にも関わってくる。環境，社会，

経済のいい循環ができるんじゃないかと［スライド 1.28 ～ 1.29］。

　SDGs 普及。これはこの８月１日，２日，今日，日経新聞にまたＰＲ出たところですけども，

それが地元で，これ「環境絵日記」なんて，もう私も審査員やっていますけど，年間２万数千人

の子どもたちが環境日記描いてきてくれて，今年は SDGs がテーマになっていますけども，それ

を全国の環境絵日記をやっている子供たちに来ていただいてサミットします。また，地元の中小

企業の方々のアイデア博も実施していいプロジェクトを実際に社会にて実装していくかというイ

ベントを８月，やります。もっとこれは強化していくつもりです［スライド 1.30］。

　センターとして拠点も欲しいということで，一応関内のほうにこういうセンターを置きまして，

ここに担当がおりまして，いつもいろんなお話を承っているという場所もできました。実はこれ

は，エックス都市研究所，凸版印刷，神奈川新聞，tvk，tvk コムズという５つの会社が JVでこ

の市民共同事業としてやっていまして。そういう意味でパートナーの神奈川新聞さんも，tvk さ

んも，いろんなかたちで市民向けの番組や新聞記事で PRしてくれています。私もこの３月はす

でに，MONETさんなんかの関係でテレビに出さしていただきましたけども PRって重要ですよ

ね。それは嫌というほどやったほうがいいと思いますけども，まず SDGs が何かということを分

からない市民の方が大半だと思いますんで，そこからほんとは解き明かしていかなきゃいけない

んですけども，そういう動きもしています。会員制度ということで，今，会員募集中でございま

して，いろんなかたちで，いろんな情報のテーマを協議していただくというようなことでも，こ

れ今，すでにネット上でも含めてやっています［スライド 1.31 ～ 1.34］。

　

■SDGsの重要な視点とまちづくりの要諦
　ちょっと余談になりますけども，これはちょっと私がびっくりした，タイ国の日本の大使さん

が言ったんです。SDGs をタイはどう思っているかと。「Suffi  ciency Economy Philosophy 足るを

知る経済です」というのがタイのテーマですとおっしゃったんですね。これはタイなりの解釈で

すね。それから適度，節度Moderation，合理性 Reasonableness，用心深さ，慎重さ Prudence。

これが３本柱らしいです。それから，それを支えるのは knowledge と Virtue。Virtuse になって

いるけどVirtue ですね。徳という，仏教国にありがちな考えなんですが，やはり SDGs ってわ

れわれ自分としてどう受け止めるかというのをしっかり考えていらっしゃるんですね［スライド

1.35］。なんか日本の場合，SDGs の目標値 17 あるが，それを８つにしましたとか，なんかそう

いう要約しているぐらいの話じゃないかと思いますけども，もうちょっと自分たちのものとして

考える。これは私にとってみても少し考えなきゃいけないという原理だと思っております。日本
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人にとってどうすればいいかというようなことを，もう少し考えつつやっていきたいと思ってい

ます。

　これは重要な視点で，今までの繰り返しになりますけども，われわれセンターとしては，自分

たちがハブになって，公的セクター，市場セクター，コミュニティセクターを集めていこう，ネッ

トワークしていこうというセンターになりたい。さっき申し上げたような事業は，センターが中

心になってやるものもありますけども，いろんな民間企業さんとか市民さんが中心になって，わ

れわれは協力していくというのもありますし，あるいは触媒といいますかね，これ場として使っ

てくださいというふうな。われわれも何百人も職員がいるわけじゃないので，ちょっとそのへん

を詳しく classify しながらやっていきたいと思っていますけども，基本は，この価値観の違う３

つをいかにまとめていくか［スライド 1.36］。横浜市としても，さらに別の自治体さんなんかと

も組みつつ，情報交換しつつ，事業ももしかしたら交換しつつやっていきたいという思いを持っ

ております。ぜひ何かの関係で宇都宮市さんとも組めればうれしいなというふうに思っておりま

す。

　ご清聴ありがとうございました［スライド 1.37］。

◆司会

　信時先生，ありがとうございました。それでは，次のご講演をお願いいたします。ご講演は，

株式会社竹中工務店設計本部アドバンストデザイン部ランドスケープグループ長，向山雅之様で

ございます。向山グループ長のご紹介につきましては，お手元の資料１にも記載されております。

東京都ご出身で，神戸大学大学院工学研究科環境計画学専攻ご修了。1994 年，竹中工務店のほ

うに入社されまして現在に至っております。日本造園学会関東支部副支部長，神戸大学，京都造

形芸術大学非常勤講師をお務めになりまして，2011 年，日本造園学会賞設計作品部門も受賞さ

れておられます。それでは，中心市街地と里山・水辺における SDGs のまちづくりと題しまして

お話をいただきたいと思います。向山先生，よろしくお願いいたします。
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「中心市街地と里山・水辺における
　　　　　　　　SDGsのまちづくり」

株式会社竹中工務店 設計本部アドバンストデザイン部　　　　　　　　　

ランドスケープグループ長　向山　雅之 氏

　こんにちは。

　ご紹介いただきました竹中工務店の向山と申します。よろしくお願いいたします。私から

は，お手元にあるレジュメの流れに沿いまして，近年の社会の動きについて説明した後，企業の

SDGs の取り組みについて事例の紹介をしたいと思っております。

　所属している日本造園学会の関東支部大会が偶然昨年宇都宮で開催され，大谷の景観をテーマ

にしたシンポジウムと見学会に参加してきました。大谷石の文化を学び，初めて大谷石の石切場

などを見て感銘を受けました。今回この機会をいただき，宇都宮にご縁を感じております。

　私はランドスケープの設計を仕事にしております。今までの設計業務は，与えられた設計条件

に対して，いかに良い空間をつくるかがテーマでしたが，近年のプロジェクトでは，お客さまと

の対話を通じ課題を明らかにして，課題解決のための設計の与条件，そこから詰めていく機会も

増えてきております［スライド 2.1 ～ 2.3］。

■環境への取り組みの歴史
　はじめに，環境への取り組みの歴史を俯瞰してみたいと思います。これは当社の環境建築作品

の歴史です。上段に社会の動き，下段に当社の活動が書いてあります。企業は社会の動きに対し

て，活動の方向性を決めていきます。

　環境問題が社会に取り上げられた最初のトピックとしては，1960 年代から 1970 年代のいわゆ

る公害問題があります。レイチェル・カールソンの『沈黙の春』や，ローマクラブの『成長の限界』

など，高度経済成長が引き起こした社会問題が明らかになりました。

　1971 年に，当社は「設計に緑を」というキーワードを掲げております。それ以来，当社の図

面にこのマークが刻んであります。ここに示す文章は1971年当時のメッセージです。環境によっ

て建築を評価する。「緑」を単なる植物ではなく，トータルの環境創造を意味する言葉として捉

える。作品ができ上がるごとに，都市に緑のくさびが打ち込まれ，その運動が広がる。「設計に

緑を」から，「建築に緑を」あるいは「心に緑を」へ，さらに「都市に緑を」と唱えています［ス

講演２
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ライド 2.4 ～ 2.6］。

　次に環境が社会課題になってきたのは，最近の 10 年なのではないかと思っております。2005

年に京都議定書，それから 2010 年に COP10 生物多様性に関する国際会議が名古屋で開催されま

した。2000 年代の 10 年間に比べると，2010 年代は社会の動きが急激に変わってきているように

思います。この時期の当社の活動としては，後で紹介するプロジェクトの事例につながる，環境

方針や生物多様性活動指針，あるいは「人と自然をつなぐ」という環境メッセージを策定してい

ます。

　こちらは日本の人口増減のグラフです。2004 年にピークを迎え，あとはどんどん下がってい

くだけという予想になっています。よく言われております通り，今までの社会の仕組みは人口増

加のトレンドでつくられてきている制度で，これから起こる人口減少の社会では通用しない，予

測不可能な社会であるといえると思います。つまり，例えば持続不可能な都市とビジネスですと

か，気候変動，生態系の劣化，資源枯渇。縮小する都市，超高齢化。インフラの老朽化，災害へ

の脆弱性。財政難，人材難。格差社会の拡大，貧困ですとか，それらが，「課題先進国」といわ

れている日本における現代の都市を取り巻く社会課題なのではないかと思っております［スライ

ド 2.7 ～ 2.9］。

　

■最近10年での社会の動きとトピック
　これから最近 10 年，社会の動き，トピックを２つご紹介したいと思います。先ほどのような

社会課題を解くカギが SDGs です。ビジネスの世界では，ESG投資が急激に盛り上がり，企業の

必須科目になってきています。例えば当社のビジネス領域である建設業においては，SDGs 導入

のためのガイドラインが出版されています。真ん中は日能研が作っている本です。SDGs が中学

受験で出てくるような世の中になってきております。一番右，これはファッション誌です。綾瀬

はるかさんが SDGs を唱える時代になっています。

　先ほどお示しした 17 項目がタイル状に並んだ SDGs の図柄はよく出てきますが，これを３層

のレイヤーに分けて並べ替えると 17 項目の関係がわかりやすくなります。これは，ウェディン

グケーキモデルと言うそうです。経済と会を支えているのがBIOSPHERE，すなわち自然資本で

あるという絵になります。

　この経済・社会を成り立たせる自然資本が SDGs で一番大切な基礎となります。該当するのは，

17 の項目のうちの６番－安全な水とトイレを世界中に，13 番－気候変動に具体的な対策を，14

番－海の豊かさを守ろう，15 番－陸の豊かさも守ろう，この４項目が挙げられています［スラ

イ 2.10 ～ 2.13］。

　例えば，堤防のような人工構造物が従来の社会基盤になっていたわけです。これを「グレーイ

ンフラ」と称します。それに対し，例えば，自然資本を守ってその力をうまく引き出すような方

策を「グリーンインフラ」と言います。これが２つ目のトピックになります。2015 年に国土形

成計画が策定されて，この時初めてグリーンインフラという言葉が導入されています。その２年

後 2017 年に，グリーンインフラの本が出版されました。グリーンインフラはヨーロッパやアメ
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リカで非常にうまく使われ，政策策定にも活用されている概念です。遅ればせながら日本でも出

版されるまでになりました。ポイントはビジネス書だということです。専門書ではなくてビジネ

ス書で出版されています。つまり，そのグリーンインフラは，もちろん研究の対象ではあります

が，実践的に世の中に実装していかなければならい概念だということです。

　ところでグリーンインフラとは何か？ふわっとしていて難しいですね。いろんな定義がある中

で，例えば，これは国交省のホームページから抜き書きです。安全・安心ですとか，国土の適切

な管理，生活の質の向上，人口減少・高齢化。こういった課題を，自然環境が有する機能で解決

していこうということになります。ただ，これでもまだわかりにくいというところはあるのでは

ないかと思いますが，まずはそういうものだということを理解してください。例えば，「自然環

境が有する多機能性を活用し」とありますが，先ほど申し上げたグレーインフラである堤防を考

えてみますと，川があふれた時に堤防があることで洪水を防ぐ。ただ，川あふれていない時は，

川とまちを分断する要素になります。機能を発揮する必要がない時に問題があるわけです。それ

に対し，遊水池であれば，川があふれた時にはそこに水をたたえ，洪水になっていない時は緑豊

かな水辺の場所になっているという多機能性を持っているわけです。そこがグレーインフラとグ

リーンインフラの違いになります。

　グリーンインフラは，国でもどんどん推し進めている状態で，懇談会がつくられており，今年

の４月に中間整理というのが出ております。グリーンインフラの活用を推進すべき場面として，

SDGs や ESG 投資が世界の潮流となる中，日本が世界をリードする立場になるためにはグリーン

インフラが必要である。このグリーンインフラによって都市やエリアの付加価値を高めて，新た

な投資や人材を呼び込みたいということが書かれています。グリーンインフラの特徴は３つあり

まして，一つは機能の多機能性ということで，先ほどご説明したような内容です。もう一つは，

多様な主体の参画で，行政だけではなく地域の住民ですとか，あるいは企業，民間企業の参画が

必要になってきます。当社の活動としては，このあたりがポイントになります。もう一つ最後に

重要なのは，できて終わりではなく，時間の経過とともにさらに機能が発揮されてくるというと

ころです［スライド 2.14 ～ 2.16］。

　今までの話を一旦まとめますと，自然資本の要素であるグリーンインフラや生物多様性という

のは，経済・社会を支える基盤であるがゆえに，その地域の共通する社会課題になり得るのでは

ないかなと思っております。つまり，何か地域の課題を議論する時に，まずは自分たちが住んで

いる自然環境，自然資本を考えていくということが，コミュニケーションの手掛かりになり得る

と思っております［スライド 2.17］。

　当社では，建築を超え，まちづくり総合エンジニアリング企業を目指しており，ここにある

30 の専門領域を掲げております。これは SDGs の 17 項目と関連づけられており，先ほど申し上

げたウェディングケーキモデルの自然資本に当たるのは，こちらの「まちの基盤をデザインす

る」という項目になっています。この中に「生物多様性」という項目が入っています。2010 年

に COP10 の国際会議が名古屋で開かれました。ちょうどそのタイミング 2012 年に「環境方針」

の改定を行い，「生物多様性活動指針」を定めました。これを具体的なプロジェクトに落とし込
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んでいくために，「生物多様性促進プログラム」を現在進めています。この活動のバックボーン

となるのが，環境メッセージ「人と自然をつなぐ」です。建築と都市，つまり，まちが人と自然

をつなぐというダイアグラムで，自然を読み解く要素技術，これが必要になります。さらに大切

なのは，それを享受する，あるいはそれを使う人の感性が大事なのではないかなと思っておりま

す［スライド 2.18 ～ 2.23］。

　まちづくりを進めていくためには，ステークホルダーと対話を深め，課題抽出，戦略立案，ロー

ドマップ策定，これが必要になってきます。社会の課題や企業の価値創造，さらにはまちづくり，

こういった大きく複雑で多義的なミッションを達成するためには，プロジェクトの川上の段階か

ら整理が必要になります［スライド 2.24］。

■まちづくりの事例
　まちづくりのプロセスを踏まえた４つの事例を紹介したいと思います。

　１つ目の事例は大阪の駅前の，うめきた２期です。昨年コンペを取りまして，そのコンペの要

項の前提となるまちづくりの方針を紹介したいと思います。うめきた２期のまちづくりの方針に

は，比類なき魅力を備えた「みどり」と書かれております。比類なき魅力を備えた「みどり」と

言われても，ピンとこないですね。ただ，ここに書かれていることを読んでみますと，グリーン

インフラの機能そのものが書かれているのではないかと考え，私たちは３つの回答を出しました。

１つ目は「みどり」と融合した生命力と活力あふれる都市空間ということで，つまり「みどり」

がつくりだすクオリティー・オブ・ライフ（QOL）を提案しました。２つ目は，ひらめきや創造

につながる多様で寛容な場づくり。つまりイノベーションを生み出す場をつくろうということで

す。みどり豊かな環境というのは，人がイノベーティブになるといわれております。さらに良い

環境というのは，優秀な人材を集める大きな要素になるといわれております。３つ目が，新たな

価値がうめきたから関西へ，国内外へと拡がるマネジメントと書いてあるように，世界に発信で

きるグリーンインフラをつくってこうということになります。大切なことは，竣工して終わりで

はなくて，竣工後のマネジメントです。管理・運営，この新しい仕組みをつくっていこうという

ことを提案しています［スライド 2.25 ～ 2.29］。

　２つ目は，東京江東区の事例になります。江東区というのは，水路が東西南北に張り巡らされ

たまちで，その水路脇に人が集まる木のデッキを作ろうというプロジェクトになります。こちら

がその写真です。右が before で，左が after です。写真の左側に料亭があり，右側が水路です。

水路敷に人が自由に出入りできるデッキがあります。当初どのような状態になっていたかといい

ますと，フェンスで水路敷と民地が分けられています。水路敷の底地は東京都の持ち物，そこに

ある上ものの植裁管理を江東区が行っている場所を，民間である料亭が専有している状態を作り

出しています。普通だったらこんなことは認められません。それが実現できた理由としては，こ

ちら側がこの地元の「江東区の水辺を親しむ会」というNPO代表の方です。この方が先頭に立

ち，この取組により江東区のまちが活性化するというストーリーをつくり，江東区と協議をして

認められたということになります。こちらにいるのは当社の社員です。では，デッキの木材をど
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こから調達しようかという時に，江東区は荒川の下流にあります。荒川の上流域にある林業のま

ち小川町と連携をして木材を持ってくる，こういった動きをやっています。このNPOの方たちと，

プライベートなのか仕事なのか境目がないぐらい熱心に活動した結果，このプロジェクトを成功

に導いています。

　今の話をまとめますと，川下である江東区にウッドデッキを敷きたいということで，川上にあ

る小川町から木材を持ってきた。当然木材の代金を支払いますので，ここで資源と経済の循環が

起こっています。非常に小さな話ではありますが，大きい概念でやっております。つまり，木造

で造ることは資源と経済の循環を生み出すということになり，地域を活性化し社会課題を解決し

ていく取り組みではないかということで，「森林グランドサイクル」という概念を掲げております。

植えて，育てて，収穫して，それを使うという，これが一般的な森林サイクルですけども，それ

を発展して，木材を流通させることで都市に木造・木質のまちづくり，さらに木材を提供する林

業にもお金を回して経済活性をしていこうというのがこの活動の趣旨です。森林資源の循環をす

る。そこから得られる，経済の循環による林業の活性化と木材産地の地域振興，それからさらに

まちづくり。こういった循環を目指しているわけです［スライド 2.30 ～ 2.34］。

　３つ目の事例です。今年２月に仙台で完成した集合住宅，10階建ての賃貸マンションです。ヨー

ロッパでは，多くの木造高層ビルが建っています。そこから 10 年遅れではありますが，ようや

く日本でも高層の木造が実現したということになります。これは工事中の写真です。鉄骨造と木

造のハイブリッド構造になっております。柱や床や壁が木で造られていることがわかります。で

は，森林グランドサイクルの視点でどうなっているかと申し上げますと。まず丸太，原木を直接

購買しております。丸太を買ったのは大分県。この買った丸太を鹿児島県で製材をして，その材

を使って仙台のまちづくりを行いました。材を取った林に利益を還元し苗木を植えて次の世代の

林業に回していく。これで森林グランドサイクルをひとつ完成させ，持続可能な森林づくりに貢

献しました［スライド 2.35 ～ 2.37］。

   

■まちづくりの事例（清和台の森づくり）
　最後の４つ目に，兵庫県川西市にある当社の研修所での森づくりの活動を紹介します。大阪

の郊外，ベッドタウンとして川西は位置づけられております。もともとここは緑豊かな里山で，

1960 年代，里山を造成してニュータウンにしました。現在，当時子育て世代だった方の子ども

たちは独立して親世代が残され高齢化が進んでいるという，どこのニュータウンにもある問題を

抱えている場所になります。沿線の能勢電鉄は乗降客が減っています。また，ここは炭焼きで非

常に有名な場所でした。今残っているのは１軒ですが，残っている里山林を使いながら茶道に使

う高級炭を焼いています。また，残された里山の森づくり活動をしていこうというNPO組織が

たくさんあり，その中の一つ，川西里山クラブと情報交換をしております。当社は，川西市はも

ちろんのこと，能勢電鉄，炭焼き屋さん，NPOの方と連携をしながら，まちの課題解決を図っ

ていこうという活動を始めたところです。

　ここは日本一の里山といわれている場所も残っています。里山にあるクヌギの林は，伐採され
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たらそこから再度芽が出てどんどん成長します。約 10 年すると，また伐採し炭焼きの材として

使えます。つまり 10 年周期で持続的にエネルギーが確保できる仕組みになっています。ついこ

のあいだまで，昭和 30 年代は薪を使っていました。それが石炭になり石油になり，今や，薪を

エネルギーの主流で使うという人はほとんどいませんが，昔ながらの資源循環のあり方を再認識

する必要があると思います。先ほど申し上げたように，ここの自然の風景に魅了された人たちが，

自主的にこの里山を守ってこうという活動をされております。これは，エドヒガン。この地域で

は非常に貴重なサクラだそうで，このサクラを守る活動をされています［スライド 2.38 ～ 2.41］。

　こちらが当社の研修所の図面です。全部で約８ヘクタールあります。敷地外周部は放置された

里山林。敷地内側は研修所新築当時造成をして人工的に植栽されている場所です。まず，森づく

りの活動を始めるにあたり，侵略性の高い外来種の伐採をしました。それから観察や作業ができ

る道をつけ，敷地外周部の里山林の整備や，人工的に植栽されているエリアに手を入れていきま

す。もともとグラウンドだったところは，しばらく使わない間に松林に変わっていました。松林

になったグラウンドをもう１度使える場所に戻していきます。

　整備に先立ち生き物の調査をすると，多くの種類がいることが分かりました。ここは自社の敷

地の中なので，検証しながら自由に手を入れることができます。森の整備を行いながらどのよう

に生き物の相が変化していくのか，継続して調べることができる場所として，非常に高いポテン

シャルを持っていると思っています［スライド 2.42 ～ 2.43］。

　これは Before ／ After の写真です。藪に埋もれた野球のバックネットが見えます。お恥ずか

しい写真ですけれども，これを整備して，これからこのグラウンドを使って様々な活動を企画し

ています。また，斜面を安全に登り降りできる観察・作業路をつけています。次は，古い更衣室・

トイレの周囲の藪を切って，アクセスできるようにしました。そして，建物を森づくりの参加者

が使える詰め所として改修をしました。開口部を大きく開け，建物の中と外がつながって活動し

やすいように作り変えています。それから，この家具は，兵庫県の県産材を使っております［ス

ライド 2.44 ～ 2.46］。

　昨年から，「森づくり研修」と銘打ち社員の研修を始めました。通常の企業の研修は，同一職

能や同一職層の人を集め，決められた目標に対しキャッチアップさせます。この研修の参加者に

関しては希望者を手挙げ方式で集めました。その結果，多様な年齢，多様な職能の方が集まりま

した。これが，みどり，つまり SDGs の基礎となる自然資本の力なのではないかと思っておりま

す。研修プログラムとしては，先ほど紹介した炭焼きの所へ見学や森づくりのNPOの方との対

話，そして当社研修所の敷地の植生調査をして，健全な森に導くために伐採すべき樹木の伐採な

どをしております。これは単に森づくりのスキルを磨くための活動をしているというわけではな

く，この活動を通じて，まちづくりの基礎となる自然を学び，まちづくりに関する気づきにつな

がることを期待しています［スライド 2.47］。

　こちらが手を入れる前の研修所の敷地の状況です。これは昨年の研修で，清和台の研修所をど

のように使うか考えるワークショップをやり，そこで出た活用アイデアを絵にしたものです。実

際この通りできるかどうかは別として，このような絵が，関係者が向かっていく方向を定める旗
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印になるのではないかと思っています。研修では，繰り返しになりますが，単に森をきれいにす

るスキルを磨くわけではなくて SDGs を支える生物多様性，これを理解して，その達成に貢献で

きる人づくりを行う。これが大きな目的になっています［スライド 2.48~2.49］。

　森づくりの活動は４つあります。ご紹介したのは，２の体験型研修になります。今年中に１の

従業員主導の森づくり活動をしていくような組織づくりに着手する予定です。３の活動は，企業

ですので当然発信していきます。４については，今のところ社内での活動になりますけども，準

備ができ次第ステークホルダーと，川西市や能勢電鉄，地元NPOの方と課題を共有してまちづ

くりに進んでいきたいと思っております。

　こういう話は，どうしても PDCAが回しにくいですね。プランを一生懸命練っている前に，

まずやってしまえと。やると何か得られますので，その得られたものに対して，では，どうしよ

うと考えていく。これが大事だと思っております。同じような考え方での都市計画のやり方を，

タクティカルアーバニズムと言います。ビジョンがあって，プランを立てて，しっかりしたプラ

ンのもとでデザインができる，それを管理・運営してくというのが従来の都市計画です。それに

対し，まずやってしまえ。やってしまうと何か見えてくるぞ。そして，またやってみよう。この

ような，やって・確認しての繰り返しが非常に重要であると思っています。これはアメリカ空軍

の概念でOODAループと言います。observe 観察して，orient 方向づけをして，decide 決めて，

act やるということで，軍隊ですからプランなんか立てている余裕がないわけですね。今やまち

づくりは，軍隊と同様に，どんどんやってみる，どんどんやってみて，そこからフィードバック

するという姿勢が大切だと思っています［スライド 2.50］。

　

■まとめ
　最後になります。まちづくりは様々なステークホルダーとつながる必要があり，つながるため

の共通課題は，経済・社会を支える自然資本です。自然資本を支えるのは，自然を読み解くため

の技術とともに，それを受け取る人，それを使っていく人の力だと考えます［スライド 2.51］。

　どうもありがとうございました。

　

　

◆司会

　向山先生，どうもありがとうございました。それでは，ここで若干の休憩を挟みまして，この

後パネルディスカッションを行いたいと思います。恐縮ですが，15 時 20 分から再開いたします。

今，お話をいただいたお二方の先生に，さらに３人お加わりいただきましてパネルディスカッショ

ンを行いますので，次の時間まで休憩とさせていただきます。ロビーの受付横にはお飲み物も準

備してございますので，どうぞご利用ください。後ほど，よろしくお願いします。
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パネルディスカッション

「SDGs未来都市・うつのみや」
～持続可能な宇都宮都市圏を目指して～

パネリスト

　神永　正之 氏　（宇都宮市総合政策部政策審議室室長）
　岡田　豊子 氏　（株式会社岡田建築設計事務所専務取締役
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（元）宇都宮市都市計画審議会委員）

　吉田　範行 氏　（東京ガス株式会社宇都宮支社長）
　信時　正人 氏　（横浜国立大学都市イノベーション学府・研究院客員教授・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨコハマ SDGs デザインセンター長）

　向山　雅之 氏　（株式会社竹中工務店設計本部アドバンストデザイン部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ランドスケープグループ長）

コーディネーター

　山島　哲夫 　　（宇都宮共和大学副学長・シティライフ学部長教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前）宇都宮市総合計画審議会会長）

◆司会

　お待たせいたしました。それでは，第２部のパネルディスカッションを始めたいと思います。

パネルディスカッションの進行を務めますのは，宇都宮共和大学副学長・シティライフ学部長の

山島哲夫教授でございます。住宅，都市政策，まちづくりを専門とされ，栃木県，宇都宮市，那

須塩原市などの都市計画関係の審議会・委員会でご活躍されております。それでは山島先生，よ

ろしくお願いします。

◆山島

　それでは，パネルディスカッションを始めたいと思います。最初に基調講

演していただいた先生方は司会からプロフィールの紹介がありましたが，私

のほうからは，パネラーでお三方入りましたので簡単にご紹介をしておきた

いと思います。登壇者プロフィールという資料１がございますので，詳しく

はこちらをご覧いただけたらと思います。

　まず神永さんでございますが，現在，宇都宮市の総合政策部政策審議室室

長という要職についておられます。神永さんは第６次総合計画，昨年３月にできていますが，そ

の総合計画の取りまとめの担当責任者として総合計画をまとめられておられます。宇都宮市の政
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策審議室ですから，あらゆる政策に通じておられるんですね，キーマンでして，今日は市の政策

すべてに通じているということで，そういう観点からお話をいただければと思います。次に，東

京ガスの吉田支社長でございますが，昨年の４月から宇都宮に来ていただいておりまして，現在，

先ほどお伺いしたら宇都宮大学で経営工学などを教えておられるということです。エネルギー企

業でございますので，SDGs にどういうかたちで宇都宮に貢献できるかという企業の立場からお

話をいただければと思います。それから最後になりましたが岡田専務でございます。岡田さんは，

建築家としてご活躍中でございますが，栃木県の教育委員を歴任されておられる他，いろんな県

や市の審議会などで公職を数多く歴任されておりまして，現在も宇都宮市の建築審査会の委員と

してもご活躍中でございます。市民の立場というか，それからまちをつくってきた建築家として

の立場から今日はお話をいただければと思います。

　それでは最初に，お手元の資料２をちょっとご覧ください。SDGs の中身につきましては先ほ

どの信時先生からも，それから向山先生からもお話がありましたが，手元にないと分かりづらい

ということで，裏表で簡単な資料を作っております。これは 17 項目と，それからその前身，こ

の SDGs というのができる前に「ミレニアム開発目標」というのがありまして，この SDGs とい

うのは２つの要素が重なっております。一つは途上国などを対象としたミレニアム開発目標，こ

れは 2001 年にできて 2015 年までのものでございます。それは８項目あったわけですが，それと

もう一つは，ここに「環境リオプラス 20」と書いてありますが，1992 年のリオの環境の国際会

議の 20 年後の 2012 年という意味です。1992 年のリオの会議その前からずっと持続可能な開発と

いうことで，サスティナブル・ディベロップメントということを国連の場でもいわれていたわけ

ですが，その環境という面からの目標と，それからミレニアム開発目標，この両方が合わさって

17 の目標にできあがっているというものが SDGs でございます。この裏面のほうを見ていただき

ますと，今の 17 の目標について，それぞれどんなことが対象になっているかというのがごく簡

単でございますが書いてありますので，これからの議論で参照していただければと思います。

　それでは進め方についてですが，まず神永さんと，それから吉田さんから宇都宮市の取り組み，

東京ガスの取り組みについて簡単にご説明いただきまして，その後，ディスカッションを進めて

いきます。できたら，企業としてどういう対応をしていくか，それから，市民としてどう考えて

いくべきか，それから行政としてどう対応していくかということを，３つに分けて議論を進めて

いけばというふうに考えています。それでは，神永室長から，宇都宮市の取り組みについて簡単

にご説明をお願いします。

■宇都宮市の取り組み
◆神永

　ただ今過分なご紹介をいただきました，宇都宮市政策審議室の神永です。

どうぞよろしくお願いいたします。早速ですがお手元にA4縦のカラー刷り

で右肩に資料５と記載のあります資料がございます。『未来都市うつのみや」

をめざして』をご覧ください。こちらのスライドもございますけれども，若干，
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字が小さいところもありますので，できれば資料５のほうもご覧になっていただければと思いま

す。私から宇都宮市のまちづくりの羅針盤であります，総合計画の主な取り組みと SDGs との関

係性などにつきましてご説明申し上げます。SDGs 未来都市のお話につきましては，後半戦でや

らさせていただきます。

　まず，１ページの下段をご覧ください。先ほど向山様のほうから，人口のお話がありましたけ

れども，人口のピラミッドがございます。人口のボリュームの大きな世代というのは団塊の世代

と第二次ベビーブーム世代がございますけれども，下のグラフにあります通り，2050 年には第

二次ベビーブーム世代がすべて 75 歳以上となります。こうした人口の構造の変化というのは非

常に重要な問題ととらえております。逆ピラミッドという形になります。右側に絵がありますけ

れども，現在 2.8 人ぐらいで高齢者を支える状況から，約 1.4 人で支える状況を迎えるというこ

とになりまして，さらに単身高齢者も，このように右肩上がりで増えていくという状況でござい

ます。

　２ページの上段のほうにお進みください。上段の左側でございます。こうした将来を見据え

まして，先ほどご紹介にもありましたけれども，平成 30 年３月に宇都宮市の総合計画としては

６番目となる第６次総合計画が策定されたところでございます。計画の構成といたしましては，

2050 年を目標とした基本構想。それから，今後 10 年間 2027 年まで，SDGs のアジェンダにちょっ

と近いんですけれども，プランである基本計画。また，毎年見直して３年程度で作る実施計画と

３層の構造で構成されております。また，この右側の図があると思いますが，これは宇都宮市の

政策の６分野です。それを「子育て・教育の未来都市」から下にある「交通の未来都市」まで，

これを真ん中の絵に星がありますけれども，人づくりとまちづくりを一体的に進めていく，そう

いった理念をイメージ化したものでございます。なお，真ん中に星があると思うんですが，宇都

宮市民の方はお気づきと思いますけれども，宇都宮市の市章，市の旗ですね。亀の甲の絵柄を採

用しているというものでございます。また，こちらの絵では各未来都市を３つの緑と青と赤で線

でつないでいると思うんですが，これが SDGs の包摂性とか多様性，さらには統合性の理念に若

干近い，横断的な取り組みを示すものでございます。２ページの下段のほうにお進みください。

ここからが総合計画に掲げた基本計画の前期５年間で，それぞれの分野で重点的に取り組む施策

事業を，６つの未来都市ごとに主なものを幾つか説明させていただきますが，若干，資料５のフォ

ントが小さいもので，もしよろしければお配りしましたポケット版というものが蛇腹折りで小さ

いスマートフォンサイズのもの。広げていただくと真ん中に，広げていただいた内側にですね，

４つの分野がございます。お手数ですが，ちょっとご覧ください。

　左側の上段が「子育て・教育の未来都市」というものでございます。下にはこんなことに取り

組みますということが書いてありますが，産前・産後のサポート体制の充実や子育てと仕事の両

立支援，そういったものの充実。また，一つ飛ばしまして，グローバル社会・情報社会を生き抜

く力と郷土への愛情を育むような教育の推進。下の紫色の囲みでございます「健康・福祉の未来

都市」では，市民一人ひとりの日常的な健康づくりや事業所と連携した健康づくりの推進。さら

にその下，認知症対策や医療・介護の一体的な提供，介護予防・生活支援の充実など，高齢者が
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住み慣れた地域で安心して暮らすことができる地域づくりの推進でございます。またその下の，

やや緑がかったところでございますが「安全・安心の未来都市」でございます。こちらではこの

後の取り組みの事業でも説明させていただくものがありますが，二つ目 ICTの活用による災害・

危機に対する適切な情報発信や対応力の強化や外国人との相互理解の促進，女性が能力を発揮し

やすい環境づくり，多様な生き方を尊重する社会の形成などでございます。この資料の右上をご

覧ください。「魅力創造・交流の未来都市」ということで，自転車や３X３（３人制バスケットボー

ル）の国際大会の開催など，スポーツを活用したまちづくりの推進や，こちらで一番下になります，

東京圏に転出した若者が宇都宮に戻るきっかけとなる取り組みの推進などがあります。５つ目の

分野「産業・環境の未来都市」では２つ目，女性の市内企業への就職の促進など，女性が働きや

すい環境づくりの推進や，その２つ下でございます，農業を支える担い手の確保・育成・農産物

のブランド化の促進などに努めるというものであります。さらに一番下の「交通の未来都市」で

ございますが，こちらは JR宇都宮駅東口の整備や中心市街地の再開発等による賑わいの創出や，

LRTの整備，バス路線の充実，交通 ICカードの導入などがあります。これらは主な取り組みと

いうことで，宇都宮市の事業を細分化すると 800 ぐらいの事業がございますが，その中の一例と

して重点的な事業をご紹介させていただきました。

　それでは資料５の３ページの下段のほうにお戻りください。ポケット版にも記載してあるんで

すが，こちらは多分資料５のほうが字が大きいと思います。次に分野横断的な取り組みというこ

とで，３つのまちづくり好循環プロジェクトというのがございますので，そちらをご説明させて

いただきます。先ほどは，それぞれ教育とか，福祉とか，交通といった分野ごとの取り組みの事

例をご紹介したところでございますが，こうした分野で進める取り組みに加えまして，分野間で

連携したり，連動，または横断的に取り組むことで，高い政策効果を生むことができるようなプ

ロジェクトとして３つ掲げてございます。お時間の都合上，ねらいと取り組みのイメージの説明

になりますが，一つ目の「ネットワーク型コンパクトシティが支える共生社会」プロジェクトで

は，宇都宮市が目指す都市構造を強め，そういった強みを生かして，福祉とコミュニティの充実

した地域づくりを進めるというものでございます。そのためにイメージ図にもあります通り，多

様な交通手段で移動できる環境の構築，拠点化を促進するとともに，さらには，地域包括ケアシ

ステムの構築など，福祉や医療，地域コミュニティの充実を連携・連動して取り組んでまいりた

いというものでございます。

　４ページの上段にお進みください。二つ目のプロジェクトであります「ICTで暮らしもまちも

元気」プロジェクトでございます。こちらではAI とかロボット，ドローンなど進化し続ける情

報通信技術を，イメージ図にあります通り，様々な分野での活用を産学官が連携して取り組んで

いくものでございまして，現在こうした取り組みが国におきましても，急速に進められておりま

す。新聞紙面などでご存じの方もいるかもしれませんけれども，宇都宮市と大学，企業などの共

同提案が，国土交通省の「スマートシティモデル事業」の「先行モデルプロジェクト」にも選出

されたところでございます。総合計画の具体化に向けて今，動き出しているというものでありま

す。４ページの下段をご覧ください。３つ目のプロジェクトが「ブランド発掘・創造・発信」プ
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ロジェクトというものでございます。こちらは昨年５月に日本遺産にも選ばれました大谷石文化

や，アジア最高峰のジャパンカップサイクルロードレース，全国のご当地ブランドの先駆けとな

りました宇都宮餃子など，様々な既存の地域資源の磨き上げを進めるとともに，まだ宇都宮市の

中で眠っているような地域資源の発掘・育成・発信などに努めることによって，ブランド力，さ

らには求心力を高めていきたいというものであります。ここまでがプロジェクトの説明でござい

ます。

　５ページをご覧ください。ここからは宇都宮市のまちづくりと SDGs の関係についてもう少し

説明させていただきます。SDGs は 17 のゴールということで，先ほど山島先生からご紹介があり

ましたが，経済，社会，環境の３側面の統合的な取り組みを進めるものと認識しておりますけれ

ども，宇都宮市におきましては平成 27 年２月に，『ネットワーク型コンパクトシティ形成ビジョ

ン』というものを作っております。こちらでは第６次総合計画に先駆けて，都市の持続可能な発

展に必要な命題として，経済・社会・環境の３側面のアプローチを前提とした議論を進めた上で，

５ページの下段にありますようなネットワーク型コンパクトシティというものの姿を描かせてい

ただいているところでございます。

　それでは６ページのほうへお進みください。６ページ上段には，総合計画の先ほどご説明した

６つの未来都市と関連性の深い 17 のゴール，そうした目標に近しいものを関係づけて並べてご

ざいます。また，６ページの下段から９ページの上段まで，６つの未来都市ごとに，どういった

取り組みが SDGs のゴールと関係していくかというものを表しているものでございまして，こち

らは本市のホームページにも載せております。お時間がある時にご確認いただければと存じます。

　９ページの下段からは，SDGs に関連の強い具体的な取り組みの事例になります。４つほど掲

げさせていただいております。今回これを後半戦でご説明させていただきます。ゴール１の「貧

困をなくそう」につながる子どもの貧困対策の推進，またゴール 13 の「気候変動に具体的な対

策を」につながる総合的な治水・雨水対策の推進。そして，ゴール７と 17 に関連する以下２つ

の取り組みであります。LRT沿線における低炭素化の促進と環境保全行動の推進（「もったいない」

のこころを持った環境保全の推進）でございますが，こちらが「SDGs 未来都市」の具体的な提

案のベースとなったものでございます。こちらは，後ほどご紹介をさせていただきますが，持ち

時間もありますので，山島先生のほうに，いったんお返しさせていただきます。ありがとうござ

いました。

◆山島

　どうもありがとうございました。非常に内容がたくさんあって，いっぺんに全部やると疲れて

しまうので，後でまたじっくりご説明いただきたいと思います。それでは，次に，東京ガス吉田

支社長から，東京ガスとしての取り組み，宇都宮との関連についてご説明をお願いいたします。
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■東京ガスの取り組み
◆吉田

　ご紹介ありがとうございました。東京ガス宇都宮支社の吉田と申します。

本日はシティライフ学シンポジウムにお招きいただきましてありがとうござ

います。また，このようなプレゼンテーションの機会を頂戴しましたことを

重ねて御礼を申し上げます。少しお時間をいただきまして SDGs の観点から

東京ガスの取り組みの一端について，ご紹介を申し上げ，エネルギー業界，

ひいては国内の企業の SDGs の取り組みの一例としてお聞きいただければ幸

いと存じます。

　まず，この写真が誰かお分かりになりますでしょうか。５年後に刷新される新紙幣の顔，渋沢

栄一でございます。渋沢は 500 社を超える企業や団体の創設に関わったとされますが，東京ガス

の創設者でもございます。有名な『論語と算盤』には個人の利益となる仕事より，多くの人や社

会全体の利益になる仕事をすべき，そういった渋沢の考え方が示されており，道徳経済合一説，

すなわち経済と道徳の調和が説かれております。マネジメントの父と呼ばれる経営学者のドラッ

カーは，渋沢栄一は経営の社会的責任を論じた世界初の人物であり，彼は誰よりも早く経営の本

質は責任にほかならないということを見抜いていた，そう言ったというふうに聞いております。

企業においては，SDGs というものは，まさに現代版の『論語と算盤』，そう言えるのではないで

しょうか。次に東京ガスの活動の歴史と SDGs の関係について，１枚ほどスライドを用意してき

ております。東京ガスには創業時から事業活動を通じて社会課題の解決に取り組んできた，そう

いった歴史がございます。これまでの主な事業活動と SDGs における 17 の目標，これを照らし

合わせますと，こちらのスライドのようになります。例えば，ガス灯から一般家庭への都市ガス

普及。また，都市ガスの原料について，石炭，石油系から液化天然ガス LNGへ転換してきたこと。

その他にも安全対策や省エネ設備の普及などなど，社会課題を踏まえて，もしくは先取りしなが

らその解決に取り組んでまいりました。

　こちらは東京ガスグループのCSRの基本方針でございますが，「日々の事業活動を通じて，公

益的使命と社会的責任を果たす」ことをうたっています。東京ガスの経営思想は，今でも渋沢栄

一の考えを忠実に実践していこうとしておりますし，また社員一人ひとりにそのDNAが引き継

がれている，そのように私自身考えてございます。東京ガスが SDGs にどのように貢献していく

か，その考え方として３つのポイントを紹介いたします。まず１つ目は，エネルギー事業を通じ

て貢献できる分野へ注力することでございます。次に，コンプライアンスの遵守や，ダイバーシ

ティの推進，働き方改革といった基盤的取り組みにおいても，課題解決に向け貢献していくこと。

そして，３つ目は今後の事業活動において，経営戦略として SDGs 貢献も念頭に置いて取り組み

を拡充，実践していく，そういったことでございます。

　さて，本日は宇都宮のまちづくり戦略について考えるシンポジウムということでございますの

で，まちづくりとエネルギー事業者の関わりについて若干紹介したいと思います。人口減少と高

齢化，そして拡散した市街地，そういった都市を取り巻く課題を，都市機能の誘導と公共交通ネッ
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トワークの再構築を通じてその解決を目指す。これがコンパクトシティの考え方であり，国も進

めるその方向性を先取りしながら取り組まれているのが，宇都宮市の「ネットワーク型コンパク

トシティ構想」，そのように理解しております。そのようなまちづくりの大きな流れの中で，東

京ガスはエネルギー事業者ならではの付加価値を提供することで，低炭素で災害に強いまちづく

り，これに貢献できるものと考え，いろいろな取り組みを実践しているところでございます。こ

こで当社が付加価値として提案するコンセプト，「スマートエネルギーネットワーク」について

ご紹介いたします。スマートエネルギーネットワーク，略してスマエネと言っておりますけれど

も，これは分散型のエネルギーを導入し ICTを活用することで，再生可能エネルギーや未利用

エネルギーを最大限活用し，そして熱と電気を面的に最適利用していくことが可能となり，それ

らを通じて，低炭素でセキュリティを向上したまちづくりへの貢献を目指す，そういった一つの

コンセプトでございます。都市のコンパクト化に向けたまちづくりの流れの中で，スマエネをま

ちに導入していくことは，非常に親和性もあり，また様々な付加価値を提供できるものとそのよ

うに考えております。地域単位で多様な価値を創出するスマエネを，SDGs の視点で整理すると，

経済，社会，環境，そしてガバナンスに関わる６つの目標達成に貢献できるものとそのように考

えています。これらの取り組みは首都圏各地のまちづくりにおいて，すでに導入が進んでおりま

す。例えば，東京都港区の田町駅東口地区の再開発でございます。省エネ大賞を受賞するなど，

スマエネの導入によるまちづくりが高く評価されてございます。ここでは導入して終わりではな

くて，運用開始した後も，エネルギーの供給者だけではなく，利用されるお客さまなど多くのス

テークホルダーが参加し，共通目標の達成に向けた PDCAも実践しているところでございます。

　宇都宮における取り組みとしては，清原工業団地において，３つの企業の７つの事業所を対象

に，電気と熱を供給するスマートエネルギーセンターと，その電気と熱の供給ネットワークの整

備を進めているところでございます。この事業を通じて従来比で約 20％削減となる大幅な省エ

ネや低炭素化が期待されるとともに，各企業の事業継続計画，いわゆる BCP にも貢献できる取

り組みとして期待をいただいておりまして，いわば産業分野におけるスマエネモデルのフラッグ

シップを，ここ宇都宮で実現する予定でございます。

　以上，大変雑 でございますけれども，東京ガスの取り組みの一端を紹介させていただきまし

た。ご清聴ありがとうございました。

◆山島

　吉田支社長，どうもありがとうございました。それでは今まで基調講演を含めて四方から取り

組みについてお話がありましたが，次に岡田さんから，今まで聞いて市民の立場からひと言あれ

ばお願いしたいと思います。
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■市民のSDGｓへの対応について
◆岡田

　市民の立場からということで，行政・企業の方，大変大きなことやられて

いて，とても羨ましいなと思って見ていました。市民もいろいろな問題に関

して，どうしたらいいのかと考えているのは同じだと思いました。考え方は

同じでどうしようかというところも同じで，例えば，少子化問題であれば，

子育て環境が大きく関わってくるのだから女性の視点を取り入れてもらいた

い，そういう市民の意見を取り込んでくれるかどうかということがカギだっ

たのですね。市民がいくら声をあげても，なかなか行政と企業を動かすというところではないで

すが，関わってもらうそのツールがなかったので，なかなか取り組みを取り込んでもらえるまで

は生かせなかったというところがあるかと思います。それが今回，未来都市宇都宮の構想で話を

伺っていまして，そこに市民の意見を取り入れるということが確約されているのかなと思いまし

て，これは期待したいと思います。あと，企業の取り組みを聞いていまして，地元のNPOの方々

と連携をしたというところで，地元には意見を持っていらっしゃる方がたくさんいまして，NPO

活動とかされている方の中には，市民ながらのその小さい力でとても多くのことをやっている方

がいらっしゃいます。そういうものに企業が取り組んでいただけるという，そういう目線を持っ

ていただけるということは大変いいことだなと思いました。

◆山島

　ありがとうございました。それでは行政とか企業に非常に期待が高まっていますが，まず，基

調講演をしていただいた信時さんも含めて，今までのところをちょっと補足なり，それからご質

問とかあれば，ひととおりお話を聞きたいと思います。まず信時先生，どうぞお願いします。

◆信時

　今，最後の岡田さんの話で，市民のという立場でお話されたんですけど，冒頭僕はトランス

フォーメーションという言葉があるんだよって話しましたけど，もう一つキーワードはNo one 

will be left behind，要するに「誰も取り残さない」ということもテーマなんですね。そういう意

味では，分からない市民を置いておくというのは，もうあり得ないわけです，基本構想からして。

ですから，そういう意味で，市民の方々がやはり自分事で，あれは行政やってくれるだろうじゃ

なくて，行政がやれないところは自分がやると，あるいは行政なんか放っておいてもやるという

ぐらいの意識というのが，やはり市民のほうにも僕は必要だと思います。僕はもう今，市民側に

立っていますのでね。何か補助金をくれなきゃ，やらないということではなく，僕は市民の方々

に期待したいんですね。市民の方々って逃げられないんですよね，住んでいる所から。企業や行

政には当然異動もあります。でも，あとに残るのは市民です，常に。ですからそういう方々が，

実際ほんとに自分事で何かを始めていくというきっかけをぜひ，これを，SDGs ってその一つの

キーワードになると思いますけれども，やっていくというのは今は非常に重要だと思います。
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　ぜひそういうかたちで，あと研究していっていただければなと思うのと，もう１つ，ちょっと

今日，論点として出ていないのは金融なんですよ。何かやる時に必ず金融が必要で，実は補助金

も重要なんですけれども，サステナブルにしていくためには，ずっと補助金ってあり得ないんで，

そうすると，ある事業を回していくためのいわゆる金融も，実は今日金融機関の方いらっしゃる

かどうか分からないんですけれども，今までの金融の方法だとなかなか回らないので，ぜひいろ

んな事業とともに，ぜひ金融も仲間に入って工夫しながらやっていくのがいいかなというふうに

思います。

◆山島

　ありがとうございます。金融の方おられて意見があれば，よろしいですか。金融も頑張ってい

ただければと思います。それでは向山さんから，ひと言お願いします。

◆向山

　先ほど紹介した兵庫県川西市にある研修所の森づくりで，NPOの方とタイアップするという

話をしましたが，実はたまたま川西市に住んでいる当社の社員もそのNPOに入っていました。

別に入っていたから組んだわけではなくて，組んでみたら入っていたということです。つまり，

企業人も当然家に帰れば市民ですので，そこで切り分けられるところと，切り分けられないとこ

ろがあります。ですので，これからは，企業人は市民であり，市民感覚をその企業の経営の中に

どう取り入れていくかというところがポイントになるはずです。今働き方改革とか，当社も含め

社会ではいろいろ取組まれておりますが，働き方改革って，働いて疲れたから休むというよりも，

やりたいことを仕事にする，その仕事がちゃんと収益につながるということになれば，必ず休み

は休まなきゃいけないということではなく，やる気が出てくる仕事をするのが本質ではないかと

思っております。

◆山島

　ありがとうございます。それではひととおりということで神永さん，お願いします。

◆神永

　私は岡田さんのご意見はまさにその通りで，「包摂性」という観点は，誰一人取り残さないと

いうことです。昔総合計画とか作る時，必ずキーフレーズだった「市民福祉の最大化」，誰一人

取り残さないってことは，まさにその市民福祉の最大化のことであると思います。今後 SDGs，

先ほどスタートを切ったばかりで大変だろうという話もありましたが，当然市民の方には，目標

をつくるのに参画してもらいたいというところでございます。遠い将来の目標というのは，なか

なか一概に作れるものではないんですけれども，短期，中期の目標という目標づくりを市民の方

と一緒に作ることによって，方向性，どんな取り組みをしていくかという方向性が出るんだとい

うふうに考えています。よくトレードオフという話がありますけれども，Aという取り組みをす
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ると Bに悪影響を与えるとか，そういうことがないようにするには，やはり目標の共有化が非常

に重要だというふうに考えています。

◆山島

　ありがとうございます。それでは，吉田支社長。

◆吉田

　ありがとうございます。先ほどのプレゼンに若干補足しながらコメントをしたいと思いますけ

れども，会社が世のために存在するという考え方は，先ほど弊社の歴史の中で渋沢栄一を紹介し

ましたけれども，近江商人の「三方良し」の精神においても，そういった考え方を見て取れると

思います。日本企業は，古くからその社会課題をとらえて，その成長を実現してきた。その結果

として，東京ガスも 130 年以上の歴史を持ちますけれども，100 年以上の歴史を有する国内の企

業というのは，非常にたくさんあるというふうに思います。

　他方で，SDGs に関わる企業の取り組みというものが，既存の取り組みに SDGs のこの各ゴー

ルのラベルを貼るにとどまっている，そういった部分は否めないのかなと。それは弊社の取り組

みについても，そういった部分もまだまだあると思います。どうすればその既存の取り組みへの

ラベル貼りを乗り越えられるか，悩みを抱えながらも SDGs 貢献を常に念頭に置いて，事業戦略

を練って，日々の取り組みを進めていく必要があるんだろうなと。先ほど来の皆さま方のプレゼ

ンテーション聞きながらも，その産官学連携し，また地域の方々ともディスカッションしながら，

そういった取り組みを進めていく必要があるのかなというものを痛感したところでございます。

■企業のSDGｓへの対応について
◆山島

　ありがとうございます。今，吉田さんから企業の取り組みの話が出てきましたが，まず企業，

これは先ほど信時先生からの話にもありましたが，国際的に企業を考えると，SDGs をちゃんと

やっていない企業はもはや相手にされない。われわれ今年になって SDGs が急に出てきてみんな

びっくりしているようなところもありますけれども，SDGs が 2014 年に出てから，世界的には

相当早くから大きな企業はすでに取り組んでいて，そうしないと，これ ISO という基準がある

んですね。ISO で国際標準化機構というところで，ISO の 14000 だとか 9000 だとかいろんなシ

リーズがあって，それで企業認証を受けて，それを受けてないと国際的な取引もなかなかいか

ない。そういうものとして SDGs というのは，これから企業活動をする上で，今まで CSR って

先ほど出ていましたが，最近の流行りは CSVというのが出てきて，CSVとは価値を共有すると

いうことなんですが，今度は SDGs というのが，企業が活動する前提になってくるということで

す。東京ガスも，それから竹中工務店もかなり先進的な活動をしていると思いますが，企業とし

て SDGs をどう考えていくかということをもうちょっと深めたいと思うんで，まず向山さんから

お願いします。



54

◆向山

　みんなが，そこに寄り添うという旗印として SDGs は非常に分かりやすいというか，みんなの

同意を得やすい非常に良い言葉であり，仕組なのではないのかなと思っております。SDGs の目

標実現のために，例えば当社が持っている技術を整理してみると，単独部門だけでは物事ができ

ない，横断型でやっていかないとできない，あと，当社だけでできない，色々なステークホルダー

とつながっていかないとその課題は解けないというのがおのずと見えてくるのが，非常に良い仕

組みなのではと思っております。

◆山島

　ありがとうございます。それでは，吉田支社長お願いします。

◆吉田

　ありがとうございます。私も家に帰れば一市民ですので市民としてまず考えると，その企業が

SDGs の観点で，どのように社会に貢献しようとしているか，それを知る努力がこれから求めら

れてくるのかなと。それを裏返せば企業からすればということになりますけれども，SDGs とい

う共通の物差しを使って，その事業活動をお客さまだけでなく多くのステークホルダーにご理解

いただける，そういった努力が求められる，そういう時代になってきたのかなと思っております。

本日は資料６ということで，東京ガスの CSR レポートの一部抜粋をご用意，配布させていただ

いておりますが，その裏面に，東京ガスグループとしてステークホルダーエンゲージメントの考

え方に基づいてエンゲージメントを行っていますと，ちょっとカタカナが多いんですけれども，

こういったことを書いている表になったものでございます。要は，東京ガスを取り巻くステーク

ホルダーの方々，お客さま，株主，地域社会，行政，取引先，大学・研究機関，そして従業員，

こういった様々な皆さまと様々なコミュニケーション機会を設けていることを，このペーパーは

紹介をしております。本日もそうですけれども，このような機会を活用しながら SDGs の観点で

当社の取り組みを紹介していく，企業としての努力が今後も求められているのではないかとその

ように考えております。

◆山島

　ありがとうございます。信時さんか神永さん，どちらからでも，ちょっと企業のお話を聞いて

コメントください。それでは，信時さん，お願いします。

◆信時

　今おっしゃったように，企業で働いている方は市民という面もあるわけで，その市民という意

識でやる面と，企業としてやる面と２つあると思うんで，そこはうまくバランス取っていくとい

いと思います。あとは，企業と行政という意味では，最近特にコンプライアンスということで，

一企業を重用することは駄目というようなことで，情報交換しないようなことがわりと普通に
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なってきている。僕はこれ逆だと思っていて，今こそ一緒に問題共有していくべきだと思うし，

そういう意味で，うちのセンターは中間組織ですので，そこで行政と市民と企業が，いつも意見

を言い合える，情報を提供し合えるという場にしていきたいと思っているんですけれども，そう

いうお互いに言いたいことを言い合える場をつくっていくというのも，これから重要ではないか

と思います。

◆山島

　ありがとうございます。行政はどうしても公平性ということで，なかなか一つひとつの企業と

いう形にはいかないと思いますが，SDGs という一つの場があって，それからいろんな組織が絡

んでくると，そういう場で議論というのはやりやすくなっていく。そうじゃないとやはり役所と

特定の民間というのはやりづらい，特に横浜は大変だと思うんですが，そういうかたちで。大学

なども，そういうところに入ってうまくやっていきたいと思います。それで今市民の話がたくさ

ん出てきましたが，市民はどう対応していくか，これは市民と企業とかそういう立場だけではな

くて，市民というわれわれみんなが教育の問題も含めていろんな対応，例えば，消費者としてと

いう場合もあるし，市民は企業の従業員であるということもあるし，役所の職員であるというこ

ともある，いろんな場合があり得ると思いますが，市民として岡田さんのほうから，なにか少し

問題提供していただければと思います。

◆岡田

　全体の話の中で，パリ協定と SDGs をこれから絡めなくてはいけないというそのような話があ

りましたけれども，まさにそういう分野で，そのパリ協定というと，今まで企業や行政が努力す

るものであって，市民はそれに対してどうなっているのかを，ただ眺めているだけだったのです

が，これからは，そこに市民も参加する必要があると。そうすると，市民もいろいろ活動を広げ

ていけばいいのではないかなと思いました。

　私は建築士です。建築士会という建築士が集まって活動をしています。20 年ほど前に宇都宮

市のまちづくりを考えて，ちょうど 20 年前って宇都宮の駅前は看板が多いとかそういう状況だっ

たので，なんとかできないのかというところから宇都宮の将来を考えるという，偉そうなことを

言っていたのでしょうが，その中で宇都宮市の文化はなんなのかとか，そういうことを考えていっ

た時に大谷石に行き着いて，やはりこの大谷石を宇都宮市としては，なんとかするのがいいんじゃ

ないのかということで，大谷石の文化を生かしたまちづくりを提言して，いろいろな調査をした

り，その建物，大谷石建造物の調査を継続的に実施して，その活用方法とかそういうものを，そ

の都度行政とかに投げかけたりしていました。そうしているうちに，行政の方も関わってくれる

ようになって，私たちはそこにあったハード面の建物に対して，どうやっていくかということが

問題になっていたのですが，そこに行政の方が加わって頂いて，またいろいろ同じ市民としてそ

れを活用したいという方も加わってくれて，それがつながったことによって，今の大谷石のまち

づくり，観光に取り入れてくれるような，そこまで広がってきているのではないのかなと思って
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います。やはり社会と環境と経済の問題とかというと，これまでは行政がやることと思っていた

のを，市民発想で都市と企業を結び付けるということを，ちょっと活動してみたらいいのかなと

思います。

　以前少し教育に関わる機会がありました。その中で学校訪問させていただいて，改めて学校の

現場，教育というか子どもたちの姿を見て，栃木県，そして宇都宮市には普通高校，農業高校，

商業高校，工業高校といろいろな特徴を持った教育方針を持っていて，その中で都市を考えると

か，自然を考えるとかそういうことができる子どもたちがたくさんいるのですね。だからこの

SDGs というものが，教育の中にも入ってくる必要もあるのではないのかなと思います。学生の

視点で，そういえば宇都宮市は大学生に SDGs を考えたまちづくりでしたっけ，今年のテーマが。

そういうことを大学生に考えてもらっていますけれども，小学生ぐらいからもそういう SDGs を

考えたその視点というものをこれから継続的に考えていくことによって，その技術力とかも高ま

ると思いますし，将来を考え続けるという，おとなになってから考えるというのではなくて，小

さいうちから考え続けるということが可能になるのではないのかなと思いました。

◆山島

　ありがとうございます。おそらく教育の中にも，この SDGs の考え方というのは SDGs の具体

的な中にたくさん入っておりますので，だんだん入ってくると思います。今もう一つ重要な話と

して，岡田さんたちが中心になって大谷石の話を取り上げた。それが，市は今大谷石を非常に重

視していますが，そういう活動の結果，市の政策としてもできました。この大谷石を使ってやっ

ていくというのも，これも一つ SDGs で，並んでいるゴールは幾つか当然ひもづけできる項目だ

と思いますが，先ほど市民の参加が必要だという神永さんから話がありましたが，逆に参加とい

うより市民のほうから発議してやっていく例じゃないかなというふうに思います。市民の参画っ

て，これ全員市民だと思いますので，市民の立場ということも含めて，それでは向山さんお願い

します。

◆向山

　先ほど紹介した，「うめきた２期」というのは，公園エリアと民間敷地の建物を建てる再開発

エリアも含めて，すべて民間による開発，しかも運営が任されています。他の類似している開発

と比べてみると，パブリックスペースの割合が大きすぎて，おそらくコスト的にうまく回ってい

かないスキームだと思います。例えば，六本木ヒルズは公園が広いように思われていますけど，

上から建物配置を見ると，かなり収益施設であるビルが詰まっていることがわかります。では，

そのパブリックスペースをどのように管理・運営してくのかというと，おそらく市民の力が入っ

てこないと企業のお金だけでは回っていかない。そもそも行政はお金がないので民間に任せてい

るという状態です。そこで，市民参加を促すポイントとして，楽しさだとか，快適性，そういっ

たものが大事になってくるのではないかと思っております。
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■行政のSDGｓへの対応について
◆山島

　どうもありがとうございます。それでは時間もだんだん押してきますので，先ほど神永さんの

お話が途中で終わっていますので，行政の立場として具体的にどういうことをやっていくかにつ

いてお話いただいて，行政の対応について少し議論したいと思います。よろしくお願いします。

◆神永

　大変お手数をかけますが資料５の９ページ，先ほどは最後ここで終わったところでございます。

４つの取り組みを，これから具体的な事例としてご紹介をさせていただきます。10 ページにお

進みください。17 のゴールが SDGs にあるんですが，そのなかで一番最初に来るのが「貧困をな

くそう」というとこなんですね。宇都宮市総合計画も「子育て・教育」から入ってございますが，

その中で「子どもの貧困対策」というのを重要な戦略事業として位置づけてございます。この取

り組みについてちょっとご紹介をさせていただきます。資料にありますように，貧困には２つの

側面がございまして，世帯所得など金銭的な状態，こういったものから推測できる「経済的な貧

困」と，親との関係性から，誰もが享受すべき教育とか，経験とか，人のつながりが恵まれてい

ない状態，これを「関係性の貧困」と言っております。こちらは相互に非常に関連しているんで

すが，その下にあります通り，貧困が世代を超えて連鎖しないように学習・経済・就労に係る支

援など多様な対策を講じる必要がございます。10 ページの下段のほうにお進みください。こう

した中，実態調査をしてわかった宇都宮市の子どもの貧困率というのが 11.9％でございます。国

の貧困 13.9％よりは若干低い傾向にございますが，８人に１人の子どもが「経済的貧困」の家庭

で育っている状況にあります。そんな中，一番下の矢印にございますけれども，いわゆる所得（経

済的貧困）だけでは測れない要因についてもっと深掘りする必要があるというふうに考えたとこ

ろでございまして，11 ページのほうにお進みください。子どもと子育て家庭等に関する生活実

態調査というものを実施させていただいています。０～ 39 歳の子どもとその保護者，調査の時

期は昨年の８月から９月です。調査内容は，子どもに関しましては，生活習慣とか家庭学習の頻

度，授業の理解度，物や経験・体験の剥奪状況ですね。海水浴とかに連れていってもらえないと

か，ディズニーランドに連れてもらえないとかそういったことですね。あと，保護者との関係性，

こういったものをやってございます。さらに保護者にも調査をかけていまして，保護者自身の子

どもの頃の状況とか，今の家庭の経済状況，就労の状況や子育ての状況というものを調査させて

いただきまして，11 ページ下段にあります，回答としては，2,600 人ほどのサンプルをいただき

ました。調査結果の一例を申し上げますと，「経済的貧困」の家庭では，子どもの勉強を見てあ

げることを心がけていないような傾向があると。また，子どもの頃，家庭学習の習慣がなかった

親の子どももまた，家庭学習の習慣がない傾向にある。また，ニートや貧困の引きこもり状態に

あると回答した青年のうち，７割は過去に「関係性の貧困」であったというような傾向がみられ

ております。その下，分析結果がございまして，２つほど，「経済的貧困」の子どもは「関係性

の貧困」になりやすい傾向にある。また，「経済的貧困」でない家庭の子どもでも，「関係性の貧
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困」の状態にあるような子どもが存在するということが分かりました。またその下です，貧困は

親から子に連鎖をすると。こうした貧困の連鎖を断ち切るために，分野横断的な対策を検討する

必要がありまして，非常に難しい取り組みでございますが，12 ページでは現在行われている貧

困対策の本市の事例があります。それぞれの幾つか SDGs のゴールと一緒に並べてございますけ

れども，「すこやか訪問事業」といいまして，乳児検診を受けに来なかった方への訪問事業であ

りますとか，「返還免除型の修学資金」ということで，こちらは本市に戻って５年間居住してい

ただければ，その後の返還を免除するというものでございます。また，その下２つ目ぐらいに，「生

活困窮者の就労準備支援」ということで，困窮者に対して就労できるような支援を行うものです。

また，「青少年の居場所づくりの事業」でありますとか，「子どもの家の留守家庭児童会の事業」

などを本市は進めてございます。先ほど申し上げました「関係性の貧困」というような，これか

ら本格的なアプローチというものを，われわれ市のほうでは検討してまいりたいというふうに考

えてございます。その下，12 ページでございます。SDGs との関係ですが，様々な分野における

取り組みを一体的に推進しまして，生まれ育った環境に左右されることなく，貧困が世代を超え

て連鎖しないような社会を構築していく使命がございます。

　続きまして，またがらっと変わります。13 番，こちらはゴールの名前も具体的で私は好きな

んですが，「気候変動に具体的な対策を」ということで，こちら先ほどウエディングケーキの話

をしましたが，「環境レイヤー」に一番近いものでございます。「総合的な治水・雨水対策の推進」

ということで，市町村でできるものの，ハードの施策としては，河川の整備でありますとか，雨

水幹線の整備，また道路の整備などでございます。また，ソフト施策としましては，ハザード

マップ，防災マニュアル等の周知，災害情報の訓練なども行うということであります。また，近

年非常に多くなっている局地的な豪雨災害があります。本日も九州のほうで相当な量が降ってい

るということでありますが，ハード面の治水・雨水対策に加えて，ハザードマップ等によるソフ

ト的な対策も含めた対応をしてまいりたいと考えています。下段にはグラフの通り，全国でおよ

そ 100 年で１℃ぐらい気温が上昇していますが，本市では都市化の影響で２℃ぐらい上昇してい

るという状況にあります。次のページにお進みください。こちらも長期的な変化傾向でございま

すけれども，やはり 50 ミリ以上の短時間雨量というものが，やはり右肩上がりでかなり多くなっ

ているという事実がございます。こうした中，14 ページの下段にお進みください。本市でも溢

水等の被害が起きないように河川整備を進めてございますが，河川整備にあたっては，その河道，

川自体を大きくするという必要がありますから，当然用地買収などが必要になります。そうする

と整備にも非常に時間がかかる。ご理解いただいて買収した上で整備していくということで，し

かも拡幅は下流から進めなきゃならないということで，段階的に進めていく必要があるというこ

とで，非常に時間がかかる取り組みでございます。

　こうした中，次の 15 ページでございますが，若干力を入れようということで，雨水幹線の整

備を先行して力を入れてやってみようということで，こちら雨水幹線というのは道路の下にあり

ますので，用地買収とかはいりません。予算さえあれば一定短期間で可能ということで，整備の

国庫の補助もある程度付くということで，先行して雨水貯留管を整備してはどうかというもので
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あります。雨水貯留管として河川が整備されるまでは，一時的に大雨が降った時に暫定の貯留管

として水をため込むというようなかたちを取って，河川の水が引いたら放流するということでご

ざいます。過去 10 年で頻繁に被害もたらしている，ちょっと右に写真ありますけれども，20 ミ

リ程度の雨水の降雨量であれば，ある程度対応ができるというものでございます。ちょっと記載

がありませんが，15ページの下段のほうにお進みください。ハザードマップというのも作って配っ

ております。これは，関東・東北豪雨のような，想定している最大の雨の量が起きた時に，どの

ぐらい川が氾濫して，どのぐらいの地域に浸水するかというもので，鬼怒川とか，田川とか，姿

川のハザードマップを作っています。こうしたハード，ソフト両面の取り組みを進めていること

が「総合的な治水・雨水対策」，いわゆる「気候変動に具体的な対策を」という取り組みにつな

がるのではないかと考えてございます。

　続きまして，ちょっとボリュームがありますので，その先進みます。16 ページでございます。

ここからが昨日，国の SDGs 未来都市に選定された要因ともなる取り組みでございます。主に経

済のところに属します「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」ということで，「LRT沿線に

おける低炭素化の促進」，という取り組みでございます。こちら LRTの整備に合わせまして，効

果的な低炭素化の促進を図るために，トランジットセンターというのが LRTにはできますけれ

ども，そういったところの省エネ・再エネ設備の導入，そういったものを進めていくということ

でございまして，課題の２番目にある通り，今年から FIT による買い取り期間が終了するとい

うような状況もありますので，こうした対応もそのきっかけとなるものでございます。下段のほ

うにお進みください。現在の状況と書いてあります。再生可能エネルギーというのは，宇都宮市

内でも発生しているんですが，市外に流出しているところでございます。右のほうにあります通

り，せっかく作った再生可能エネルギーを使って LRTや市の公共施設などに供給するというも

のでございます。17 ページのほうにお進みください。こうした地域の課題に対応するために，地

域のわれわれが地域新電力というものを立ち上げてやろうかというもので，最近新聞のほうにも

報道があったと思うんですが，こうしたPPSといわれる地域新電力を設立しまして，地域でつくっ

たエネルギーを，先ほどの繰り返しになりますけれども，LRTなどで供給するというものでご

ざいます。17 ページの下段にも同じようなスキームの表が貼ってございますが，まず公共施設と

しては，川田の下水処理施設にバイオマスの発電がございます。また茂原の清掃工場の発電もあ

りまして，こちらで合わせて 8,300 キロワットぐらいの出力があるということでございます。ま

た，この後河内にできる新北清掃センターも合わせますと１万 2,000 キロワットぐらいのボリュー

ムになりまして，LRTは十分市の再生可能エネルギーで走らせることができるというものでご

ざいます。18ページにお進みください。LRT沿線でも様々な取り組みがございます。トランジッ

トセンターゾーンにも，こうした再エネ，太陽光とかいろんな設備を導入したり，先ほど東京ガ

スさんが言っていた，コジェネレーションなんかも検討しています。または，端末交通における

取り組みでありますとか，LRTの貨物輸送なんかの検討も今進めておりまして，その下が先ほ

ど説明させていただいた，地域の新電力を LRTに供給するというもので，LRTをゼロカーボン・

トランスポートとさせていただくというような取り組みでございます。こちら来年度をめどとす
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る会社の設立に向けて今，事業のスキームなどの詳細な検討が進められているところでございま

す。下段にあります通り，地域の再生可能エネルギーが地域の様々な課題解決の下支えとなり，

まちづくりにおける新たな好循環を生み出す仕組みを構築するというものでございます。

　続きまして 19 ページでございますが，もう一つの，今回 SDGs の未来都市に非常に関係の深

い取り組みでございます，「環境保全行動の推進」，ということで（「もったいない」のこころを持っ

た環境保全の推進）。宇都宮市はもったいない運動というものを平成 17 年度から進めてございま

す。また先ほど岡田さんから市民参画のお話もありましたが，平成 21 年ですね，宇都宮市もっ

たいない運動市民会議の設立がされてございます。こうした市民会議と宇都宮市が一体となった

運動の展開が進められてございます。具体的には 19 ページ下段にあります通り「もったいない

フェア」ですが，こちらのもったいないフェアは，もったいない関係の運動では一番の大イベン

トでございまして，毎年９月の最終週に開催をしてございます。例年約３万人の方が来場してい

る。もったいない運動を実現するには，たくさんの出店団体とか親子で楽しめるイベントが実施

されているということでございます。

　20 ページにお進みください。環境配慮行動の促進ということで，「もったいない残しま 10 ！」

とさらには「もったいないAWARD」というものが実施されているところでございます。「もっ

たいない残しま 10 ！」は，飲み会等で最後の 10 分間ちゃんと席に戻って食べきるというような

運動を推進しているところでございます。残さないようにという観点から，そういった取り組み

を推進しています。また「もったいないAWARD」，こちら東京ガスさんがエコクッキングの状

況を示してございますが，日常的に実践している団体，個人の中で，地域と一体となってやって

る取り組みについて，特に顕著な活動を実施している団体を表彰するといったものでございます。

また 20 ページ下では，昨年の SDGs カードゲームを使った勉強会ということで，こちらはまさ

に教育にもつながる分野でございます。SDGs カードを使って，持続可能な開発とはなんなのか

と，なぜ SDGs が私たちの世界に必要なのかといったことを，勉強を通して実施するものでござ

います。こうした最後の２つの取り組みをそれぞれ，「PPS」につきましては，その後の「まち

づくり会社」への発展，さらには「もったいない運動」については，「人づくりプラットフォーム」

に発展させるといったような提案を内閣府に提出させていただきまして，昨日本市が「SDGs 未

来都市」に 30 都市のうちの一つとして選定されたところでございます。

　さらにこれは，ちょっと手前味噌となりますが，日経グローカルの昨年の調査でございます。

横浜市さんを前におこがましいのですが，日経の調査では全国３位という評価をいただいている

ところでございます。さらに下段のほうにお進みください。先ほど岡田先生のほうからお話があ

りました，『大学生によるまちづくり提案2019』でございます。今回のテーマは「SDGsな未来都市」。

私どもの市政研究センターが若干ポップな感じで “な ” を入れたんだと思いますが，「SDGs な未

来都市　うつのみや」ということで，もうエントリーは済んでいますが，今 17 団体からエントリー

がなされてございます。うち８チームが宇都宮共和大学様ということでございまして，現在４連

覇中ということでございます。素晴らしい提案がなされることを期待しまして，いったんご説明

を終わります。
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　これは昨日の写真でございます。菅さんの隣が，佐藤宇都宮市長でございます。昨日こういっ

たかたちで国の「SDGs 未来都市」に選定されたということをご報告申し上げまして，私の説明

を終わります。ありがとうございました。

◆山島

　どうもありがとうございました。昨日の今日でなんか，このシンポジウム仕組んだようでござ

いますが。それで，宇都宮市は，ご覧のようにいろんなことをやっています。ただ，去年は一番

最初に指定を取ったところが横浜市でございまして，宇都宮の今の取り組みは，いろいろな面で

市が中心になってやっていますけれど，横浜はかなり市民サイドというかたちが多いと思うんで

すが，宇都宮市の今の取り組みについて，信時さんからコメントがあればお願いします。

◆信時

　私は不勉強で今日ほんと初めてお聞きするような話が多いんですけれども，一番最初に貧困対

策をおっしゃった時に，きっちりと数字のエビデンスを挙げられて，だからやるんだよというふ

うなことがあったと思いますけれども，それが素晴らしい話でありまして，いわゆる Evidence-

Based と英語で言うんですけれども，数字に基づいた政策づくりというのは，なかなか今までな

いんですね。行政の話を聞いている市民のほうからしてみると，「行政はそういうけど，なぜや

んなきゃいけないの？」という意見が絶対出てくるんですね。その時に挙げたのが，温暖化対策

でCO2の排出量のグラフがどこの都市もあるんですけれども，横浜の場合，実は市民オリエンテッ

ドの CO2 排出量は 60 数％なんです。例えば，交通もそうですし，市民の１日の活動から出る

CO2 ですね。だから家庭から出るものと，それから業務で出るのと，交通で出るのと合わせて 60

数％。プライベートだったり，やはり仕事だったりするんですけど，毎日毎日の行動から出るの

は 60 数％なんです。産業からは実は弱いんですよ。CO2 排出量が 10 数％しかないんですね。横

浜には発電所が５つもあるもんですから，発電所が出すCO2 が多いんですね。これは置いといて。

だから，60 数％も出している市民の方ですから，市民からやるべきですよねというふうな論理

でご説明していったんです。実は隣の川崎市は，産業から出るCO2 が 70％なんです。ですから，

川崎は産業がやるべきなんです。都市によって政策の順位が絶対違うはずなんで，そういうもの

を僕らは都市格といっています，人格じゃなくて都市格なんですけど。自分たちがまず都市格を

知るところから始まるというふうなことが必要だと思うんですよね。そういう意味で，今ご説明

いただいたのは，LRTなんて新規の事業もありますけれども，ご自分たちの特徴に基づいてやっ

ていらっしゃるという意味では，非常によろしいんじゃないかなと思います。

■会場からの質疑
◆山島

　ありがとうございます。それでは，会場のほうから一人か二人，もしご質問があればここでお

願いしたいと思うんですが，いかがでしょうか，誰か。小平先生，何かひと言ありますか。
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◆小平

　私は，宇都宮市で市議会議員をやっております小平と申します。今日は貴重な講演ありがとう

ございました。SDGs を私たちも進めたいと思いまして，行政と今一緒にいろいろ考えながらやっ

ているんですけれども，ちょっと一つ困っていますのが，市民の認知度が非常に低いのです。わ

れわれやっている側は一生懸命やっているつもりなんですけれども，なかなか市民の皆さんの認

知度はだいたい今 19％か 20％弱ぐらいしかないですかね。ですから，どこをどうやってこれを

広めていこうかなというのが，これからの話になると思うんですけれども，何かアドバイスがあ

りましたら，ぜひどなたかお聞かせいただけますか。

◆山島

　市民に広めるのは，行政と市議会の議員の先生が中心になっていくということだと思いますけ

れども，信時先生からなにかございますか。

◆信時

　SDGs は，はっきり言って説明が難しいと思うんですよね。でも，そのちょっと前の地球温暖

化対策みたいな時も，それだけでも難しかったんです，実は。なぜそんなことしなきゃいけない

んだ，から始まるんですよね。でも，その時は，もうほんとさっきちらっと講演でも申し上げま

したけれども，もう地べたをはいつくばって，ビラは配るは，それからもう今でも横浜市はラジ

オ番組を持っているんですね，FM yokohama でですね，毎週１回，５分間ですけど，そこに僕

も登場するけれど，関連する人，ずっともう５年やっているのかな，６年。それもある。それか

ら tvk のテレビに出るとか，神奈川新聞さんにもお手伝いしていただくとか，さっきも言ったよ

うに JRのデジタルサイネージなんかを使ってもやりました。これみんなお金がかかるんですけ

ど，そういうことしてやっていくしかないなと。それと，さっき言いました，ちょっと先進的な

ことをやっていらっしゃる個人や団体，そういう人をフューチャーしてレポートを出すとかその

人にしゃべってもらうとかいうことを地道にやっていくしかないと思いますね。温暖化対策やら

なきゃいけないけど，あしたの仕事に関係ないですからね。だから，ちょっとそこは非常に苦労

したんで。SDGsのほうはもっと複雑で高度かもしれないですけど，逆にこんなマークがあるので，

言いやすい面もあるかもしれないねという感じがします。もう地道にやるしかなかったので，そ

ういう答えになっちゃいますけど，すいませんでした。

◆山島

　ありがとうございます。どなたか，もうひとかたぐらいご質問があれば。

◆福田

　本日は貴重なお話を聞かせていただきまして，ありがとうございました。宇都宮市議会議員の

福田智恵と申します。私は，宇都宮市の取り組みの中で，地域包括ケアシステムの取り組みを進
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めることで持続可能な開発というお話もありました。日本で一番今大きな課題という中では，高

齢化，少子化の問題だと思っています。世界的には確かにこういったことをやらなくてはいけな

いということは目標として掲げられることは大変素晴らしいことでありますし，それに向かって

行政も一つひとつ課題を解決するために何ができるかということで，施策に反映していくべきだ

と思います。まずはこの少子化，高齢化で取り組まなくてはいけない一番大きなものとして，私

が今考えているのは，やはり健康をいかに持続するか，予防をどういうふうに取り組んで身体を

健康にしていけば社会的にも保険，医療を使わなくて済むか，介護にならなくて済むか，そういっ

たところの保険を使わなくて済むか，そんなことを考えているわけなんですけれどもここを進め

るにあたって，SDGs の取り組みの中で何かお考えがあるかどうかをお聞きしたい。それから，

ぜひこういった様々な業種の方々が一堂に会して SDGs に向けてお話を進める中に，医療という

視点を入れていただけたらいいのではないかと思っています。常々医師会の先生方も，自分たち

もこういうところに参画したいという話を私も耳にしておりますので，そういったことも今後お

考えいただけたら大変うれしく思っています。以上，よろしくお願いいたします。

◆山島

　ありがとうございます。これはどなたがお答えになるかというと，神永さんですかね。

◆神永

　私が答えますと，市議会の一般質問や常任委員会の答弁と同じような感じになっちゃいますの

で，私以外でお願いします。

　

■パネリストからのコメント，まとめ
◆山島

　私が答えるのも変なんですが，ここでいくと健康福祉の未来都市というのは出しておりまして，

そこでいろんな面で取り上げて，今日のこの中にも資料も入っていますけれども，先生方もよく

ご存じだと思いますが，具体的な施策はこれに全部入っておりますので，これを見れば出ていま

すけど，これを具体的に進めていくということで，今のご質問に答えていく，これから一生懸命

やっていくんじゃないかと思います。それでは，そろそろ時間でございますので，最後におひと

かたずつ，今日のいろんな議論を踏まえてコメントをお願いします。それでは，向山さんからお

願いします。

◆向山

　住民，行政，企業，三者に分けて議論をしておりましたが，先ほど，企業で働く方も市民です

とお話をしました。住民が今まで与えられていた役割は消費者でしたが，実は生産者でもあると

思います。プロシューマーという言葉があるように，今までの固定化された役割の枠を超えてみ

ると何かが見えてくるのではないでしょうか。私たち企業の立場からすると，先ほどエビデンス
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に基づいた政策というお話もあるように，企業は費用対効果を考えなければいけないので，その

ための数値目標をつくらなくてはならない。それが，今取組んでいることに対するエビデンスを

なんとかして数値化していくことにつながる。今までの固定化された枠を超えた活動がどういう

意味を持つのか説明するために，企業の立場から数値化していく。そんなことができるのではな

いかと思っております。先ほど出た健康という話も，ちょっと宣伝になりますけれども，健康の

「健」を使って「健築」とありまして，つまり，その建物に行けば健康になれるなんてことを標

榜して設計をしています。そんな取組もエビデンスの一つであるのかなと思っております。

◆山島

　ありがとうございます。じゃ，岡田さん，お願いします。

◆岡田

　最近，SDGs に取り組んでいる企業を就職活動の目安としているという新聞記事を目にしたん

ですね。それを見たら，ああ，やはり学生ももうそこに目を付けたのだと思いました。選ばれる

企業，選ばれる都市なのかという観点で考えると，やはりこれは SDGs に取り組まなくてはいけ

ない状況にあるのかなと思います。市民からすると，市民はなかなかその活動の幅が広くないの

ですが，その地域に必ずどなたかがいろんなことをやっていますので，そこをどういうふうに取

り上げられればいいのかということがあると思います。日頃のその取り組みが成果を生んでくる

ということもありますので，市民グループの皆さんには，それを続けていただければと思います。

あとは，その企業の方には市民向けの講座みたいな，企業で関わっている SDGs で取り上げた内

容に対する講座みたいなものを取り上げていただくと，その企業の評価も高まるのではないのか

なとそのように思います。

◆山島

　ありがとうございます。それでは，神永さん。

◆神永

　私からはたくさんしゃべってしまいましたので，簡単にシンプルにいきたいと思います。やは

り都市圏という言葉を冒頭で山島さんからもいただいたところですが，宇都宮市という枠だけで

考えるのではなくて，やはり周辺の自治体とか都市圏という発想で，もう少し広く物事を考えて

いく必要があるというふうに考えています。それが多分，SDGs のパートナーシップでその目標

を達成するためには，一つの自治体とかだけでやっていくのではなくて，もう少し大きな視点で

やっていく。昔，「都市間競争」という言葉が結構流行ったと思います。都市の間で競争すると

いう考え方ですが，私は違う意味の「都市間きょうそう」というふうに思っています。その「都

市間きょうそう」の後ろの「きょうそう」は，共同で協力し合って，共同で創り上げていくとい

う意味での「都市間共創」というのが，これからのテーマになるのかなと感じております。そん
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な観点で，微力ながら進めてまいりたいと考えています。ありがとうございます。

◆山島

　ありがとうございます。それでは，吉田さんお願いします。

◆吉田

　議論の途中でもありましたが，教育の重要性について若干触れたいと思うんですけれども，私

の紹介の中で，宇都宮大学で少し講義をしていると紹介していただきましたけど，先日宇都宮大

学で講義させていただいた時に，学生 130 人ぐらいいらっしゃったんですけど，SDGs というキー

ワード知っていますか？と，教室中がシーンとなるつもりで聞いたら，100 人ぐらいが手を挙げ

たんですね。後で裏を聞いたら，実は１週間前に授業で聞いたということだったんですけれども，

まさにそういった教育が大事だなと。また，東京ガスの社内を振り返ると，今東京ガスは来年の

オリンピック・パラリンピック東京大会のスポンサーになっているんですけれども，とりわけ障

害者スポーツの応援に力を入れています。社員一同で障害者スポーツの大会を応援にいったり，

大会運営ボランティアに行ったりいろいろやっています。社内でアンケートを取ると，比較的若

年層の 20 代のほうが，障害者スポーツに対する関心であるとか興味がすごく高いです。逆にわ

れわれの世代以上は少し興味が薄い，そういったところも小中高と教育受けてきた環境が違うん

じゃないかというふうに見ております。

　また，宇都宮市内の小学校に，われわれの宇都宮支社で年間数十校，100 校近く出張授業をさ

せていただいております。そういった中で，小学生中学年ぐらいのお子さんたちですね，省エネ

の大切さ，そういったことを１時間授業するとですね，ご家庭に帰ると親御さんをご指導するの

がお子さんと，照明が無駄についていたら，お父さん駄目だよ，お母さん駄目だよと，お子さん

がそういったかたちで親を指導すると，そういった意味でも先ほど SDGs の認知度をどうやって

上げていくかという話がありましたけれども，やはり教育というのが大事なんだろうなというの

を，先ほど来の議論を聞いていて感じたところでございます。

　いずれにしましても，私どもエネルギー事業者として，また宇都宮で仕事をさせていただく中

で，ネットワーク型コンパクトシティということで，大きく都市の構造が変わろうとしているこ

の宇都宮のまちづくりで，当社のスマートエネルギーネットワーク，このコンセプトを一つでも

具体的に実現することを通じて，持続可能な宇都宮都市圏の実現に貢献していきたいと考えてお

ります。最後に，ちょっと弊社の社長の受け売りですけれども，令和の時代になります，この令

和を英訳するとビューティフルハーモニーというふうになるそうです。渋沢栄一が唱えた経済と

道徳の調和，SDGs が目指す経済，社会，環境の調和，まさにこの調和をぜひ大事なキーワード

として目指していきたいと思います。以上です。

◆山島

　ありがとうございます。じゃ，最後に信時さん，お願いします。
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◆信時

　いろいろ言いたいことがあったんですけど，さっきの最後の議員の方のご質問で，健康とか少

子高齢化を SDGs で，ということで，一つエピソードがあるんですけど。

　実は 2015 年に，もう一つ横浜は選ばれているんです。OECDで「高齢社会における持続可能

な都市」ということで，日本から富山市と横浜市が選ばれたんです。それで僕が代表でOECD

に行ってスピーチをしたんですけれども，その横浜市が選ばれた原因は，健康福祉局がやってい

るウォーキングポイントという施策があったことです。要するに，各ご家庭が万歩計の送料だけ

払えば，今だったら 18 歳以上で横浜市に住んでいれば，誰でも参加できます。そのポイントを

地域商店街に行ってポイント交換して，そこの商店街で物を買う。商業も含めてやっているんで

すよね。それが今参加者 30 万人で，今そこは民間企業さんがかなりお金を負担している。これ

は SIB，ソーシャルインパクトボンドという何年か後に健康者が増えるということで，役所のお

金がそこに使わなくていいということを計算した上での投資ということもあるわけですけれど

も，そういう発表をした後にOECDの中にいたリスボンの市長さんからすぐ質問が出たんですね。

今の話はいい話だけれども，それが都市政策とどう関係するんだと。要するに，今の話はソフト

なんですが，それが都市政策とどう関係するんだって質問が出てまして。ちょっと困ったんだけ

れどもう３秒後に答えなきゃいけないというルールを決めていたので。行きたくなる公園や広場

と，歩きたくなる道をつくっていますと答えました。これ，ある意味ウソです。ですけど，道路

局や環境創造局や都市整備局はそういう道や公園をつくっているんです，健康などのために。で

も，それを一つの目で俯瞰的に見る施策がないんですよ。私は，それをストーリー化しただけな

んです。だから，そういうふうに，一つの目的のために健康福祉局だけが頑張るんじゃなくて，

歩くことを誘発するハードウェアの整備ということも含めて考えないと，この一つの目標は絶対

に達成できないんです。だから，医療とおっしゃったのは，多分医療も何とか局ってあるんでしょ

うけれども，それだけじゃなくて，ハードだとか，教育だとか，それらすべてを見ていかなきゃ

その目標は達成できないと思いますね。

　横浜市の温暖化対策統括本部は実は副市長のすぐ下にあります。下に政策，総務，財政があっ

て，全部の統括の筆頭なんですね。上にいたからって誰も言うこと聞いてくれないので，僕ら一

生懸命汗かいて働いたわけですけど，やっと最近動いてきているというふうな状況なんです。要

するに全体を，それもさっきのストーリーを，ハードもソフトも含めたストーリーを作っていく

ということが SDGs で絶対重要なところだと思いますので，一つのエピソードとしてお伝えしま

した。やはり英語では縦割りのことをサイロというらしいですけど，このサイロに分けているの

ではなくて，横連携をですね，横串刺したとよく言いますけど，それがこれからのキーワードだ

と思います。産官学もそうだし，老若男女もそうだし，ぜひそういう分け隔てないやり方でやる

のが SDGs だと思いますので，ぜひ皆さん頑張ってください。

◆山島

　どうもありがとうございます。ちょっと最後にまとめないといけないんですが，SDGs という
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言葉，これは今，信時さんもおっしゃっていましたけれども，全体をストーリー化してまとめて

いくという，そういう意味で非常にいいツールだということです。ただ，SDGs の 17 の目標と出

ていますけど，この目標というのはゴールとなるんですけど，どちらかというと政策とかいろん

な行動する方向だとか，こういう方向に進んでいくんだというのが 17 項目だと。具体的な目標

みたいなのは 169 のターゲットがありますけれども，だから，いろんな人たちの話，信時さんの

お話もそうですが，まとめていく方向性だと。先ほど一番最初に信時さんの話で，その方向性の

自律・分散・協調という話がありまして，これはかなり重要な話だと思うんですね。いろんなステー

クホルダーがありますから関係者が多い中で，それぞれが自律していかないと，一つの方向で全

部まとめてガシャッとやっていくということではなくて，それぞれが独立しながら，しかも結果

的にある方向に向かって，その方向が SDGs だということになるんじゃないかと思います。そう

することによって，市民もいろんなかたちでそこに参画していく。もうばっちりこういう組織で

こうやれ，ということじゃなくて，いろんな人がその SDGs の方向性を見て動いていくというこ

とが重要じゃないかと。

　あともう一つですね，今，横浜と富山がということになりましたが，富山は多分 LRTの話だ

と思うんですが，これは私が自慢するのもおかしいですけれども，宇都宮の LRTはもっとずっ

とすごいんで，これは先ほど神永さんからのお話にもありましたが，いろんなものに波及するよ

うに LRTを考えられているわけで，これができると，もう日本の代表が宇都宮になるんじゃな

いかなと思っておりますが，それはその時の楽しみにしていただいて，今日はこの SDGs という

まだなんか方向性でよく分からないところもありますが，これは共通の言語として，みんないろ

んなことを考える方向性として一致して，いろんな人たちが，自律・分散・協調しながら，持続

可能な宇都宮都市圏をつくっていくということに非常に意味があるということを，それを結論に

させていただければと思います。

　それでは最後に，パネラーと講演をいただいた皆さんに大きな拍手を以って終わりにしたいと

思います。どうもありがとうございました。

◆司会

　先生方どうもありがとうございました。非常に有意義なパネルディスカッションになったので

はないかと思います。パネリストの皆さまに，もう一度，盛大な拍手をお願いいたします。あり

がとうございました。

　以上をもちまして，本日のシンポジウムを終了させていただきます。皆さまのお手元にアンケー

ト用紙が配られておりますので，ぜひご記入の上，出口のほうで回収箱にご提出いただければと

思います。本日は，どうもありがとうございました。
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……　要　綱　……

１．テーマ　　とちぎの新インバウンド戦略 ― 地域資源でおもてなし

２．日　時　　2019 年 12 月 18 日（水）14：00 ～ 16：30

３．会　場　　宇都宮共和大学　宇都宮シティキャンパス

４．次　第

（１）講演１「外国人旅行者が日本に求め，期待するホスピタリティ」

　　　　中村　　裕 氏（元社団法人日本ホテル協会会長）

（２）講演２「ザ・リッツ・カールトン日光のホスピタリティ」

　　　　細谷　真規 氏（ザ・リッツ・カールトン日光 総支配人）

（３）講演３「農村観光ＤＭＯによるインバウンド戦略」

　　　　藤井　大介 氏（株式会社大田原ツーリズム 代表取締役社長）

（４）パネルディスカッション：「地域資源を磨いておもてなしするために」

　　　パネリスト

　　　　岡本　誠司 氏（栃木県副知事）

　　　　音羽　和紀 氏（オトワレストラン・オーナーシェフ）

特集２　シティライフ学シンポジウム（2019年 12月 18日）

テーマ：とちぎの新インバウンド戦略
―地域資源でおもてなし
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　　　　宮地　アンガス 氏（ジャパン・ワールド・リンク株式会社 代表取締役）

　　　　中村　　裕 氏（前掲）

　　　　細谷　真規 氏（前掲）

　　　　藤井　大介 氏（前掲）

主　催： 宇都宮共和大学都市経済研究センター

共　催： 宇都宮市創造都市研究センター，大学コンソーシアムとちぎ

後　援： 栃木県，宇都宮市，栃木県まちなか元気会議，栃木県経済同友会，宇都宮商工会議所 ,

宇都宮観光コンベンション協会 , 栃木県宅地建物取引業協会，下野新聞社，とちぎテレビ，

栃木放送，エフエム栃木

◆司会

　ただいまより，「とちぎの新インバウンド戦略，地域資源でおもてなしシンポジウム」を開催

いたします。本日，司会進行を務めさせていただきます，宇都宮共和大学都市経済研究センター

の吉田でございます。よろしくお願いいたします。それでは，最初に主催者でございます，宇都

宮共和大学須賀英之学長より，ご挨拶を申し上げます。

　

◆須賀

　皆さまこんにちは。

　シティライフ学シンポジウムに，大勢の皆さまにお越しいただき，ありが

とうございます。今年の栃木県のキーワードは，「止まってくれない栃木県」

でありました。横断歩道で歩行者がいるのに車が止まってくれない全国ワー

ストワンを解消しようということでした。しかしもう一つは，外国人が，「泊

まってくれない栃木県」です。来年５月 22 日にザ・リッツ・カールトン日光

が開業し，また 2022 年には，宇都宮駅東口に外資系ホテルが進出する計画があります。栃木県

のさまざまな観光資源を生かして，外国人がアクセスしやすく，外国人に発信できる，そのよう

な仕掛け「地域資源でおもてなし」を，栃木の新しいインバウンド戦略にしたいものです。

　本日は素晴らしい６名のパネリストをお迎えいたしました。中村裕先生は，永田町のヒルトン

の開業時から新宿のヒルトン，そしてヒルトングループの日本展開，また人形町のロイヤルパー

クホテルから始まって全国に展開する本邦高級ホテルチェーンの基礎を作られた方で，和魂洋才

を体現されている立派な先生でいらっしゃいます。リッツ・カールトンの細谷真規総支配人は，

スペインのバルセロナで長くお住まいでしたが，世界のリッツ・カールトンのホテルをご経験さ

れ，昨年 12 月に本県に赴任され，開業に向けて準備を進めていらっしゃいます。栃木県代表で

ある，藤井大介社長は，「農村でリッツ・カールトンを超える」をスローガンにがんばっておら

れます。

　休憩後は，パネルディスカッションを行います。岡本誠司副知事には，栃木県のインバウンド
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戦略，アフターＤＣキャンペーンから国体までつなげていこうということで，陣頭指揮をとって

おられます，音羽和紀先生は，大学を卒業後ヨーロッパに渡って，アラン・シャペル等で研鑽を

積まれて栃木県に戻り，約 40 年に亘り，栃木県を訪れる外国人 VIP のおもてなしをされています。

食と農と観光を結ぶ幅広い活動もなさっていらっしゃいます。宮地アンガスさんは，イギリスと

日本を行き来しながら，北関東のインバウンドを発信するため起業された若手の経営者でありま

す。皆さまがそれぞれのお立場でインバウンド戦略を考えるための有意義な機会となることを期

待しております。

　シンポジウム開催にあたりご後援をいただいた，県，市，栃木県経済同友会，宇都宮商工会議

所をはじめ，マスコミの方々，各団体の方々に改めて感謝を申し上げます。

◆司会

　皆さまからたくさんの資料をご提供いただいております。終了後にアンケートをお願いします。

ご講演の順番に，栃木のインバウンド戦略，『外国人旅行者が日本に求め，期待するホスピタリ

ティ』，『THE RITZ-CARLTON』，『農村観光ＤＭＯによるインバウンド戦略』，『栃木県の観光

振興施策について』，『食・農・観光，テロワールを観光資源に』，『北関東のインバウンド　－危

機と可能性－』の各資料です。また，下野新聞，大谷石のご案内もございます。

　それでは最初に，社団法人日本ホテル協会会長を務められた中村先生より，お話を頂戴します。
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「外国人旅行者が日本に求め，
　　　　　　 期待するホスピタリティ」

元社団法人日本ホテル協会会長　中村　　裕 氏

　皆さま，こんにちは。

　ただいまご紹介いただきました，中村でございます。本日はお招きいただきまして，誠にあり

がとうございます。30 分という限られた時間でございますが，できるだけ細かくお話しできれ

ばと思っております。どうか一つ，よろしくお付き合いのほど申し上げます。レジュメを持ち帰っ

ていただき，私が東京に帰ってからご質問いただいても結構でございますので，よろしくお願い

いたします。

■日本の観光競争力
　本日のお題が，『外国人旅行者が日本に求め，期待するホスピタリティ』ということでござい

ます。おさらいを最初にしておきます。最近よく言われていて，日本人が忘れがちなのですが，

日本は気候，自然，文化，食べ物が観光に適している国であるということ。これも外国から指摘

されて，日本は四季のある国ということです。そしてなんと日本の観光の競争力，世界的にみる

と世界で第４位であります。１位がスペイン，２位がフランス，３位がドイツ，そして英国とか

アメリカとかイタリアといった，もっぱら観光等で有名なところをパスしまして第４位にランク

されているということで，世界でも日本が観光に適した国であるということを認めているという

ことでございます。その主な理由として，四つここに掲げてございますが，まず価格の競争力が

あると。20 年ぐらい前，皆さんご存じですか，東京は世界一高い町であると。なんであんなに

高いんだ，行けないと言ってたんですが，いまや逆に，価格的にも競争力があると言われており

ます。これはもちろん為替だけでなく，いろんな要素はあるんだと思いますが，とにかく非常に

リーズナブルな料金ということ。それから，サービスが非常にいい。以前からホスピタリティの

国と言われているほどサービス，それからインフラ，特に大都市，東京なんかはそうですが，地

下鉄が網羅していて，外国にはないようないわゆる交通網がひかれていると，こういったインフ

ラ。それからいま申し上げました，栃木県にもたくさんあるその自然資源です。そして，これは

2003 年以降に特に国が力を入れてきましたのが，国策として観光を国のリーディング産業にし

ようと 2003 年から始まりました。［レジュメ 1.1 ページ］

講演１
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　ここで，外国人が日本にどれぐらい来ているか遍歴を見てみたいと思います。この間，学長先

生とお話していて，1964 年のオリンピックには何人ぐらい外国人が来てたんでしょうかねという

ので，日本政府観光局に電話して聞いてみました。要するに前のオリンピック，1964年のときには，

海外からたった 35 万 2,832 人です。100 万人もいってません。35.2 万人です。それが 2003 年に

500 万人になりました。この年に小泉元総理大臣が，先ほど申しましたように，初めて観光立国

宣言をいたしました。私はたまたま，ある会で総理と一緒になって，総理に，どうして観光立国

宣言したんですかと聞きましたら，「中村くん，それ簡単だよと。日本は 500 万しか来てないと。

フランスは７千万，アメリカも５千万，そしてイタリアも５千万。桁が違うよと。どうして日本

がたった 500 万なんだ」と。単純な発想でした。それを総理がおっしゃいました。

　それがあっという間に火が付きまして，その 10 年後，2013 年には国土交通省の中に観光庁が，

省庁ができるまでになりました。一生懸命，観光を国の政策として成し遂げようではないかとい

う動きがさらに加速したのが，観光庁の誕生であります。そして昨年は，なんと 3,200 万人の外

国人が訪れておりまして，今年も 10 月まで，例の韓国の問題があってすごく減りましたが，そ

れでも既におおよそ 2,700 万人来ておりまして，もちろん３千万は突破すると思いますが，3,500

万という目標はちょっと苦しいかなという状態。そして，来年のオリンピックは４千万です。

1964 年の 35 万人だった外国人が，今度のオリンピックで４千万になるという，大変な莫大な数

字。いかに外国からのお客さまが増えたかということを，この数字をみても物語っているのでは

ないかと思います。外国人の日本国内での消費額はかなりの額で，2018 年が 4.4 兆円，2020 年に

は８兆円を予想しています。2030 年には 15 兆円ということでございます。したがいまして，か

なりのお金を日本に落としてくれているということで，日本の経済にも貢献しているということ

が言えるんではないかと思います。

　さらに詳しくお話ししますと，われわれ日本人の定住人口の年間消費額は，１人当たり年間

125 万円だそうです。これは，去年も一昨年もあまり変わりません。2017 年の数字がきちんと

出ているんで，昨年もほとんど同じだと思いますが，外国人旅行者が使うお金が１人当たり 15

万４千円です。したがいまして，外国人旅行者８人で，日本人の定住人口の年間消費額の 125 万

円になります。これは政府にとっては，非常に大事な収入源であります。８人分で，要するに日

本人一人が１年間に消費する額と同じ額を消費してくれるということでございます。したがいま

して，政府もなんとか外国人を増やそうとしているわけなんですが，やはり大事なのは，リピー

ト率なんですね。日本に何回来てくれるか。日本が魅力があるからリピートするわけであって，

魅力がなければリピートしないんです。2017 年には既に 61％になりました。昨年もほとんど同

じです。昨年もやはり 61 ～ 62％のリピート率。このリピート率をなんとか 70％以上にならない

かなというのが希望しているところで，それに向けてわれわれも努力しているということでござ

います。それで，リピート率が高い国が韓国，台湾，香港，中国ということで，韓国が一番高い

んですが，いま大問題で韓国からほとんど観光客が来ないということなので，来年はこの数字は



73

ちょっと変わるかもしれません。2018 年まででいうと，韓国のリピート率が一番高い。それか

ら欧米諸国が 13％台ということであります。このリピート率，これは大変重要なことで，なん

とかしなければいけないということでございます。

　最近，訪日外国人の質がいろいろと変わりました。いわゆる，モノの消費からコト消費へ変わ

りつつあります。要するに，早く言えば，買い物からほかの目的，例えば行ったことのない観光

地とか，テレビのロケ地とか，ガイドブックに載っていないディープスポットに行くとか，体験

できないアクティビティをやってみるとか。爆買いのピークはもう既に過ぎたんだと。なんでも

かんでも買い求めるという時代は，もうとっくのとうに済んだんだということです。アニメや鉄

道，特定のテーマ旅行，温泉やグルメが定番。定番になってしまって，これが新たな一つの目標

にはならない。当たり前としてとらえられているというのが現状でございます。［レジュメ1.2ペー

ジ］

■栃木県入込外国人，宿泊者数
　そこで，ちょっと栃木県のことについて調べてみました。2017 年，栃木県に入ってきた入国

外国人宿泊者数が 23 万 860 人ということで，一番多かったのが台湾，それから中国，そしてな

んとアメリカが３番目になっておりますが，約 3,200 万のうち 23 万というのは，あまりにも少な

いですね。やはりなんとかこれを増やさなきゃいけないというのは，私も同感でございます。そ

れで，2017 年に都道府県別の外国人訪問率ランキングをちょっと挙げてみますと，当然，東京

がほぼ 50％近くの 46％。そして大阪が 38.7％，千葉が 36％，京都も 25.9％で，残念ながら先ほ

ど学長先生からも話がありましたが，栃木県はトップ 17 にも今のところ入っていない状況です。

ということは，それだけポテンシャリティがあると，逆に可能性があるということですので，ご

心配はいらないかと思います。

■ＭＩＣＥマーケットの動向
　来年のオリンピック後が心配だという声もありますが，オリンピック後の中心になるマーケッ

トは私はＭＩＣＥだと思います。ＭＩＣＥというのは業界用語ですが，ＭＩＣＥのＭというのは，

ミーティング（Meeting），会議ですね。ミーティングのことをＭ。Ｉはインセンティブ（Incentive），

これは招待旅行でございますね。Ｃはコンベンション（Convention），会議，国際会議でござい

ますね。Ｅがエキシビション（Exhibition）とか，いわゆる展示会，あるいは，それに準じたよ

うな会合。このＭＩＣＥという言葉でもって一つにまとめられておりますが，これが私は重要な

マーケットになるとみております。ですので，そういった施設を持っているところでは，ＭＩＣ

Ｅを中心にセールスをすることが大事じゃないかなと思われます。去年日本で行われましたＭＩ

ＣＥの数が全部で 3,433 件ありました。そのうち一番多いのは，当然東京で，なんと２番目は神

戸なんですね。神戸が 419 件，京都が 348 件，福岡が 293 件，名古屋が 202 件。この近所ですと，

つくば地区，筑波大学があるつくば地区で 42 件ありました。それでやっと 10 番目であります。

残念ながら，栃木県はこのランキングにも入っていないというのが現状で，これはこれからの課
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題ではないかと思いますし，来年オリンピック以降にいかにこのマーケットを開発していくかと

いうことは非常に楽しみでもあり，また大変でもあるなと思っております。世界的にみましても，

この国際会議の数が増加傾向にあります。経済効果の高さや都市のブランド力向上の観点から，

ＭＩＣＥは世界的，または国内でも競争が激化しています。いわゆるこのＭＩＣＥの獲得競争は

日本の国内だけではなくて，国際間での獲得競争なんです。まずは国際間の競争で勝って，それ

から国内間の競争と，大変な競争ではありますが重要なマーケットで，取り組むのには非常に意

味があるマーケットではないかと思います。［レジュメ 1.3 ページ］

■栃木県に必要なＤＭＯ
　いくつかの方法で，観光なり，外国のお客さまというものを取り込む方法があると思いますが，

私が一つ，後ほど詳しく説明があると思いますが，最近はやっておりますＤＭＯの組織かと思い

ます。Destination Marketing Organization。要するに，地域活性化機構とでもいうんでしょうか

ね。もう既に存在しているのでしたら申し訳ございませんが，このＤＭＯ，ちょっと調べてみま

した。これを研究していますのが，リクルートの『じゃらん』です。リクルートのじゃらんセンター

長と友人ですので，どこか一つ良い例を教えてくれと言いましたら，彼はすぐに気仙沼と言いま

した。これは国内マーケットですが，要するにこの地域，宇都宮なら宇都宮地域を一つの企業と

見立てて，地域の中で総務部，人事部，営業本部，経営戦略部などの役割を分担して，人づくり，

商品づくり，仕組みづくりの３軸で市民観光，意識醸成を図っていくということなんだそうです。

要するに背景は官民一体になって観光に取り組みなさいということなんですね。このＤＭＯの重

要さは最近注目されています。日本国中あちこちで Destination Marketing Organization が進め

られております。

　いま言った気仙沼が成功例だというので，さらにちょっと見てみましょう。気仙沼というのは

人口がたった６万 5,622 人しかいない。それで，水産業が中心産業で，サメ，メカジキの水揚げ

が日本一。生鮮カツオ水揚げが 18 年連続日本一。サンマも全国有数の水揚高と，こんなふうに

も言われております。そして気仙沼のＤＭＯの取り組みのテーマは三つ。一つが人づくり，住民

をわがごと化していく。皆さんをわがごと化していくということが一つ。二つ目は商品づくり。

どういった商品を作っていくか，つまり地域資源を商品化していく。要するに，宇都宮周辺の，

栃木県の地域商品を商品化していくということ。三つ目は仕組み。地域経営が継続化する仕組み

を作ること，この三つ。人，商品，仕組み，これを気仙沼のＤＭＯが三つの柱として，そして運

営されているということでございます。

　そうすることによって市民観光意識が醸成するわけで，市民自らが気仙沼の魅力を再発見した

り，それから観光従事者を増やす，要するに観光に興味を持つ人間を拡大していくといった人づ

くり。人材の育成がかなうと，いわゆる観光にべったり浸かるという町全体の雰囲気を醸成して

いくということに役立っているということであります。気仙沼は気仙沼一帯を町全体が暮らしと

仕事のテーマパーク化。これは言葉では易しいですが，難しいと思います。例えば宇都宮でした
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ら宇都宮一帯が，町全体が暮らしと仕事のテーマパーク化だという雰囲気を醸成するということ

が，大事であると言っております。これが商品づくりです。そういったＤＭＯの必要性。もし，

さらに詳しくお聞きになってみたいということでしたら，いつでもじゃらん担当の責任者をご紹

介申し上げます。

■宇都宮の観光資源と発信
　それに加え，宇都宮は気仙沼とは問題にならないほど素晴らしい資源がここにあります。周辺

の観光資源は，例えばあとで，日光，鬼怒川の話があると思いますが。那須塩原，それから益子

焼だとか，その他温泉地，それから酒造，酒蔵。私は，酒蔵がこんなに有名だとは知りませんで

した。こちらに何回かお邪魔しているうちに，酒蔵が大変に有名だということが分かりました。

それから温泉もあると。大体，宇都宮近辺に温泉があるというのは，あまり知っている人がいな

いんじゃないですかね。私もこちらに来るようになってやっと分かるようになりました。それか

ら例の佐野のプレミアムアウトレット，これも一つのいわゆる観光資源になるし，それから有名

なあしかがフラワーパークも一つの観光資源。これらの物をＤＭＯを中心にいかにまとめ上げて

いくか，商品化していくかということ，それがＤＭＯの仕事で，その組織を作るということをお

勧めしたいと思います。

　宇都宮には多くの工業団地があって，大企業の工場があります。これもまた一つの魅力であり

ます。もちろん大企業とのタイアップということが一番大事なことで，新しいビジネスにつなが

ります。例えば本田技研の研究所，SUBARU 航空宇宙カンパニーなど。宇都宮テクノポリスセ

ンターなど。素晴らしい工業団地。そこにはホンダエンジニアリングさん。それから宇都宮清原

工業団地があって，カルビーさん，キヤノンさん，日本たばこ産業，久光製薬さん，それから日

本ペイントさん。そうそうたる企業が，こちらに工場なり，あるいは研究所というものを持って

いると。宇都宮工業団地。ここにも，クボタさん，パナソニックアプライアンス社，池上通信など，

こういった素晴らしい工業団地をたくさん抱えているわけで，この人たちもこのＤＭＯに参加を

していただき，なんらかのお知恵を拝借する。こんなポテンシャリティがあるわけでありますの

で，この辺もぜひお考えになったらいいんじゃないかということで，私はぜひこのＤＭＯを進め

ていくべきであると考えます。官民一体となって，本日の出席者の中にたくさん関係者の方がい

らしているように先ほどお伺いしました。ＤＭＯの活用をおすすめします。

　もう一つの例として，大阪がインバウンドに人気を集める理由。これは，まず利便性の良さ，

ＬＣＣ，ローコストキャリアがたくさん就航しているということで，成田空港よりも多いんです

ね。成田は 18 都市で，羽田は５都市，ところが大阪は 31 都市から飛んできているということで，

いかにインフラが大事かということであります。それから，大阪は食の文化が抜きんでていると

ころ。例えば，『ニューヨーク・タイムズ』によると，京都は日本の精神，東京は日本の心臓，

大阪は日本の飽くなき食欲と，このように紹介されているということです。それに見るべきとこ
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ろは，大阪城，ＵＳＪ，あべのハルカス，通天閣など多数の観光スポットがあると。ただ，栃木県，

宇都宮も，さっき申し上げたように，これに負けないほどのいわゆる観光スポットを私は持って

いると思います。ただ，有効に外に出すことがまだできてないんじゃないかと思います。［レジュ

メ 1.4 ページ］

■外国人観光客誘致の３つのポイント
　例としてお話し申し上げたいのは，大阪の黒門市場というのはご存じだと思うんですが，今や，

１日に訪れる客の 80％が外国人だそうです。どのようにして増やしたかというと，アンケート

調査が１番目。アンケート調査によって，ニーズの把握とサービスの改善を重ねるということで

すね。二つ目にフリー Wi-Fi の設置。宇都宮はどうですか，フリー Wi-Fi はまだですか。でした

ら，これもお考えになる。大阪では市場を知ったきっかけがブログや口コミ，結果として無料休

憩所内にフリー Wi-Fi の導入。即座のプログラムやＳＮＳによる投稿。それをすることによって

黒門市場を知ってもらうということ。三つ目，なんといっても大事なのは英語研修。要するに，

接客に役立てることを目的に，週に１回程度英会話の授業を行う。これは効きますよ。実は私も，

日本橋のロイヤルパークホテルで実行したことなんですが，宿泊のお客さまに，日本に，あるい

は当ホテルに泊まっていて，何が一番興味があるのかと聞きました。ほとんどの人が，日本人が

毎日何を食べ，日本人がどういう生活をしているのか，それが知りたいと。日本人が毎日お寿司

食べているわけがない。日本人が毎日すき焼きを食べているわけがない。何を食し，何をやって

いるのかと，要するに日本の生活が知りたい，との事でした。私は地元の約 100 軒のレストラン，

食堂，焼き鳥屋さんや，洋食屋さん，それからラーメン屋さん等と提携しました。そして，その

100 軒のレストランのメニューを全部英語に訳してさしあげました。そうしたら，この 100 軒の

店主から，それじゃ片手落ちだと。英会話を教えてくれというので，まず英会話教室を開きまし

た。１回目はお客様の出迎えの仕方。例えばHow many of your party? 何名様ですかとか，いらっ

しゃいませ Welcome to……なになにレストランといったこと。そしたらなんと，それから半年

たったら，今度はそれ以上に英語を教えてくれと言われるようになりました。また，英会話教室

を開きました。東京都のサービスを利用して，ネイティブな英語の先生を呼んできて教室を開き

ました。効果大です。

　その 100 軒の英語がしゃべれて，英語のメニューがある店の地図を作りました。宿泊客のみな

らず，それを聞きつけて，東京都内の住んでいる外国人までその地図をもらいに来るようになり

ました。そして今や，割烹料理店のカウンターに，日本人と同じように外国人が夕方になると座っ

て，そこでお酒を飲みながら，つまみを注文して，そして楽しく日本人と会話を交わしている光

景が見られるようになりました。要するに外国からのお客に一番大事なことは，いかに接するか

ということと，やはり日本人の生活を彼らは知りたがっている。

　東京ですと，地下鉄駅に行くと必ず外人が迷っています。六本木は何番に乗ればいいんだ，銀

座は何番に乗ればいいんだ。どこの地下鉄に乗ればいいか，迷っています。それをこっちから

May I help you? と声をかけると I want to go to Ginza とか，Ginza とか言います。そしたらホー
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ムナンバーを教えるだけで良いのです。ですから外国人が迷っていたら，黙って声をかけてくだ

さい，こちらから。それがホスピタリティ，おもてなしです。怖がっちゃだめです。全然しゃべ

れなくていいです。May I help you?　それだけで，I want to go to Nikko だとか，I want to try 

Sukiyaki とかね，簡単に答えます。そういう習慣を一つ付けていただくということが大事じゃな

いかと思います。

■ホテルの存在意義
　最後に僭越ですが，私は栃木県，あるいは宇都宮でいま何が必要かということをちょっと考え

てみました。まず，いま，市を挙げて一生懸命取り組んでいる宇都宮東口のプロジェクトもそう

ですが，コンベンションシティに力を入れようとしていらっしゃる。先ほど申しましたように，

私はオリンピック後はＭＩＣＥが重要な中心的役割を果たすと考えますので，賢い戦略だと思い

ます。ただ，コンベンションシティにするには大変です。競争が激しいです。ですから，コンベ

ンションシティには，それをサポートするそれだけのホテルが不可欠です。もちろんビジネスホ

テルも必要ですが，フルサービスのホテルがコンベンションを支えます。フルサービスのホテル

をコンベンションホールと対に。世界中コンベンションシティは皆同じです。アジア諸国でも，

コンベンションセンターの近くに必ずフルサービスのホテルがついています。会議出席者は３日

なり，５日なり，会議に出席する人は，ただ寝泊まりするだけでなく，食事もするし，接待もす

るし，そして自分たちもリラックスをすると。ですから，そういった施設がなきゃいけない。い

わゆるフルサービスの，早く言えばデラックスホテルが必要です。さっき申し上げた通り，コン

ベンションシティに選ばれるにはまず日本が選ばれなくてはならず，次に日本中のコンベンショ

ンシティで宇都宮が競争に勝たなければならない，それだけの魅力が必要になります。

　先ほども学長先生から話がありましたが，日本には海外からの富裕層のお客様が少なすぎると。

もちろん，一般ツーリストも必要です。ただ，富裕層が少なすぎます。東南アジアにも富裕層は

たくさん存在します。この人たちは，ほとんどヨーロッパに行っています。日本にどうして来な

いのか。日本で楽しめるだけの宿もなければ，楽しめるだけの施設もない等。まずはやはりそれ

だけの富裕層をもてなすことができるだけの宿泊施設，これがなきゃまず無理だと思います。そ

れと，いわゆる富裕層をもてなすだけの飲食なり，もてなすだけのインフラなり，もてなすだけ

の観光地，そういったものを整備しなければいけない。特に食。これは大事であります。そういっ

たものをまず準備することによって富裕層はこちらを向くと思います。実は私も知らなかったん

ですが，こちらでついこの間行われたワイナリーの収穫祭。私は知らなかったのですが，日本政

府観光局の職員がワイナリーの収穫祭に参加したそうです。そこに多くの外国人がいらしたので

びっくりとの事。日本に在住の外国人が多かったようですが，インバウンドの旅行者も参加をし

ていたと聞きました。私は初めて知りましたが，いわゆる口コミでどんどん広がり，それがイン

バウンドに繋がります。

　私が好きな言葉です。平成 15 年の国の観光立国懇談会の報告書に書かれているものでありま
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すが，「自ら地域社会や都市を愛し，誇りを持ち，楽しく幸せに暮らしているならば，おのずと

誰しもがその地を訪れたくなる。住んでよし，まちづくり。訪れてよし，観光振興」，こういう

ことであります。ご清聴ありがとうございました。

◆司会

　中村先生，ありがとうございました。次のご講演は，ザ・リッツ・カールトン日光総支配人の

細谷真規様にお願いいたします。
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「ザ・リッツ・カールトン日光の
　　　　　　　　 　　ホスピタリティ」

ザ・リッツ・カールトン日光 総支配人　細　谷　真　規 氏

　初めまして，ザ・リッツ・カールトン日光 総支配人の細谷と申します。よろしくお願いいた

します。

　栃木県を舞台に講演をさせていただくのは今回が初めてとなります。皆さまにとって，おそら

くまだ秘密に覆われたホテルであると思いますが，その一部を皆さんにご紹介させていただきた

いと思います。まずは私からの質問なんですが，こちらで栃木県出身という方，手を挙げていた

だいてもよろしいでしょうか。大勢いますね。すいません，まだ挙げておいてください。日光生

まれの方ってどのくらいいらっしゃいますか。ずいぶん少なくなりましたね。では，この中で私

たちが今度ホテルができる奥日光の方っていらっしゃいますか。誰もいませんね。ホテルは奥日

光中禅寺湖の目の前にできるんですが，どういったサービス，どういった商品を提供していくの

か。また，どういったゲストがこの土地に訪れ，ザ・リッツ・カールトン日光に宿泊するのかと

いうことを，ご説明させていただきたいと思います。［スライド 2.1］

　私の自己紹介をさせていただきます。実は私，ザ・リッツ・カールトン日光に着任する前も，

多数の同ブランドホテルで勤務してまいりまして，今年でザ・リッツ・カールトンに携わって 13

年目になります。東京生まれではあるんですが，８歳のときに，スペイン，バルセロナに父親と

家族と一緒に渡り 25 年間バルセロナで暮らしてまいりました。人生の半分以上をスペインで過

ごしてまいりましたので，中身はスペイン人，でも外見は日本人という，外見以外はあまり日本

人気質がない日本人で，スペイン，バルセロナで 25 年間，大学時代はパンプローナという牛追

い祭りがすごく有名な場所にある大学で勉強しておりました。皆さん，もしかしたらホテル学校

に行ったんではないのかなと想像されていると思いますが，実はまったく畑違いの環境でもある

生物化学を専攻しており，その当時は学者の道に進むことを考えていました。ただ，４年生になっ

たときに，自分に向いていないことに気付き，そのときに，初めてサービスとは何か，サービス

業に携わりたい。そしてプロとしてサービスマン，ホテルマンとしてやっていきたいという気持

ちがすごく高まり，サービス業，ホテルマンという道を選びました。そこからいろいろなホテル

で研修をさせていただいて，バルセロナのザ・リッツ・カールトンに就職し，そこから 13 年間，

同ブランドホテルに携わり，日本ではザ・リッツ・カールトン東京の副総支配人，そしてブルガ

講演２
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リホテルズ＆リゾーツで総支配人，そして今年からザ・リッツ・カールトン日光の総支配人とし

て着任しました。［スライド 2.2］

■ザ・リッツ・カールトン日光の３つの軸
　ザ・リッツ・カールトン日光というところがどういうところか，そしてどういうサービスをこ

れから提供していくかというところで，３つの軸をブランドポジショニングとして作り上げまし

た。一つ目が NATURE，自然。その次が文化，CULTURE。そして，神社やお寺，自然，そし

て人とのつながりという意味で SPRITUALITY ということを軸に設定いたしました。特に自然

に関しては，中禅寺湖エリアにいるとすごく豊富に感じ，富裕層と言われているゲストがこの土

地を訪れても，満足のいく体験ができるのではないかと思っております。文化的にも世界遺産が

あるので，東照宮なり，様々なところを巡っていただけると感じております。［スライド 2.3］

　日光の魅力に関しての，デスティネーションビデオを作ったので，見ていただきます。［スラ

イド 2.4］

（動画 The Ritz-Carlton, Nikko － A journey to spiritual and adventure-fi lled Nikko を放映）

　2020 年５月 22 日，ザ・リッツ・カールトン日光がオープンする日を迎えることになります。

これ何度も見ても鳥肌が立つぐらい，奥日光というのは素晴らしい自然を有するデスティネー

ションだなと感じています。日光はまさしく体験型のデスティネーションであり，ザ・リッツ・カー

ルトン日光を訪れていただけるような富裕層の方たちは，「体験」を目的にホテルを訪れたいと

いうニーズが高まっていくのではないのかと思っております。

■ホテルの仕様
　次に，ザ・リッツ・カールトンのホテルの紹介になりますが，ホテルは中禅寺湖の目の前，そ

して後方には華厳の滝があるという最高のロケーションです。［スライド 2.5］　次に，レンダリ

ングのお写真ではありますが，ARRIVAL LOBBY。ホテルの中に入るとこういったレセプショ

ンエリアが用意されております。その奥に進むと，次に LOBBY LOUNGE。ここは，ホテルのハー

ト，ホテルの中心と言うんでしょうか，ゲストがコーヒーや紅茶を飲んだり，くつろいでいただ

くといったゆったりしたスペースになります。デザインを見てお分かりいただけるように，日本

の和のテイストがふんだんに使われているんですが，デザインしたのは日本人ではなく，オース

トラリアに拠点を置く LAYAN というデザイナーチームがこのホテルのデザインを手掛けてお

ります。［スライド 2.6 ～ 2.7］

　部屋数ですが，トータルで 94 部屋あります。94 部屋中の 10 部屋がスイートになっています。

一番スタンダード，デラックス・ルームと私たち呼んでいるんですが，マウンテン棟にあるデラッ

クス・ルームがこのようなお部屋のデザインで，サイズが 57 平米。次にレイクビューのお部屋
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は，中禅寺湖が本当に奥まで見える眺望が楽しめるタイプで，こちらも 57 平米でデラックス・

ルームとなっております。そして，少し大きくなったスイートルームが９部屋あるんですが，先

ほど 10 部屋と言いましたが，内訳は，９部屋がスイート，もう 1 室がザ・リッツ・カールトン

スイートとなり，９部屋の方がスタンダードスイートと約 115 平米になっています。そしてこち

らが 277 平米のザ・リッツ・カールトンスイート。何人まで泊まれるんですかとよく聞かれるん

ですが，ワンベッドルームなので，お二人さまとなります。どうやって楽しむかというと，私に

はちょっと想像がつかないんですが。広いだけではなく，付帯設備やサービスもすごく充実して

いるという最高のスイートルームであります。［スライド 2.8 ～ 2.12］

　そのほかに，もちろん先ほど中村さんがおっしゃっていた「食」に関わるレストラン。良い料

理があると，おいしい食事ができるというのがすごく大事だと考えており，洋食として，「レー

クハウス」というレストランと，寿司，鉄板，そして懐石が楽しめる日本食レストランが用意さ

れております。こちらレークハウスですね。暖炉とかテラスも用意されていて，夏はすごく心地

いいレストランになると思います。［スライド 2.13 ～ 2.15］

　ロビーの中にはバーがあり，ここはウイスキーバーというコンセプトにする予定です。国内の

レアなウイスキー，そして海外からのウイスキーをふんだんに集めたウイスキーをコンセプトと

したバーになります。そしてライブラリー。ここではお酒を飲んだり，アフタヌーンティーを楽

しんだり，読書したり，好きなようにくつろいでいただげる。レジデンスタイプの自分のリビン

グのようなかたちで使える，そういったスペースもロビーの隣に今回ご用意があります。［スラ

イド 2.16 ～ 2.17］

　最後になりますが，やはり温泉の話をしないわけにはいかないと思います。現在約 100 軒のザ・

リッツ・カールトンが世界中にありますが，温泉が入るのは日光が初めてとなります。これはほ

かのザ・リッツ・カールトンにはありません。日光だけです。この源泉は湯元から引っ張ってきて，

露天風呂，そして内風呂として温泉を導入することになりました。［スライド 2.18］

■ロケーション，サービス，コミュニティ
　おそらく皆さんレートはいくらぐらいなのかなと疑問に思われているかと思いますが，この件

はもう少し内緒にさせてください。ザ・リッツ・カールトンでステイされるゲストが，本当に素

晴らしいステイだった，夢のようだと，夢の中にいるようだったと言ってチェックアウトをす

る・・・。ザ・リッツ・カールトンでは，サービスに対しては常に格別でトップを目指しています。

良いホテルには，必ず不可欠な三つの点があると思っており，それは，ロケーション，そしてサー

ビス，そしてコミュニティです。コミュニティとは人のことを指します。それは私たちスタッフ

だけではなく，地元の人たちと交流し地元の方々と一緒に仕事に取り組んでいくということが大

切だと思っています。私はプライド（誇り）を持ってこれから先，ザ・リッツ・カールトン日光，

そして日光を世界に伝えていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。ありがとう

ございます。［スライド 2.19］
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◆司会

　細谷様，ありがとうございました。基調講演の最後になりますが，株式会社大田原ツーリズム，

代表取締役社長の藤井大介様にお願いします。
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「農村観光ＤＭＯによるインバウンド戦略」

株式会社大田原ツーリズム 代表取締役社長　藤　井　大　介 氏

　大田原ツーリズムの藤井です，よろしくお願いします。意義のある話ができるように頑張りま

す。［スライド 3.1］

　最初に中村先生からありました通り，ＤＭＯ，観光地域づくり法人として，いま観光庁が認定

を行っております，全国に 100 ぐらい認定組織があるんですが，当方ではそのうちの一つとなっ

ております。ただ，私たちは観光地域のというよりも，農村から出たＤＭＯとなっております。

観光地域づくりとしては同じことをやっているんですが，先ほど中村先生がもう一つおっしゃら

れましたＭＩＣＥ，間違いなくＭＩＣＥは重要なものだと思っています。ただ国内のＤＭＯどこ

を見ても，ＭＩＣＥをちゃんとプロモーションかけているところは実はまだまだ少なくて，本来

はＤＭＯというのは，このＭＩＣＥをちゃんとプロモートして呼び込むのが重要だと思っていま

す。だから，宇都宮にもコンベンショナルホールができますという話があったんですが，本当は

両輪で，ＤＭＯとコンベンショナルホール，こちらが両方とないと私はだめだと思っています。

■農村ツーリズムのＤＭＯ
　私たちのところは，ちょっとそんなコンベンショナルホールもないんですが，まったくのまっ

さらの田んぼから始まっております。国内でいろんな委員もさせていただいたり，個人的にも組

織的にもいろいろやらせていただいております。［スライド 3.2］　もともとは宇都宮で下野農園

とありますが，別会社があり，それと大田原市が合弁で行っております。官民連携という話があっ

たんですが，パブリックプライベートパートナーシップという官民連携で作ったのがこの第３セ

クターの大田原ツーリズムとなっております。大田原市から，この農村から農業中心とした観光

を作ってほしいというお題をいただいて，始まったということであります。［スライド 3.3 ～ 3.4］

　前段は今までやってきたことを，後半にＦＩＴを中心としたインバウンドの話をしていきたい

と思います。まず，今まで弊社の話を聞いた方々も多いかもしれませんが，栃木県で 23 万泊の

年間インバウンドってありますけれども，うちで栃木県で誘客しているのが，大体その１％ぐら

いは県内にインバウンドの団体を中心として宿泊を増やしているかなというかたちです。これは

国内も含めた実績なんですが，毎年のように左下の図のように，宿泊数も交流人口も増加させて，

あとは実はうちはいま二つの事業を抱えておりまして，旅行とホテルという二つで行っておりま

すが，その旅行の中心として農村では宿泊場所がありませんので，農家民泊を中心として宿泊を

講演３
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増やしております。大体 170 軒程度の農家民宿となっております。いま会社は，その二つの事業

を中心として，15 名の従業員を抱えて行っております。［スライド 3.5 ～ 3.6］

　今まではターゲットとして，団体ですね，国内の教育旅行とか，海外の教育旅行を中心とした

団体旅行と言われるセグメントに対して来ていただいていたところであります。私たちは施設と

いう施設がなかったので，と言ったら大田原に申し訳ない言い方をしますが，農家民泊を中心に

いろんな体験を，100 以上の体験を作って，それをプロモーションかけて，いろいろ体験して，

国内外から来ていただいて，そのうち相互交流を行って，各家庭のホストファミリーの方々も海

外にどんどん行くようになってきたということであります。ほかに，大田原ツーリズムが国内で

も実は非常に注目を浴びまして，一つは自立経営ですね。弊社，出資はしていただいたんですけ

れども，基本，いま補助事業とかいただいていなくて，国内のＤＭＯはほぼほぼ補助事業で行っ

ているんですが，うちは自立経営をやっているというところで，その根本的なのは，旅行業収益

性が非常に高いという部分とか，あとは人材確保で外国人も２人ほど採用しているんですけど，

なんと優秀層が 240 人応募してくださって，その中から２人採用したり，非常に際立ったことを

やっているので，注目を浴びております。

■滞在型の個人インバウンド観光
　そんな中で，中心に話していきたいのが，やはり地域ブランドを作っていくために，個人旅行

を行って地域をブランドしていこうと。いま団体の時代でもないので，経済効果を出すために団

体を持ってきていたんですが，あとは地域ブランドを作っていこうということで，いま個人旅行

にシフトし，新しい事業を作っております。この個人旅行として行うにあたって，今までは団体

に来ていただいて１泊とか２泊してたんですが，個人旅行では，私たちは農村に長期滞在の観光

を作るという考え方でやっております。実はここが非常に重要であって，栃木県で外国人観光客

が宿泊しないで日帰りで帰るというのが，実際私は聞いたと思っていまして，その長期滞在の考

え方をしっかりとハードを含めて作っていかないと感じております。［スライド 3.7 ～ 3.9］

　よく言われる国内の旅行会社を中心として行う観光の原則というのがありまして，観光には２

次交通が必要だとか，観光はルートで進むとか，あとは東京とかに長期滞在して，地方は日帰り

してしまうんですね。これを根本的に覆さないと，栃木も含めて農村の観光が本当に作れないと

思っております。私は外国人ターゲットにこの概念が壊せるものと思っております。一つ，実は

外国人というインバウンドにキーがあるのがなぜかというと，国内の旅行者というのは，所詮１

泊とか２泊なんですね。インバウンドはしっかりとここを考えないといけないんですが，日本で

の平均の滞在日数というものが，基本的には１週間以上で滞在しているわけなんですね。そこが

まずポイントになります。［スライド 3.10 ～ 3.11］

　農村でいうと，一つ農村観光にそこにキーがあるんですが，これはヨーロッパと日本のいま農

村観光，いわゆる農家民泊なんですが，実はヨーロッパでこの個人旅行での農家民宿というのが

非常に進んでおります。農村観光は，日本はちょっと特異で，教育旅行を中心とした市場で行わ
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れておりまして，ヨーロッパでは農家型のホテル，アグリツーリズムとかグリーンツーリズムと

言ったりするんですが，農家型のホテルが主流になっております。要は誰でも泊まりに行けるこ

とができるようなホテルを農家が保有しているんですね。これがイタリアには，例えば２万５千

軒あります。こんなように農家が投資して，日本で言えば古民家なんですが，200 年，300 年たっ

ている建物の中を思いっきり改装してホテルにしてしまうんですね。中は，場合によってこうい

うレストランとかプールまで作って，そのような投資を農家が行っております。［スライド 3.12］

　日本で，東京ではなく地方で滞在させるために何が必要かということの一つのポイントが私は

ここにあると思っていまして，一つは，部屋のタイプ，ヨーロッパ全体見渡しても二つあるんで

すね。大きく分けて。「Ｂ＆Ｂタイプ」というベッドアンドブレックファーストのタイプ，いわ

ゆる日本で言えばベッドとシャワールームしかない部屋と，あともう一つはアパートメントタイ

プというダイニング，キッチン付きの部屋があるということなんですね。実は日本というのは，

もともと団体旅行で日本人自体も１泊程度しかしないもんですから，ほとんどこのベッドと浴室

しかないような部屋ばっかりなんですが，実はヨーロッパ中こういうアパートメントタイプとい

う部屋があるんですね。例えば，ファミリーが一つのホテルに３泊以上泊まるとしたら，みんな

アパートメントタイプで泊まっていくんですね。実はこの滞在型のハード施設というものを，日

本人は知っているようで全然知らないという部分があります。なので，こういうアパートメント

タイプの部屋が日本中探しても，なかなか実は今までなかったというのがあるんですね。ちなみ

に，アパートメントタイプにおいては，リビング，キッチンなど，ホテルの中なんですね。ホテ

ルの部屋の中にこういうキッチンがあったり，こういうリビングとかがあるんですね。

■拠点型観光の必要性
　もう一つ考えると，例えばこれは栃木県で示した地図なんですけれども，一つの例えばファミ

リーが拠点型でアパートメントタイプのところに１週間滞在し始めるとどういうことが起きてく

るかというと，ルートではなくて，拠点型観光を始めるんですね。例えば一つの拠点にいて，今

日は那須に行ったり，次の日は日光に行ったり，次の日はあしかがフラワーパークに行ったり，

拠点を中心としてレンタカーなどでいろんな地域を回るという，こういう拠点型観光にしていき

ます。要は，今どちらかというと起きてしまっている現象が，民泊を中心として，エアビーとか

使って，外国人が実はホテルよりもむしろエアビーで取った民泊で東京に１週間，２週間滞在し

て，栃木に日帰りで来るという現象が結構起きてしまっているというのもあります。もしくは東

京にホテルで泊まって，東京のホテルを拠点にして，地方を回遊するという，東京拠点型の観光

をしてしまっているということがあります。なので，むしろ地方にしっかりと拠点型観光を作ら

なければ，１泊とかそういう単位ではなくて，１週間いてもらうためのハードをどうやって作っ

ていくかということをしっかり考えないと，なかなかこの長期滞在で地方に泊まってくれるとい

うものは，そんなに簡単には起きてこないと考えております。
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■町一体をホテルに
　イタリアで「アルベルゴ・ディフーゾ」というのがあるんですけど，これは参考までになんで

すけれども，これもイタリアの農村観光の一つの作り方で，理屈は町の中にいろんな宿泊場所だ

けではなくて，飲食だとか，物販とか分散して，町一体型でホテルにしてしまおうという考え方

がアルベルゴ・ディフーゾとなっております。こんな概念がありまして，農村観光，ヨーロッパ

のこういう農村の観光というものは，農家民泊型と，このアルベルゴ・ディフーゾの分散型ホテ

ル型というものがさまざまに点在するようになってきました。私たちがいまＤＭＯとしてやって

いるのはこれで，団体を誘客した農家民泊というのは既に国内外誘客できましたので次の段階に

行っております。

　この自主運営型の古民家ホテルをまずは作って，長期滞在型で泊まってもらって，成田から直

に来てもらって，１週間滞在してもらって成田に帰るというものを外国人ターゲットにできない

かということで模索して，最終的にはこのヨーロッパ型農家民泊の農家のホテルを，県北を中心

に広げていこうと考えております。実はこのヨーロッパ型のこの農家民泊の話は，結構国内に広

がってきております。これから，来年からさらにここが，国策でも行われていくという構想案も

できております。これはまた来年以降の話として，楽しみにしていただければと思います。

　実は一番，こう言ったら微妙なんですけれども，栃木県で消滅自治体と言われている那珂川町

に，有形文化財がありまして，東京に住んでいる方から町にいったん無償譲渡してもらって，そ

こを借り受けてリノベーションしました。東日本では有形文化財をリノベーションしてホテルに

したという事例は実は初めてで，東日本で初めてのことをこの栃木でやったということでありま

す。先ほど長期滞在型と申しましたが，ベッドルームだけではなくて，リビングとかキッチンで

すね，備え付けした部屋を３部屋，あとはショートステイ用に快適なスモールリビングとスモー

ルキッチンを作った部屋を３部屋の合計６部屋で作ったということであります。飲食については，

中村先生の中でも食は重要だとあったんですが，私たちはあくまでも観光地づくり法人なので，

地域の中で一緒にやってもらえる飲食店といろいろ連携して，この外国人とか，国内も含めての

ゲスト用の特別なディナーと朝食を準備しました。コンセプトとしては，国内もそうなんですけ

ど，海外も本当の日本のライフスタイルを１週間の滞在で提供していこうということをコンセプ

トに営業を開始したというところであります。こういう地元ならではの体験を地元の自然体験を

やっている会社と作ったり，あとは海外プロモーションとかも積極的に今やっておりまして，こ

ちらは香港のメディア等に，有名な雑誌等に今ばんばん載ってきているということであります。

［スライド 3.13 ～ 3.27］

■２次交通と景観
　途中でお話しました，観光には２次交通が必要ということなんですが，実はアジアの富裕層も

含めて，すでに泊まりに来てくださっております。まさに実は実証実験的に世界の市場分析をし

て私たちは始めたわけなんですが，早速どこからか聞いたのか，成田から直に来て，１週間大人
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４人で過ごして，１週間たってから成田に直に帰るみたいな，本当に富裕層が来てくださってお

ります。日本人だと１泊，２泊が中心なんですが，やはり外国人は３泊以上してくれるというよ

うなデータも得られてきました。

　世界を見ても，本当の観光地を回ろうと思ったら，どうしてもやはり車が必要でありますし，

日本国内でもやはりこの車で来させるという比率を高める必要があるかなと思います。データ

でみるんですけれども，実は香港市場でいえば，香港の観光客が毎年 200 万人来ております。実

は 200 万人来ているうちの４，５年前で言えば，レンタカー比率は 16％でした。ただ，直近の３

か月の傾向をみると，実は 24.6％。要は４人に１人なんですね。年間約 50 万人がレンタカーで

観光しているという時代になってきていて，外国人のレンタカー比率は非常に高くなってきてお

ります。毎年毎年割合が高くなっているところです。もう一つ，観光はルートで進むとあります

が，本当の意味で栃木で宿泊を増やすんだったら，長期滞在としてどんどん作っていけなければ，

東京とのある意味競争の部分もありますので，栃木のまさに景観とかを大事にした拠点型観光を

ハードともにしっかりと作っていって，マーケティングをしていくということが必要だと思って

います。ＤＭＯなので自分たちで新しい市場を作って，将来的には農家民泊をこの県北で増やし

て，まさに外国人の長期滞在が増えていくことをやっていこうというところであります。どうも

ありがとうございました。

◆司会

　藤井社長，どうもありがとうございました。
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パネルディスカッション

「地域資源を磨いておもてなしするために」

パネリスト

　岡本　誠司 氏（栃木県副知事）

　音羽　和紀 氏（オトワレストラン・オーナーシェフ）

　宮地アンガス 氏（ジャパン・ワールド・リンク株式会社 代表取締役）

　中村　　裕 氏（元社団法人日本ホテル協会会長）

　細谷　真規 氏（ザ・リッツ・カールトン日光 総支配人）

　藤井　大介 氏（株式会社大田原ツーリズム 代表取締役社長）

司会

　須賀　英之　　（宇都宮まちづくり推進機構理事長・宇都宮共和大学学長）

◆須賀

　それでは，パネルディスカッションを始めます。最初に栃木県の観光振興施策について，岡本

副知事からよろしくお願いいたします。

■栃木県の観光振興施策について
◆岡本

　県の副知事の岡本でございます。ただいま放映されました栃木のＰＲ映像

いかがでしたでしょうか。栃木の美しさ，素晴らしさがあふれた映像になっ

ていると思います。配布しました資料に沿ってご説明させていただきます。

『栃木県の観光振興施策について』という資料でございます。

○ＤＣキャンペーン

　ＤＣキャンペーン３年は無駄ではなかった，非常に成果があったという話を始めにさせていた

だきたいと思います。2017 年にプレ，2018 年・昨年本番。今年・2019 年がアフターと，３年間

に亘りＤＣ，デスティネーションキャンペーンをやってきました。多くの関係者のご努力，ご協

力をいただきまして成功したと思っております。たくさんの特別企画ができましたし，１番にご

ざいます地域間の連携の強化，地域活性化の機運の高まりというのもございました。25 市町す

べてでイベントもやっていただきましたけれども，それまで全くやったことがなかった市，町も

あったんですね。そういうところも含めて，地域で連携して取り組みがなされました。２番の交
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通事業者との連携強化ということで言えば，もともとＪＲのキャンペーンですからＪＲはもちろ

ん，東武鉄道も６月 15 日，県民の日に東武鉄道（宇都宮線）のフリー乗車デーなどをしていた

だきました。３番のおもてなし機運の醸成もなされました。その中で二次交通の充実をもっと図

るべきという議論もございました。

　５ページで，茂木町のミツマタは，最近話題になっていて，とても素晴らしいですし，人もいっ

ぱい来ていました。まさに掘り起こしをしておりまして，矢板市の「おしらじの滝」も人気となっ

ておりますし，栃木市のお祭りは２年に１回秋にやっていたわけですけれども，春にもお祭りを

やるようになった。皆さんに真剣に取り組んできていただき，４月から６月の入込客の目標が達

成されました。宿泊客も伸びました。伸びたのですがここはやはり課題で，目標は 220 万人でし

たが，目標には届かなかった。この理由はインバウンド関係の宿泊の伸びが少ないということに

尽きると思います。

　８ページはインバウンドのトータルの数字で，９ページは日本人と外国人を足した延べ宿泊者

数です。栃木の場合はほぼ日本人と思っていただいていいですが，全国 17 番。ちょっとランク

が下がってきていますけど，悪くはないとも言えます。ほかの県と比べても，頑張っていると言っ

ていいと思うんですね。ところが 10 ページの外国人宿泊客数を見ますと，栃木県は 32 位。これ

だけギャップがあるところも珍しいわけでして，栃木県は要するに国内は頑張っている，インバ

ウンドは少ない。ゆえにその比率で出しますと 11 ページにあるように全国 41 番ということで，

もはや下を探すのが難しいという状況になっています。

○インバウンドの振興

　私は愛媛県松山市で，作家司馬遼太郎の小説でドラマ化された時期に「坂の上の雲」のまちと

いうことで観光のＰＲをしていましたし，内閣府の沖縄関係部局，もとの沖縄開発庁でも観光と

沖縄振興一括交付金等を担当しており，さらに国交省の航空局にもいましたので，インバウンド

をなんとしても進めたいということで，昨年７月の副知事職への就任以来，ずっと取り組んでま

いりました。そこでインバウンドを進めるためにまず大きく２つのことに取り組みました。

　一つ目は全庁で戦略的に進めるということでして，12 ページの左上を見ていただきますと，例

えば農産物の輸出促進は農政部，企業の海外展開は国際課，観光は観光交流課，教育交流は教育

委員会等それぞれの課が取り組んでおり，県庁一丸となって進めるため，知事の下，国際戦略推

進本部を設置いたしました。13 ページは海外交流についての参考資料です。例えば栃木県は中

国の浙江省と仲良しですが，政府・行政同士が仲が良いということは，観光にも民間交流にも役

立つところがあるので，参考までにお配りしました。14 ページは栃木県の各国別の取り組みを

部局横断で作ったものです。今まさに知事は県議会，議長，民間の経済，金融，観光，農業団体，

日本酒の関係者，そういう方も含めて，ベトナム，タイへ訪問中です。今までこのような部局横

断でまとめた資料がなかったのです。今はこのような資料を作りながら戦略を考えて進めていま

す。
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　二つ目がインバウンド予算の増加です。15 ページにあるように，栃木県のインバウンド予算

は昨年度 3,645 万円，４千万円以下だったのですが，ここをまず増やさないと次へ進めないとい

うことで，今年度は１億２千万円，３倍まで増やすことができました。関係者に応援もいただき，

増額した予算による成果の一つが，先ほど流れた動画です。また，15 ページですが，県観光物

産協会で有識者を雇用することとし，台湾の方，李寧（リーネイ）さんに来ていただいて，体制

を強化しています。

　18 ページ・19 ページをご覧いただきたい。３本動画を作っていて，「Sense of  Beauty － 美と，

自然と，カルチャー」ということで，総集編を先ほど見ていただきましたが，587 万回再生になっ

ております。20 ページにあるように動画の再生回数の目標は４本合わせて 500 万回が目標だっ

たんですけれども，４本で 1,460 万回再生までいきましたので，明らかに成果があがったと思っ

ています。今回のポイントは栃木県内で行政がここまで踏み込んで行ったのは初めてだと思いま

すが，広告予算です。YouTube を見ると，はじめに広告が出ることがありますが，その広告の

予算を投入しましてまずは見てもらう。そこに力を入れており，見ていただいて栃木に興味を持っ

た方にはホームページに飛べるようになっています。YouTube を見たときに，ホームページへ

飛んでいただいて，実際検索していただいた数が９万 3,800 回のところまできました。実際どの

国の方がどのくらい見ていただいたのかというデータが Google から来ます。現在はベトナム，

スペイン，フランス，タイ，アメリカの順になっておりますが，非常に反応がいい。我々として

はこれからもデータに基づきデジタル情報も活用して，県の観光行政を大きく変えていくんだと

いう意気込みを持って推進してまいりたいと思っております。

　21，22 ページは，富裕層の関係事業の資料で，23 ページは，他県と連携して取り組んでいる

一覧です。最後に 24 ページです。華厳の滝のライトアップですが，特別保護地域なので，環境

省の許可がないとライトアップができないんですが，地元がやりたいと言っているんだから絶対

にやろうということで，地元，市，県一体となって働きかけて，今回はじめて実現いたしました。

目標人数 2,700 人を大きく上回る 7,500 人の方が来ました。自然環境調査もあるので，来年につ

いてはまだ決まっていませんが，ぜひ継続できればと思っています。

　もう一つが 25 ページの環境省が行っている「国立公園満喫プロジェクト」で，国立公園の関

係で目標がありますが，伸びてはいるんですけれどもまだ目標に足りていない。そこで，冬季を

中心とした誘客を促進する。コンテンツを充実して，滞在時間を延長してもらう。特に自然ガイ

ドさんが足りないのですが，外国の人が来てくれたときに外国語でしっかりと対応できる，富裕

層，まさにリッツ・カールトンに来られるようなお客さんが満足していただけるような商品の開

発，ガイドの養成が必要で，まずは登録制度を作る。また，新しい魅力づくりということで，「ユ

ニークベニュー」と言いますけれども，特色ある施設で，例えば結婚式をする。沖縄では美ら海

水族館で結婚式を行ったりしています。このような取り組みについて環境省の補助事業に採択を

される見込みです。
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◆須賀

　副知事，ありがとうございました。先ほど中村先生からＭＩＣＥやＤＭＯの大切さを，藤井さ

んからＤＭＯの事例のお話がございました。2022 年にＪＲ宇都宮駅東口に市のコンベンション

センターができます。宇都宮市の駅東口整備室の方からお話いただけますか。

◆佐藤

　宇都宮市東口整備室の佐藤です。コンベンション施設は，現在，基本設計を行っています。

２千人の大ホールを備えるコンベンション施設の営業活動は，県内大学や企業への訪問営業がメ

インになっています。施設の詳細な内容がまだ固まってない状況なので，具体的な営業には至っ

ていません。しかし，数多くの「宇都宮の施設を利用したい」というお問い合わせを受けており

ますので，それに対応できるような誘致・営業活動と施設整備に取り組んでまいります。

◆須賀

　大規模なコンベンションですと，３年ぐらい前から予約が入ってくるものですし，またアフター

コンベンションも重要だと思うので，今から本格的に誘致に力を入れていく必要があります。今

日，コンベックスの坂井社長と西川専務がお越しになっておりますので，宇都宮市ではどう対応

していけばよいか示唆をお願いします。

◆西川

　2022 年にオープンする市のコンベンション施設のお手伝いをさせていただいております。行

政のバックアップなくして施設運営はなく，コンベンション施設は市が所有し，指定管理のグルー

プが運営をします。地域の力においてコンベンションやＭＩＣＥを誘致し，そこで大きなイベン

トや会議が開催されることによって，地域の活性化につながる。誘致のための条件がいくつかあ

ります。コンベンション施設があること。それを受け入れたときにお客さんが泊まれる宿泊施設

があること。そこで食事やパーティーができる受け皿があること。これが最低限の三条件です。

沖縄で弊社が会議を開催したときに驚きましたのは，補助金がかなりございました。会場使用料

の半額を県が負担してくださるという，そういう行政の大きなサポートがあり，開催ができたと

いうこともございます。ＤＭＯを，地元の皆さんの協力のもとに，主催者，コンベンション施設

の運営者が良いものを開催するために，その誘致の受け皿として早急に開設できることを期待し

ています。

◆須賀

　中村先生，いかがでしょうか。先ほど大企業もたくさんある，これからコンベンションができ

るということで，どうやってその誘致やおもてなしをしていくか。ＤＭＯを宿泊税による，独自

の財源を作って外国人を雇って運営するということもあると思うのですが。
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◆中村

　結局は，バラバラで皆さんが行動してもどうしようもないんですね。皆さんが力を合わせて，

官民が一つになってＤＭＯを動かしていかないと意味がないと思います。したがいまして，その

組織づくり。この組織づくりのリーダーシップは，やはり官の方に取っていただくかして，組織

をきちんと作り，人づくりだとか，商品づくりだとか，仕組みをどうするかといったようなこと，

まずは足元を固めていかないといけないのかと思います。ですから，強烈なリーダーシップを取

る方が必要だと思いますし，まず官の方にそのサンプルを示していただければというようにも思

いますし，それによって民間がついてくるんじゃないかなと，このようにも思います。

◆須賀

　その通りですね。次に音羽先生よろしくお願いします。

■食・農・観光―テロワールを観光資源に
◆音羽

○ブランドとは

　どうしても私はヨーロッパ修行の中でフランスの影響が強いものですか

ら，フランスを通して，ある意味でヨーロッパを通して，話させていただき

ます。ご存じのように，『ギド・ミシュラン』というガイドブックがありま

す。今，日本でもガイドブックは最初，東京，横浜などの大都市，京都，大

阪とかで，つい最近奈良だけとか鳥取とか，行政の観光誘致かなと思うよう

なところでも，ミシュランを発刊しております。観光客を誘致できる，インターナショナルに誘

致できる，一つの重要な分かりやすいガイドなのかなと思っています。それと，フランスは農の

ブランド A.O.C 制度があります。パリはどうこうってあんまりフランスでは言わないで，地方は

どうこう，自分のとこはどうこうという話が多いんです。その地方のA.O.C，いわゆる原産地呼称。

素晴らしいブランドを強く誇ります。そのものを，地方の名店は当然すべて使っております。農

のブランド，農だけでは理解しづらいんで，料理を作って食べていただく，それがどういう産物

であったのかということじゃないと，一般の方に分かりませんので，そういうかたちをとってお

ります。ブランドに対して厳しいですね。分かりやすいのでは，シャンパーニュというのは，シャ

ンパーニュ地方から１メートル離れてもシャンパーニュという名前を付けられません。製法も同

じです。その中でやはり何十もの生産者が生産をされて，最終的にシャンパーニュと名前がつけ

られます。ですから，ブランドはただボリュームだけを作ろうということより，品質をきちんと

守って，何十年そのことを非常に大事なブランドとして，ますます強めております。

○美しい村づくり

　栃木県では小砂は，フランスの「もっとも美しい村」を参考にしています。日本では，北海道

の美瑛が第１号なんですけれど，小砂は今その一つになります。私も，大谷にそうなるべきかな
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ということで非常に興味を持っています。フランスとスペインをまたいでいるバスク地方があり

まして，サン・セバスチャンはよくテレビに出てきます。私は 1970 年代から，サン・セバスチャ

ンにも何十回も行っているんですけれど，そのちょっと先にビルバオというところに，1997 年，

グッケンハイムという世界的な美術館ができました。なんだか奇抜で，ど派手な建物ですけれど，

すごいのが出てきて，どうしてこんなの作っちゃったんだろうというふうに最初は見てました。

作品というより，そういうものがその土地に影響があり，ヨーロッパのいろんな人にどういう影

響があるのか，どういうふうに反映しているのかということに興味を持ってずっと見守っている

んですけれど，ヨーロッパでもっとも成功した事例と言われています。借金はとうに返したと町

の人はおっしゃっています。

○食と農と観光

　最近，宇都宮駅に新潟のガストロノミーというポスターがいっぱい貼ってあります。能登，ま

たは金沢，石川県あたりのカニの大きなポスターが，昔ではありえない，いわゆる食のポスター

がどんどん貼られています。私は観光と言うよりは，世界どこでも食・観光というぐらいに，食

を抜きでは，コンベンションも華厳の滝も，２度，３度は行かないと思います。やはり食をどう

いうふうに考えるかというのを原点から見ていかないと，自然にリピートするということには，

いかないと思っています。

　２ページを見ていただきたいと思います。栃木県の地域資源ということで，いろんな角度で書

いてあります。決して１店おいしい店が大谷にあればいいとは思っていません。やはりきちんと

したマスタープランというか，ビジョンをきちんと持つということにしないと，限界があるのか

なと思っております。きちんとしたビジョンのプロジェクトを組んで，各方面の方が常にそうい

うことを話し合ってキャッチボールするということが重要と思っています。素晴らしいポテン

シャルをどうまとめていくのか，ということが大事です。

　３ページは，ローカル・ガストロノミーというか，東京のまねをしたり，フレンチで言えばパ

リのまねをする時代ではないとは思っています。フランスではそもそもパリがどうこうって，地

方の有名店のシェフは言いません。やはりおらが村，おらが町というふうに，自分たちの身近な

食材を精いっぱい訴えながら素晴らしい食材を使って，それを大いに広げようと。地域の大事な

産業として考えています。よく考えてみれば，レストランでおいしいと言われたら，それが例え

ばアスパラガスだったらどこのって聞きたくなるし，それがその地域であれば，やはりそのアス

パラガス自体がそこの店でたくさん食べられる。お店でもいいし，いわゆる農のブランドとして

生産者もそういうところで認められて，一流の人たちから双方から認められる，きちんとしたお

いしいものを作る，提供するということを考える必要があると思っています。

　先ほど来ずっと宿泊がないとだめということがよく出てきますけれど，なぜ日帰りで帰ってし

まうのかなということを考えるべきです。食に対して考える方が少なかったと思っています。宿
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泊だけではだめだと思っているし，食をどういうふうに考えるかというのをきちんと見る必要が

あります。そのためにも，食に携わる人も育てなきゃいけないし，栃木県は立派な調理師養成施

設がたくさんあります。確かに東京に行って勉強，仕事をするのも自由ですが，いつかは地元に

戻ってやりたいという人も増やさないといけないんで，そういうステージづくり，魅力あるまち

づくりをする必要があるのかなと。栃木は素晴らしい音楽文化，益子をはじめ，いろんなアルチ

ザン，アーティストがたくさんいます。ただ単独の益子，または小砂ではなくて，多様性に対す

る連携，連動をしないと弱い。うまく行政とも連携できたらいいのかなと，私は栃木県はやり方

次第ですごいポテンシャルがあると思っています。

◆須賀

　細谷さんにお伺いします。リッツ・カールトン日光に来られるお客さまは，どのようなエクス

ペリエンスをするのか。六本木や京都に泊まって日光に来るのか，中禅寺湖を起点に県内を回遊

する可能性は。そのためには何が必要か。様々な体験を本県で提供することによって外国人の宿

泊日数を増やしていかなくてはと思うのです。

◆細谷

　どのぐらいの割合で日本人，そして外国人の宿泊者が私たちのホテルを利用されるのかという

質問が多いのです。水晶玉持っていないので分からないのですが，ポテンシャルとしては，当初

はおそらく日本人の利用者が多いのではないのかなと思っています。これには一つ理由がありま

して，日光のネームバリューというか，土地の認識がまだ外国人に弱いというところから，日本

人が多いのではないのかなと。私たちはインターナショナルなホテルなので，いろいろなネット

ワークを使ってリッツ・カールトン日光，そして日光を世界の地図に載せていこうと思っていま

す。

　最初は日本のマーケットを構築し，そして少しずつ海外のゲストを増やしていくという戦略に

なるのではないのかなとは思います。例として，リッツ・カールトン京都が５年前にオープンし

ました。そのときの比率が日本人が多かったということは記憶にもありますし，データにも残っ

ています。ただ，今，リッツ・カールトン京都の割合は約半分以上，８割にかかっているぐらい

外国人のゲストが宿泊されている。必然的なことなんですが，外国人のゲストが泊まることによっ

て，レートが上がっていく。レートがドライブされていくということもありますので，日本人の

方も泊まれる。そして外国人も泊まれるホテルにしていきたいなと思っています。

◆須賀

　栃木県でどう外国人の富裕層に満足していただけるのか，アンガスさんにお話しいただければ

と。
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■北関東のインバウンドについて
◆アンガス

　「体験」という視点で考えていたのですが，「日本人にも響く体験」と，「日

本人は当たり前だと思っている体験」があります。富裕層も富裕層じゃない

方も一緒かもしれないですけど，意外と日本人だと当たり前だと思っている

ことが外国人にとって面白かったりするんです。日本人が当たり前だと思っ

ている体験を忘れてしまうと，外国人から見て「体験」が平凡なものになっ

てしまう。驚きとか，インパクトが減ってしまう。岐阜県に行って，外国人

の間で有名な里山サイクリングを体験したときに，どうやってお米ができるのかという説明を田

んぼの横で受けたんです。それって日本人にとったら当たり前のことで，季節が秋で収穫が終わっ

ちゃった時期だったんですけど，ガイドさんがこういうふうにして米が育って，それがこういう

ふうにして収穫されるということを説明してくださったんです。私達視察団に外国人と同じよう

に説明しますと言ってご説明いただいたんです。米の育ち方の説明って小さいことなんですけど，

そういう説明を忘れてしまうとと，体験として平凡なものになってしまう。そういう外国人が興

味をもちそうなちょっとしたことを加えることで，満足度の高い体験ができるのかなというふう

に感じます。外国人全般にとって，このような「体験」をもっと考えるべきだと思います。

◆須賀

　北関東の観光ネットワークというのは，どういうイメージでしょうか。

◆アンガス

　『北関東のインバウンド －危機と可能性－』という資料ですけれども，まず１ページ目をめくっ

ていただくと，各県の外国人延べ宿泊者数の全国順位というものをまとめております。観光庁の

データを元にしてますので，県のデータと若干変わるところがありますが，６年前から直近まで

の外国人延べ宿泊者数の推移を表してます。６年前栃木県は 22 番目で，16 万人泊泊まっていま

したが，直近１年間は，29 万人泊で全国 33 位と，ほかの県に宿泊者を取られるかたちで，22 位

から 33 位まで下がってきています。私が危機だと感じているのはこの辺です。どこかで持ち直

せばいいのですが，今後どんどん競争力が落ちてしまうのではないか危機感を持っております。

人数としては 16 万から 29 万でほぼ倍に増えてはいるんですが，この伸び率というのが，全国で

47 番目なんです。この期間で，２倍に達していない県はほかにないのです。２倍に達していな

い県は栃木県だけということが，私として非常に心配をしている点です。

○旅行者向けの情報発信

　黄色でハイライトしたのが，東京以北のいわゆる北関東４県のエリアです。北関東各地は栃木

県と同様の問題を抱えています。どういう理由なのか考えているんですが，理由の一つ目として

は，ＦＩＴの個人旅行者向けの情報発信が足りないんじゃないかと思います。団体旅行だったら
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旅行会社に申し込んで，おまかせすればいいですけど，個人旅行者は３か月前からインターネッ

トで情報を検索しますので，インターネットで検索したときに栃木県内の情報，あるいは北関東

の観光情報がなければ，そこに訪れる可能性はぐんと低くなります。栃木県は知名度が低いた

め海外から「栃木県」という単語で日本の旅行情報を検索することはほとんどありません，そ

こで，東京に行こうと思っている外国人観光客に栃木県や北関東の観光情報見つけてもらえる

かが，カギだと思っております。弊社では，そのような取り組みを始めたいと思っていまして，

NearbyTokyo.com という北関東の観光情報を発信するホームページを作成しております。次の

ページめくっていただくと，うちのイラストレーターに描かせた北関東の絵があるんですけれど

も，北関東の観光資源は豊富で，周遊するのには非常にいい場所というふうに思っています。

　NearbyTokyo.com というサイトは，海外にいて日本，東京に行こうと思っている外国人観光

客に英語の北関東の観光情報をインターネットで見つけてもらう目的のホームページです。１月

に開設予定ですけれども，東京でできない北関東の楽しいコンテンツだったり，今なら日本一

というイベントとか，そういう観光資源は栃木県に豊富にありますので，そういうものを紹介

し，北関東を周遊していただくことができればと考えています。この NearbyTokyo に関連した

企画というのもございます。次のページをめくっていただくと，Utsunomiya Night Guide とか，

Discover Mashiko というのがありますが，宇都宮市から委託されて，日光から戻ってくる観光

客に宇都宮の夜の楽しみ方を英語で発信する特設サイトを制作したり，益子の事業者さんから外

国人目線で益子を発信するような特設サイトを制作しております。北関東内のいろいろな場所の

魅力が海外に届かないと意味がないので，各地の魅力を届けるための事業をおこなっております。

○北関東の広域連携

　なぜ栃木県とか北関東のエリアが外国人宿泊者数が伸びないかというもう一つの理由は，県境

を超えた連携が少なすぎるということだと思います。民間の連携も少ないと感じており，見えな

い県境の壁の存在を最近強く感じています。県内の観光連絡会とか，シンポジウムとかは結構多

いんですけど，県外の人が交流しながらこの北関東の地域をどうするか，北関東の広域連携を考

えるという会合はあんまりないんです。弊社では３年前から北関東インバウンドアワードという

会合を毎年やらせていただいております。今年は３年目になるんですけど，来年１月 17 日には

栃木県の佐野市で北関東インバウンドサミットと名前を変えて開催し，いろいろな観光事業者さ

んが懇親を図り，連携のきっかけを作れる場を作りたいと思っています。連携のきっかけができ

れば，今度は外国人に周遊の提案ができると思います。栃木県だけで外国人に何泊もしてもらう

ような提案よりは，北関東エリアで周遊してもらうことが外国人観光客の宿泊につながると思い

ます。例えば水戸に来た方に益子に来てもらう，日光に来た方に群馬に行ってもらうとか，そう

いうふうに各地を回ってもらうことによって宿泊数の増加が狙えると思います。

　最後に，北関東エリアに関して１点質問です。皆さんの中で，ひたちなか市が外国のクルーズ

船を誘致しようとしている話をご存じの方はいらっしゃいますか。海なし県の栃木県ですけれど
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も，ひたちなか市は海があってクルーズ船の誘致をしている。県境に壁があると，ひたちなか市

と連携し，クルーズ船のお客さまに栃木県を楽しんでもらうことはできないですが，普段から行

政や民間がもっと交流をしていれば，茨城県に近い市や町はクルーズ船の誘致や送客といった連

携ができます。県境が壁となり情報が行き渡っていないケースは多いと思うので，もっと県境を

越えた交流や連携の企画を行って北関東を盛り上げていく必要があると思っております。

◆須賀

　藤井さんにお伺いします。成田から直接・連泊型の需要を取るというのはとても印象的です。

成田から東京に泊まって日帰りで東照宮に行くだけでは，栃木県に外国人は泊まらないし，お金

もＪＲと東照宮にしか入らないわけで。やはり１泊目，せっかく来たら２，３日泊まって観光し

てもらってから，東京に行ってもらう。どのようにまず１泊目の需要を取って，そして２，３日

滞在してもらえる，そういうルートが形成できるのか，アドバイスをお願いします。

○拠点型観光のプロモーション

◆藤井

　特に新しいことというわけでもないんですけれども，先ほどお話ししたケースで言うと，１週

間滞在した４人の方なんですが，日光も行きました。那須も行ったのです。１泊目，２泊目は那

須に日帰りで行ってたんですね。３日目は那珂川町を回ったのです。４日目どこまで行ったかと

いうと，実は蔵王まで行ったのです，日帰りで。外国人って，こういう距離感というものを考え

てほしいのです。相手の気持ちになって考えれば，私たちもイタリアに行って，フィレンツェの

郊外に行って，拠点型のアグリツーリズムで泊まるときに，フィレンツェ，イコール１時間で行

けるような感じで今日行ったりしても，例えば中日とかに３時間かけてもローマに行ったり，そ

ういうことってあるわけなんですね。距離感が全然違うんです。

　だから一番重要なのは，那珂川町とか那須だけではなくて，栃木県の全体的にプロモーション

を。栃木とか茨城の広範囲で売っていくことと，長期滞在ができるんだよということを率直にプ

ロモーションをかけること，この二つかなと思ってます。それをダイレクトに，アジアとか海外

に仕掛けていくことですね。これからやりたいなと思うのは，レンタカーとのオプションプラン

という部分ですね。私のところではもう東京とかに泊まらないで直接来てもらうことしか考えて

いないので，そういう需要は，実は関西とか九州では起きてきているんですよね。レンタカーで

外国人が動くということは，東日本では弱いですね。だからエリアで動くのと，ちゃんと拠点型

で施設をプロモーションしていくということが重要と思っています。

■パネリストからのコメント，まとめ
◆須賀

　最後に登壇者の方々から，「地域資源でおもてなし」というキーワードでこれから栃木県がや

るべきこと，あるいは皆様に励ましのお言葉などをいただきます。
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◆中村

　栃木県には意外とたくさんの資源があるということですね。その資源を有効に活用するという

ことが大事なことじゃないかと思います。ポテンシャリティがすごくある県ではないかなと思い

ます。ラグビーじゃありませんが，ワンチームになってこのポテンシャリティを広げていってい

ただければ，観光でも有望な県になると思います。

◆細谷

　日光に特化してしまう話にはなってしまいますが，私が日光に住み始めて中禅寺湖と奥日光の

話をすると，皆さん異口同音に，すごく不便だということを話されている印象があります。不便

というのは，人それぞれ違いがあると思いますが，やはりロジスティックであったり，いろは坂

を登らなくちゃいけないとか，いろいろな高いハードル，低いハードルがあると思いますが，や

はり利便性を高くする。それがこれからの観光にフィットしていくのではないのかと思います。

もっと皆さんが日光，そして栃木に対するその資源にプライドを持ってもらいたいと思います。

これは外から来た私が感じたことなんですが，すごく素晴らしい資源があって，先ほどのビデオ

も皆さん見ていただいたとは思いますが，素晴らしい自然とカルチャー，文化，そして人，コミュ

ニティがあるので，もっとプライドを持っていただければ，そのプライドが必ずビジネスチャン

ス，そして富裕層な外国人なり日本人の観光客がもっともっとこれから増えるんではないかなと

思います。

◆須賀

　ザ・リッツ・カールトン日光の予約のサイトは，いつからオープンされる予定ですか。

◆細谷

　予約サイトは来年の２月中旬にオープンする予定でいます。またプレスリリースというかたち

で報告させていただきますが，そろそろオープンさせていただきます。そのときに，お値段を確

認していただければと思います。

◆須賀

　５月 22 日オープンですから，ぜひご家族と一緒に訪れていただければと思います。楽しみに

しております。栃木県でお客さまをお迎えする音羽先生いかがでしょうか。

◆音羽

　宇都宮駅や市内にホテルが１軒，２軒，そのほか周りにいくつかホテルが建ってオープンして

いるところもあります。茂木にもあったり，ろまんちっく村にも出たりということがあるんです。

友だちが，皆さんの大事な人を東京から，県内のいろんなところにお招きするときに，宇都宮の
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方はどこにお招きしたり，ここに連れて行ったら喜んでくれるかなというところが，まだ不明瞭

かなと思っています。接待するんだったらあそことあそこだよねとか，たくさんの人が集まるん

だったらこうだよねとか，居酒屋でもあそこだったら間違いないよねとか，ホスピタリティだけ

ではなくて料理の質もいろいろ含めて。そういうことがおそらく分からないんじゃないかなと。

　工業団地にいろんな企業があります。私どものところにも来ていただいてますけれど，皆さん

ほとんど知っていらっしゃいません。いわゆるどういうところに行ったらいいのか分かんないん

だよって，言われます。わざわざ友だちに紹介したくなる，または特別な接待というわけじゃあ

りませんけれど，また海外の人が来たときに対応できるということがどういうところにあるんだ

ろうかというのをもうはっきりしたほうがいいんじゃないかなと。そういうグループができれば，

栃木県の地産地消の，しっかりしたものを使って，きちんと対応する。そういうことが必要かなと。

　ホテルと連携する必要があるとも思います。ホテルのコンシェルジュがどこに連れて行ってい

いか分からない。たまたま知っているからあそこをご紹介するというんじゃなくて，もう少し客

観的に宇都宮も知っていただかないと，結果的に，なんだ中途半端だなって言われていくのはま

ずいと。そういう厳しいことをやることによって飲食関係の人たちも，もっと頑張るというふう

に切磋琢磨すると思っています。そういう連携を取れるようなことをしていきたいと思っていま

す。

◆須賀

　食は大切ですね。飯塚邸では，地元にあるレストランや，料亭を紹介してということです。ま

た人形町のロイヤルパークホテルのように，外人向けに飲食店や名所の地図を作ったり，という

ことが考えられると思います。

◆藤井

　今日の感想は，栃木の未来は明るいとしか言えないんですけども。農村観光は数年で変わって

いくと思っていますし，国策で来年から面白い挑戦がさらに発進，始まっていきますので，この

３年から５年でぜひ大きく変わっていければなと思います。日本は温泉があったんで，地方の観

光というと温泉が中心だったんです。でも世界の観光を見て，ニュージーランドとか，オースト

ラリアとか，ヨーロッパでいうと，やはり農村観光が地方の観光のポイントになっているんです

ね。だから日本も，農村のきれいさが圧倒的にありますので，ちゃんと温泉観光とは別に作って

いかなければいけないと思うし，個人旅行を中心とした農村観光が動いていくと思います。そこ

を中心に国内も動いていくので，栃木県の農村観光が日本で最先端にいくようにもっていければ

なと思っています。日本で 23 位とか，三十何位とかじゃなくて，そっちへ頑張っていきたいと

思います。
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◆須賀

　アンガスさん，北関東の情報も積極的に発信してもらいたいと思います。

◆アンガス

　観光資源，地域資源は栃木県に多く存在しているというお話をされていましたが，私も同感で

す。地域資源が足りないということはないと思っています。ただ，各観光資源の魅力が海外に伝

わっていないという問題はあると思います。地域資源を発掘し，どのようにブランド化し発信す

るかという段階になって，隣の町をまねしちゃうことが多くあります。どの町も同じようなコン

テンツにならないように注意するべきだと思います。せっかくユニークなものが多く集まってい

るので，皆さんの町や地域の中で，得意なものを見つけ，発信し，外国人に刺さるようなことを

どんどん続けていってほしいなと思います。やれば結果は必ず出ると思います。広域で一緒に力

を合わせていければ，栃木県の外国人宿泊者数が急激に伸びたみたいなニュースが期待できるの

ではないかと思います。

◆須賀

　ご協力よろしくお願いします。岡本副知事には，全体をまとめていただければと思います。

◆岡本

　インバウンド飛躍に向けてホップ・ステップ・ジャンプが必要だとすると，明らかにホップは

したと思います。現在はステップ，足元を固めている段階で，さらに関係者が手を携えて頑張れ

ば絶対ジャンプできるんだと私は思っておりまして，皆さまのいろいろな取り組みを聞いて心強

く思ったところです。

　２つ付け加えさせていただきたいと思います。一つ目は羽田空港での国際便の大幅増加です。

来年の３月 29 日から羽田空港の新飛行ルートが実施されますが，なぜ新飛行ルートにするかと

いうと，国際便を増やすためであって，現在羽田空港の一日 80 便の国際便が来年の３月末から

130 便になります。首都圏で国際便がこれほど増えるのは７，８年後の成田空港の第３滑走路の

完成まではない大きなチャンスなので，質の向上はもちろん必要だけれど，インバウンドの受入

れ，量に関してもこの機会を活かすべきと思います。私が沖縄の仕事をしていたとき，2011 年

の数字で見ると，沖縄への外国人観光客は 28 万人でした。昨年はなんと 300 万人です。沖縄だっ

て最近なんですよ，インバウンドが伸びたのは。栃木は残念ながら低位だけれども，将来伸びな

いということはなくて，絶対に大きく伸びる可能性があります。

　二つ目は地方創生交付金の活用です。今回のシンポジウムには市町の行政や議会の皆さんもい

らっしゃるので，考えていただきたいのが地方創生交付金をうまく使うことです。地方創生交付

金は，国の補助率２分の１ですが，県のインバウンド事業はほとんどこれを活用して行っていま

す。市町では交付金を使って熱心に取り組んでいるところがある一方，まったく活用していない

ところもあり，財源もあるわけですので，せっかくある交付金をうまく活用してみんなで取り組
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めば，インバウンドの順位は絶対上がる，もっともっと伸びると思っております。皆さま方には，

いろいろとお力添え賜ればと思います。

◆須賀

　先生方には，たくさんの有意義なお話をいただき感謝申し上げます。皆様にも最後までお付き

合いいただき，本当にありがとうございました。ぜひシンポジウムのご感想やアドバイスをアン

ケートにお書きください。それぞれの立場で栃木県のインバウンド増加に向けて努力していく，

そのような心構えを今一度固める機会になったと思います。

　パネリストの皆さま方に，盛大な拍手をお願いいたします。ありがとうございました。
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　宇都宮市創造都市研究センターでは，“ 文化のかおるまちづくり ” を具体化するための研

究および事業の企画・運営を行う組織として，「地域活性化研究プロジェクト班」を結成し，

意見交換を重ねてきた。2019 年度においては，３大学学生有志による「創造都市研究ゼミ」

（３グループ）を結成し，宇都宮市の現状や課題を把握するとともに，クリエイター等のア

ドバイスを受けながら，創造都市化に向けたアイデアを出し合い，「第 16 回学生＆企業研究

発表会」（主催：大学コンソーシアムとちぎ）や「大学生によるまちづくり提案 2019」（主催：

うつのみや市政研究センター）等の場で，研究成果の発表と政策提言を行った。

キーワード：創造都市，地域活性化，シビックプライド，景観，起業

はじめに
　宇都宮市創造都市研究センターは，宇都宮市内の私立４大学（宇都宮共和大学，作新学院大学，

文星芸術大学，帝京大学宇都宮キャンパス）と自治体・産業界等が連携し，宇都宮都市圏の創造

都市による発展を目指し，2017 年 10 月に設立されたプラットホームである（センター長：宇都

宮共和大学長 須賀英之）。本事業は，文部科学省の「私立大学総合改革支援事業（タイプ３関連

事業）」に選定されている。

１．１　 活動の背景と経緯
１．１．１　地域活性化研究プロジェクト班の概要
　宇都宮市創造都市研究センターの事業のうち，“ 文化のかおるまちづくり ” を具体化するため

の研究および事業の企画・運営を行う独立組織として，地域活性化研究プロジェクト班（班長：

宇都宮共和大学都市経済研究センター運営委員）を結成し，意見交換を重ねている。

宇都宮市創造都市研究センターの
地域活性化研究プロジェクト班について
A Report on the Regional Revitalization Research Project Group 

of the Research Center for Creative City Utsunomiya

吉　田　　　肇（宇都宮共和大学　教授）

研　究
ノート
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地域活性化研究プロジェクト班の参加メンバー

①宇都宮共和大学，②作新学院大学，③文星芸術大学，④帝京大学宇都宮キャンパス，⑤宇都

宮市，⑥宇都宮商工会議所，⑦宇都宮オリオン通り商店街振興組合，⑧NPO法人宇都宮まち

づくり推進機構，⑨トヨタウッドユーホーム株式会社，⑩NPO法人とちぎユースサポーター

ズネットワーク―を基本とし，市内外の事業者や芸術家，市民（リコージャパン株式会社栃

木支社，大谷石材協同組合事務局長，一般社団法人スリーアクト，脚本家，デザイナー等）も

メンバーに加わっている。  

１．１．２　創造都市研究ゼミによる活動
　宇都宮市創造都市研究センター地域活性化研究プロジェクト班では，宇都宮都市圏の創造都市

化に向けた取り組みの一つとして，３大学（宇都宮共和大学，作新学院大学，文星芸術大学）の

まちづくりに関心の高い学生 12 名（各大学４名）を招集し，３つの「創造都市研究ゼミ」（シビッ

クプライド研究グループ，景観研究グループ，企業研究グループ各４名）を創設した。

　創造都市研究ゼミでは，約１年をかけ，ゼミ生たち自らが地域に足を運び，宇都宮市の現状や

課題を把握するとともに，創造都市化に向けたアイデアを出し合い，行政や民間企業にその方策

について提言を行った。

１．２　活動の経緯
（１）第１回地域活性化研究プロジェクト班意見交換会

・日　時：2017 年 11 月 29 日（水）10：30 ～ 12：30

・会　場：宇都宮まちづくり交流センター イエローフィッシュ

・主な内容：創造都市研究センターとして目指すところについて意見交換。各団体で実施してい

る地域活性化等の事例を洗い出し。

（２）第２回地域活性化研究プロジェクト班意見交換会

・日　時：2017 年 12 月 22 日（金）15：30 ～ 16：30

・会　場：宇都宮まちづくり交流センター イエローフィッシュ

・主な内容：創造都市研究センターのスキーム案について意見交換。各団体で実施している地域

活性化等の事例を洗い出し。

（３）第３回地域活性化研究プロジェクト班意見交換会

・日　時：2018 年 2 月 22 日（木）10：00 ～ 12：30

・会　場：宇都宮まちづくり交流センター イエローフィッシュ

・主な内容：各団体で実施している地域活性化等の事例について協議し，アーティスト・タレン

ト等が住んでみたくなるまち「創造都市・宇都宮市」を形成していくことで認識が一致。
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（４）第４回地域活性化研究プロジェクト班意見交換会

・日　時：2018 年 4 月 27 日（金）10：00 ～ 12：00

・会　場：宇都宮まちづくり交流センター イエローフィッシュ

・主な内容：創造都市の実現に向けたクリエイターによるアイデア提案

提案①：「映画で愉快だ，うつのみや―映画による文化創生都市作りのご提案―」

　　　　鈴木 智 氏（脚本家）

提案②：「宇都宮市創造都市研究センターの強みと組織体制のご提案」

　　　　浅野 裕子 氏（一般社団法人スリーアクト 代表理事）

提案③：「まちづくりとデザイン」

　　　　坂内 雄二 氏（RICE 株式会社 代表取締役社長）

コーディネーター

　　　　鈴木 智 氏（有限会社メイユウ経営研究所 取締役・副社長）

（５）第５回地域活性化研究プロジェクト班意見交換会

・日　時：2018 年 9 月 14 日（金）10：00 ～ 12：00

・会　場：宇都宮まちづくり交流センター イエローフィッシュ

・主な内容：「創造都市の実現に向けたクリエイターによるアイデア提案」の振り返り

（６）第６回地域活性化研究プロジェクト班意見交換会

・日　時：2019 年 4 月 5 日（金）　15：30 ～ 20：00

・会　場：宇都宮まちづくり交流センター イエローフィッシュ

・主な内容：「創造都市研究ゼミによるまちづくり提案にむけた研究計画発表」

提案①：「郷土愛強化のための栃木ブランドを活かしたチャレンジショップ村の開設」

提案②：「景観改善のための大谷石の活用」

提案③：「外国人が起業しやすい環境の整備『UTSUNOMIYA VALLEY計画』」

（７）地域活性化研究プロジェクト班報告会

・日　時：2020 年 2 月 27 日（木）　15：00 ～ 17：00

・会　場：宇都宮まちづくり交流センター イエローフィッシュ

・主な内容：「創造都市研究ゼミによるまちづくり提案」

提案①：「宇都宮市民 50 万人観光大使計画　―市民が宇都宮をもっと自慢するために―」

提案②：「宇都宮駅西口大改造計画　―目でみてわかる宇都宮―」

提案③：「起業したくなる SDGs な未来都市うつのみや「UTSUNOMIYA VALLEY 計画」」
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２　主な活動内容
２．１　創造都市研究ゼミの活動
　2019 年度においては，地域活性化研究プロジェクト班内に創設した，３大学学生有志で構成

された「創造都市研究ゼミ」によるまちづくり提案活動を中心に取り組み，研究成果の発表やま

ちづくり提案などを行った。具体的な活動経緯は，以下の通りである。

・2019 年 2 月 22 日：イエローフィッシュにおいて開校式，創造都市研究ゼミが始動（指導教官：

宇都宮共和大学 西山弘泰専任講師，作新学院大学 春日正男特任教授）

・2019 年 3 月 6 ～ 8 日，市内の現地視察，ディスカッションを行い，3グループ（シビックプラ

イド研究グループ，景観研究グループ，起業研究グループ）に分かれて予備調査開始

・2019 年 4 月 5 日：地域活性化研究プロジェクト班意見交換会において，2019 年度の調査計画

を発表。地域活性化研究プロジェクト班のメンバーからアドバイスや支援を取得。

・2019 年 4 月以降は，テーマごとに調査開始

　　　※研究グループごとに個別に活動，月１回程度全体で集まり情報共有，ディスカッション

・2019 年 6月 2日：日本建築家協会栃木地域会主催「旧日光庁舎周辺整備基本計画ワークショップ」

への参加

・2019 年 6 月 7 日：「創造都市宇都宮都市圏を考えるシンポジウム―産官学連携による創造都市

を目指した “特色ある地域づくり ”」（於 宇都宮共和大学）で各研究グループによる研究発表

・2019 年 8 月 22・29 日：夏季集中ゼミを実施し，各研究グループによる調査，資料収集，ディスカッ

ションを実施

・2019 年 11 月 10 ～ 11 日：金沢への視察調査（金沢市役所への取材，金沢学生のまち市民交流館，

金沢市街地等の視察など）。宇都宮共和大学 西山弘泰専任講師，作新学院大学 春日正男特任教授，

ゼミ生 12 名が参加。

・2019 年 11 月 17 日，起業研究グループの企画主催で学生向けの起業啓発イベント「『起業』と

いう選択肢を考えてみよう」（於 イエローフィッシュ）を実施。

・2019 年 11 月 30 日：コンソーシアムとちぎ主催「第 16 回学生＆企業研究発表会」（於 作新学

院大学）の研究発表で 3ゼミとも企業冠賞を受賞。

・2019 年 12 月 11 日，「JR宇都宮駅西口地区の再開発・再整備を考える意見交換会」（於 イエロー

フィッシュ）において，景観研究グループが学生提案「宇都宮駅西口大改造計画―目でみてわか

る宇都宮―」を発表。

・2019 年 12 月 20 日：うつのみや市政研究センター主催「大学生によるまちづくり提案 2019」（於 

宇都宮市役所）で景観研究グループ「宇都宮駅西口大改造計画　―目でみてわかる宇都宮―」が

第 3位に入賞。

・2020 年１月 14 日：景観研究グループメンバー（作新学院大学 猿山，宇都宮共和大学 遠藤）が
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ミヤラジに出演し，放送された。

・2020 年 1 月 21 日：景観研究グループメンバーが宇都宮市長と対談

・2020 年 2 月 27 日：地域活性化研究プロジェクト班報告会において，３つの研究グループが成

果報告。プロジェクト班メンバーと意見交換

２．２　創造都市研究ゼミの研究成果
　地域活性化研究プロジェクト班意見交換会のなかで，宇都宮都市圏の創造都市化を図るための

方向性として，市民とのまちづくり意識の共有，創造都市を感じさせるまちづくり１），クリエイ

ティヴ産業を始めとする起業の活性化２）などの方向性が抽出された。そこで，地域活性化研究プ

ロジェクト班内に創設した，３大学学生有志で構成された３つの「創造都市研究ゼミ」（各４名）

では，それぞれシビックプライド研究グループ，景観研究グループ，起業研究グループとして研

究を進めていくこととなった。

　2019 年度においては，「創造都市研究ゼミ」３グループによるまちづくり提案活動を中心に取

り組み，研究成果の発表を行った。

（１）「第 16 回学生＆企業研究発表会」における研究発表

　2019 年 11 月 30 日，大学コンソーシアムとちぎが主催する「第 16 回学生＆企業研究発表会」（於 

作新学院大学）で３つの創造都市研究ゼミ（景観研究グループ，シビックプライド研究グループ，

起業研究グループ）が，以下のテーマで研究発表を行った。

　このうち，景観研究グループが「大高商事賞」を，シビックプライド研究グループが「株式会

社ファーマーズ・フォレスト賞」，起業研究グループが「栃木銀行賞」をそれぞれ受賞した。

①「JR宇都宮駅西口再開発構想　～栃木県を象徴する駅前景観の創造を目指して～」

プラットホーム共同研究プロジェクト 景観研究グループ

②「宇都宮市民 50万人観光大使計画 ～市民が宇都宮をもっと自慢するために～」

プラットホーム共同研究プロジェクト シビックプライド研究グループ

③「UTSUNOMIYA VALLEY 計画 ～起業促進策の検討と実践をとおして～」

プラットホーム共同研究プロジェクト 起業研究グループ

（２）「大学生によるまちづくり提案 2019」における研究発表

　2019 年 12 月 20 日，うつのみや市政研究センターが主催する「大学生によるまちづくり提案

2019」（於 宇都宮市役所 14 大会議室）で３つの創造都市研究ゼミ（シビックプライド研究グルー

プ，景観研究グループ，起業研究グループ）が，以下のテーマで研究発表を行った。

　このうち，景観研究グループが第３位に入賞，シビックプライド研究グループと起業研究グルー
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プは奨励賞を受賞した。また，景観研究グループは，2020 年 1 月 21 日に宇都宮市長との意見交

換会を行った。

①「宇都宮市民 50万人観光大使計画　―市民が宇都宮をもっと自慢するために―」

プラットホーム共同研究プロジェクト シビックプライド研究グループ

②「宇都宮駅西口大改造計画　―目でみてわかる宇都宮―」

プラットホーム共同研究プロジェクト 景観研究グループ

③「起業したくなるSDGs な未来都市うつのみや　「UTSUNOMIYA VALLEY 計画」」

プラットホーム共同研究プロジェクト 起業研究グループ

　ここでは，「大学生によるまちづくり提案 2019」において，３グループそれぞれがまちづくり

提案を行った提案書を示す。（表－１，表－２及び表－３）

（出所：宇都宮市ウェブサイト「大学生によるまちづくり提案発表会 2019」

https://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/shisei/machi/kenkyu/renkei/1022243.html，2020/3/31

アクセス）
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３　今後の検討課題
　地域活性化研究プロジェクト班の多様なメンバーによる意見交換，さらにはまさにクリエイ

ティヴ産業である起業支援団体，クリエイター，脚本家，芸術家等からのアドバイスを受けて，

大学教員の適切な指導のもと，学生たちの柔軟な発想とあいまって，研究発表会での成果発表や

創造都市研究ゼミ（景観研究グループ）と宇都宮市長との意見交換など，一定の情報発信と政策

提言ができたと考えている。

　宇都宮市創造都市研究センターでは，創造都市研究ゼミの研究活動など，大学，行政，事業者，市民団体，

学生などが連携して，引き続き宇都宮市の創造都市づくりに向けての研究活動に取り組んでいきたい。

【注】

１）宇都宮市におけるクリエイティヴ産業の現状と創造都市の可能性について，丹羽（2017）は，

①都市計画と建築家とのコミュニケーション，そして市民とのまちづくり意識の共有，②デ

ザインの力を社会全体で育成，発揮する環境づくり，③ IT人材養成とインキュベートへの支

援，④文化活動の担い手と新たなプレイヤーの参加―を挙げている。（文献 [1]）

２）サービス業就業者数の集積度からみた都市人口や従事者数の変動について，吉田（2019）は，

圧倒的に都市部に集積している「音楽家，舞台芸術家」「著述家，記者，編集者」「美術家，

デザイナー，写真家，映像撮影者」などは，芸術文化のクリエイティヴ産業であり，サービ

ス経済化に伴う都市の成長要因の一つとしている。（文献 [2]）

【参考文献・情報】
[1] 丹羽孝仁（2017）「宇都宮市におけるクリエイティヴ産業と創造都市の可能性」（宇都宮市，『市

政研究うつのみや』，pp.61-70）

 https://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/009/231/2

 8creative.pdf

2020/3/31 アクセス

[2] 吉田 肇（2018）「都市のサービス経済化と成長要因に関する研究」( 宇都宮共和大学『宇都宮

共和大学シティライフ学論叢』，pp.59-78)

[3] 宇都宮市「大学生によるまちづくり提案発表会 2019」

 https://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/shisei/machi/kenkyu/renkei/1022243.html

2020/3/31 アクセス

[4] 大学コンソーシアムとちぎ「学生＆企業研究発表会（第 16 回）」

 http://www.consortium-tochigi.jp/kenkyu_happyo.html

2020/3/31 アクセス

[5] 宇都宮市創造都市研究センター

 https://www.rccc-utsunomiya.org/

2020/3/31 アクセス



139

　宇都宮共和大学シティライフ学部内藤マーケティング論ゼミでは，2017 年より，栃木県

立烏山高等学校１年「烏山学」研究チームとの共同研究として，那須烏山市内に道の駅『な

すらすやま』の建設を想定して，研究活動を実施してきました。３年目となる 2019 年は，

道の駅に利用客を誘引するための名物商品の開発を目指し，市内中心市街地に多数，存在す

る和洋菓子製造小売業に着目し，それらの小売業が製造販売している和洋焼き菓子の詰め合

わせの試作品開発を実施しました。（本研究は 2019 年 11 月 30 日開催の大学コンサーシアム

栃木主催「学生＆企業研究発表会」において『未来賞』を受賞しました）

キーワード：那須烏山市，商品開発，道の駅

はじめに
　「烏山学」は，栃木県立烏山高等学校が創立 10 周年を記念して開始した，地域課題解決型キャ

リア教育です。宇都宮共和大学では，長く，那須烏山市まちづくり研究会に所属している関係から，

数十種ある「烏山学」講座の中の商業関連の講座の一つとして，「道の駅なすからすやまをプロ

デュースする」というテーマで，シティライフ学部マーケティング論ゼミ指導教員である内藤が，

講師として参加してきました。

　2017 年には，「道の駅なすからすやま」の付属施設として，夏季限定の宿泊施設の建設を計画

しました。これは世界遺産にも指定され，毎年７月に市内で開催される「山あげ祭」を目的に市

内を訪れる外国人観光客を主要なターゲットとし，トレーラーハウスを客室として高い品質の各

種のサービスを提供する「グランピング機能」を備えた宿泊施設という形態であり，この研究は

2017 年「学生＆企業研究会」において『地域経済貢献賞』を受賞しました。

　2018 年は，「山あげ祭」鑑賞をより快適なものとし，さらに多くの観光客を市内に誘引するた

めの道の駅の付属施設として，野外劇場を計画し，この研究は同年の「学生＆企業研究発表会」

那須烏山市スイーツ詰め合わせによる
商品開発について

A Study on the Product Planning by Assorted Baked Confectionery 
in Nasukarasuyama City

内　藤　英　二（宇都宮共和大学　教授）

研　究
ノート
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において『烏山信用金庫理事長賞』を受賞しました。

　冒頭でも既述の通り，これからご紹介する 2019 年の研究も，同じ研究発表会で，『未来賞』を

受賞しており，共同研究として同一の研究発表会での３年連続の受賞となりました。

　以下に，2019 年に実施された共同研究の概要を，簡単にご紹介します。内容については，別

掲の「学生＆企業研究発表会」予稿集と重複する部分もありますが，ゼミ生と高校の生徒さんた

ちが共同で実施したプレゼンテーション資料を基本として，内藤が補足説明を加えてあります。

１　食味テストの概要
１．１　５社共同による焼き菓子の詰め合わせというアイデアの誕生

　共同研究は，シティライフ学部内藤マーケティング論ゼミ２年生及び３年生による那須烏山市

で製造販売されている各種特産品の調査から始まりました。

　市内特産品調査の目的は，道の駅「なすからすやま」の名物商品を開発し，その商品を買うた

めに道の駅を訪れる観光客を多く獲得しようというものです。調査の結果，市内中心市街地には，

JR烏山線烏山駅から徒歩圏内にインターネット上で確認しただけで，７軒の菓子製造小売業が

存在することがわかりました。（後日，現地調査により，５軒の営業を確認しました。）これら７

軒のほとんどは和菓子の製造販売をしており，これは，古くからの城下町であったことから，茶

道で用いられる和菓子の需要が多かったことの名残ではないかと推測されました。

　伝統的な菓子製造業が中心市街地に多く存在するという点に着目し，和洋菓子を活用して，他

の道の駅にはない，ユニークな商品を開発しようということになりました。そして，まず，市内

の和洋菓子製造小売業において，どのような種類の菓子が製造，販売されているのかを，試食を

兼ねてテストすることになり，６月から７月にかけて，毎週，火曜日と水曜日のゼミの時間に，

これらの和洋菓子の食味テスト，すなわち試食を実施しました。

　実際に，市内，JR烏山線烏山駅から徒歩圏内で営業していることが確認できた５軒の和洋菓

子製造小売業の店舗に，ほぼ，毎週，１軒ずつ訪れて，「今の季節にお勧めの焼き菓子を２種類」

という注文をして，サンプルを購入しました。茶道のお点前で使用される生（なま）の和菓子製

造の伝統を保ってきた業者の方たちですが，みなさん，創意工夫の末，数多くの焼き菓子も製造

されており，道の駅で販売するためには，賞味期間が比較的長い焼き菓子が適当であると判断し

ました。

　購入した 10 種類の焼き菓子，１個 90 円から 130 円程度の価格帯で販売されているもので，道

の駅の土産物品，特産品として，単品で販売するよりは，詰め合わせて付加価値を付けて販売す

る方が有利であるとの意見が学生の中から出て，この意見は，それぞれの業者が自慢の商品を選

んでそれをひとつの箱にいれて『詰め合わせ』として販売することで，商品に付加価値をつける

ことができないだろうか，というものに発展していきました。こうして，市内の菓子製造小売業

５社による焼き菓子の詰め合わせという商品の開発のアウトラインが完成しました。
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１．２　食味テストの実施

　食味テストの目的は，それぞれの商品の味の優劣を判定するものではなく，それらを詰め合わ

せる際の基準として有効なデータを得ることにありました。

　調査に際して活用したワークシートには，製造業者（アルファベットで表示），商品名，価格，

サンプルの購入日，賞味期限，テスト実施日，テスト参加者という基本的な調査項目に加えて，

以下の３点を特に調査項目として追加しました。

　①選好順位（Q1）：紙皿に置いた２種類の焼き菓子のどちらを先に試食したかの回答数を取り，

テストに参加した学生の人数に占める回答の割合を％で示しました。詰め合わせを購入した消費

者が直感的にどの商品を最初に手に取るかがわかれば，箱の中の一番，手の届きやすい位置にそ

の商品を配置するなどの工夫ができるはずである，という意見を採用して，３つの設問の最初に

この項目を入れました。

　②嗜好順位（Q2）：試食した２種類の商品について，美味しい（+２），まあ，美味しい（+１），

どちらともいえない（０），あまり，美味しくない（－１），美味しくない（－２）の５段階で，

美味しいか，美味しくないかの程度を回答します。算出された数値をテストに参加した学生の人

数で除した平均値で表現しました。

　③食味評価（Q3）：試食商品の美味しさの程度を５から１の段階で回答し，算出された数値を

テスト参加学生の人数で除して平均値で表示しました。

　６，７月期に実施した食味テストの結果は表に示す通りですが，一連のテストを通じて，嗜好

評価と食味評価の組み合わせにより，焼き菓子の詰め合わせの配列にある程度の順位をつけるこ

とができるかもしれないこと，また，季節によって，詰め合わせる商品を変える必要性のあるこ

と，などが確認されました。

表－１　食味テスト比較表
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１．３　鮎最中詰め合わせの発想の誕生

　食味テストの過程で，ゼミ生たちが注目した商品に「鮎最中」があります。那須烏山市内を流

れる那珂川の清流に遊ぶ鮎をモチーフにした最中は，調査対象となった５社のうち３社によって，

同様同種の製品が製造販売されており，市の特産品のひとつとしても位置づけられています。各

社が製造している鮎最中を一つの箱に詰め合わせて商品化すると面白いのではないか，というア

イデアが生まれて，試作品の候補のひとつとして採用されました。

２　試作品開発のためのフィールドワーク
２．１　県立烏山高校でのフィールドワーク

　食味テストを通じて得られた試作品の構想を携えて，ゼミ生は１０月３１日（木）に，県立烏

山高校において１年生から構成された「烏山学」研究チームと合流し，試作品の開発の作業を実

施しました。参加者は，内藤ゼミから３年女子１名，２年生男子２名の計３名。高校生は１年生

女子１３名，男子２名の計１５名で，１８名が二つのグループに分かれて，以下のような作業を

しました。

　①焼き菓子の並べ方を考える。

B4判の方眼紙の上に試食品の焼き菓子を置いて，箱の中の焼き菓子の並べ方を考えます。

　②包装容器の大きさを決める。

　並べた試食品の周囲を青い線で囲み，使用する容器の大きさを決めます。試食品の 間に赤い

線を引いて内装材（間仕切り）の位置を決めます。内装材には，当初から那須烏山市の特産品で

ある『烏山和紙』を活用することを決めていました。写真で実例を示せば次のようになります。
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　③詰め合わせて商品名を付ける。

　三番目の作業として，焼き菓子の詰め合わせの商品名を考えます。市内に「道の駅なすからす

やま」が建設されることを想定として販売する特産品であることから，市場標的となる消費者の

タイプを念頭に商品名を考える作業となります。

　具体的な商品名としては，高齢者・家族連れを市場標的として想定した「鮎とともに」，若いカッ

プルを対象とする「Ayu:Love Story」，高齢者を対象とした「からす物語」，外国人観光客を対象

とした「純」，子供やアニメファンを対象とした「ガンダム最中」（数種類の焼き菓子をアニメの

キャラクターを模して配置した商品）など，ユニークなアイデアが生まれました。

　数種類の鮎最中を一つの包装容器に詰め合わせる試作品では，和紙で鮎最中を包んでから配置

するという方法が採用され，「せせらぎ」，「さざなみ」，「渓流」などの川と水を意識した商品名

が付けられました。

　④包装容器のデザインを考える。

　商品名を付けた試作品のアイデアには，そのイメージのふさわしい包装を施す必要があります。

それぞれの試作品のアイデアを生かした包装用紙のデザインを，フィールドワークに参加した高

校１年生の生徒さんたちに考えてもらいました。そしてそれらのアイデアは，ゼミ生が大学に持

ちかえって，実際の試食品を並べたオリジナルの写真をもとに，商品の配列をコンピュータソフ

トで作画し，その包装用紙のデザインも同じくコンピューターソフトで制作するという作業を担

当しました。

フィールドワーク
でのアイデアの写真

ゼミ生によるその他の図案化された詰め合わせのアイデアと包装用紙のデザイン

包装用紙のデザインゼミ生が図案化した
詰め合わせのアイデア
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　⑤味のしおり（説明文）を創る。

　試作品を作成するのに先立ち，詰め合わせの箱の中には，製品と製造業者の情報をまとめて記

載した説明文を入れることを計画していました。

　仮に「味のしおり」と名付けたこの説明文については，１５人の高校１年生の生徒さんたちに

作成をフィールドワークの最後の課題として託しました。

　「味のしおり」の基本的構成は，表面に焼き菓子に関する情報，裏面に製造業者と販売してい

る店舗に関する情報を記載することがわかっていましたが，その他に，烏山学研究チームの高校

１年生のメンバー１５人には，説明文を入れることの役割や効果も併せて考えてもらうことにし

ました。

　その結果，商品の情報としては，商品名と特徴，価格，原材料名，賞味期限，アレルギー物質，

キャッチコピー，美味しい食べ方等の情報を，製造業者に関する情報としては，歴史や由来，店

舗の住所，定休日，営業時間，電話番号（ファクシミリ），Eメールアドレス，ホームページの

URL等の情報を記載すべきであるというレポートが出来上がりました。

　説明文の役割や効果については，道の駅で焼き菓子の詰め合わせを買った消費者が，特定の商

品に興味を持ち，業者に個別にその商品を注文したり，直接，販売している店舗を訪れる際の情

報が必要であるからという，「リピーター確保」という，当初，ゼミ生たちが想定していた考えに，

生徒さんたちが議論の末にたどり着いてくれました。

２．２　学生＆企業研究発表会でのプレゼンテーション

　以上のようなフィールドワークの結果を持って，内藤ゼミナールと烏山学研究チームは，11 月

30日（土）に開催された，大学コンソーシアムとちぎ主催「学生＆企業研究発表会」に参加しました。

　当日は 10 月のフィールドワークでも作成した，鮎最中の詰め合わせである「せせらぎ」を再

現した試作品をもってプレゼンテーションに臨み，その結果，企業冠賞のひとつである『未来賞』

（株式会社　壮関提供）を受賞しました。冒頭にも述べたように，県立烏山高校１年烏山学研究チー

ムとの共同研究による，「学生＆企業研究発表会」での受賞は，これで３年連続となります。

学生＆企業研究発表会でのプレゼンテーションの様子と鮎最中詰め合わせ試作品「せせらぎ」
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２．３　県立烏山高等学校「烏山学発表会」

　2020 年１月 16 日（木），県立烏山高校では，烏山学発表会が開催され，共同研究のパートナー

である１年烏山学研究チームも「スイーツ詰め合わせ」についての最終的な発表を行いました。

その中で，生徒さんたちは，地元の雇用を創出し，特産品の地産地消を促進し，地域経済を活性

化するという「道の駅なすからすやまをプロヂュースする」という研究テーマの本来の意義を再

認識するとともに，自分たちが成人して社会人となった将来においても，那須烏山市内に住み，

市内で働くことにより，故郷を豊かにしていくことができる，という明確な将来ビジョンを打ち

出していました。内藤マーケティング論ゼミは，こうした自覚を持つに至った生徒さんたちと共

同研究を続けてこられたことを非常に誇りとするところであります。

３　今後の検討課題―可能性への理解と協力の必要性
　以上，簡単ではありますが，内藤マーケティング論ゼミと県立烏山高等学校１年烏山学研究チー

ムによる１年間の共同研究の概要をご紹介しました。

　共同研究に参加したゼミ生のうち，今春，2020 年４月から３年生となった学生の中には，試

作品として構想した，鮎最中詰め合わせ「せせらぎ」を，実際に商品として販売に至るまで，研

究を進めていきたいと希望しています。

　一連の共同研究は，市内の菓子製造小売業の方たちには，具体的なご相談をすることなく進め

られた，言うなれば「ゲリラ的」な研究であり，長年の伝統の上に，ほとんど無休で和洋菓子の

製造販売をしている業者の方たちの視点からすると，土足で人のビジネスに踏み込むことに近い

行為であるかもしれません。

　しかしながら，高校１年生や大学２年生という，若い世代の人たちが，自由で大胆な発想のも

と，那須烏山市の今後の産業，経済の発展を夢見て作り上げた，これらの貴重なアイデアを，こ

のまま埋もれさせてしまうのは，大変，残念な気がします。

　まちづくり提案や地域振興に関する学生によるプレゼンテーションに際して，講評をして下さ

る関係者の方たちの意見の中で多く散見され，非常に残念に思えるものとして，「予算措置がで

きない」，「現状からして，このアイデアの実現は不可能である」という議論から講評が始まると

いう状況があります。特にこうした意見が行政に近い方たちから寄せられた場合，学生たちは自

分たちの意見は行政の円滑な活動を妨げる可能性があるかもしれないと感じ，委縮してしまい，

議論がそれ以上進まない場合が多いように感じます。

　今回の研究は，伝統的な城下町で長い歴史を持つ菓子製造小売業の皆さんに，自社の独自性を

若干，犠牲にして，共同での商品開発を提案するものです。若い，アマチュアの提案に対して，

辛辣な意見が多く寄せられることが，容易に想像されます。これらの意見を乗り越えて，詰め合

わせのアイデアを進められるようになれば，ゼミ生の成長には欠くことのできない，課題解決能

力の開発・育成に大きな効果が期待できます。

　そのためには，那須烏山市民，市内関係各位の皆様の，学生たちが提示するアイデアの可能性

に対する理解と協力が必須の要素となると思います。
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　本稿は西山ゼミにおける 2年間の地域社会貢献活動の記録と，その活動を通して学生たち

が何を学んだのかを検討することが目的である。西山ゼミでは，人と人との関わり，すなわ

ち連携を重視し，口だけではなく行動することをスローガンに実践的な取り組みを展開して

きた。具体的には，宇都宮市大谷地区において 2年間，私有地の空き地の草刈りや利活用を

行い，当地区が持続的に景観を維持する方策を検討した。一連の活動から，学生たちは主体

性や自己肯定感を高めたとともに，多くの人々との連携によって，人の価値観や人生観の多

様性，人とつながることの大切さを知ることとなった。

キーワード : 大谷地区，宇都宮市，景観維持，空き地利活用，地域社会貢献，地域連携

１　はじめに
　本稿は 2018 年度から 2019 年度にかけて，宇都宮共和大学シティライフ学部西山ゼミが宇都宮

市大谷地区で展開した景観維持活動の記録と，当事業を通して見えてきた学生の地域社会貢献活

動（以下，地域活動）によって得られた学びについて論じる。

　宇都宮市中心部から北西約 7kmに位置する大谷地区（宇都宮市大谷町）は，かつて大谷石の

採掘業で栄え，近年では採掘場跡地が観光施設として注目され，首都圏を中心に多くの観光客が

訪れる，宇都宮市随一の観光地になりつつある。その一方で，採掘場の跡地や職人が暮らしてい

た住居跡，工場跡や石の積出場などが空き地として残され，十分な管理が行われないことによっ

て，草木が繁茂し当地区の景観を損ねている。大谷地区には採掘や侵食作用によって形成された

大谷石の露頭や奇岩，そして大谷石でできた蔵や塀，家屋も数多くみられ，独特の景観がつくり

だされている。こうした大谷地区特有の貴重な景観が草木の繁茂によって損なわれることは宇都

宮市の観光にとって大きな損失となる。

　そこで西山ゼミでは大谷地区における私有地の草刈りを行う景観維持活動「大谷景観復活プ

ロジェクト」を 2018 年 4 月に発足させた。以下では 2018 年度の活動を簡単に触れるとともに，

学生たちは地域社会貢献活動を通して何を学ぶのか
̶大谷地区における景観維持活動から̶
What Students Learn through Community Contribution Activities
: From the Activities of Landscape Maintenance in Ohya Area

西　山　弘　泰（宇都宮共和大学　専任講師）

研　究
ノート
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2019 年度に実施した各種事業と 2年間の活動で学生たちが得られた学びについて述べていく。

２　2018年度の活動と成果
２．１　大谷景観復活プロジェクトの発足

　2018 年 5 月，大谷石の文化が日本遺産に認定されたこともあり，大谷地区が注目を集めていた。

ゼミ生とのディスカッションで「どうせやるなら目立つことをやってみたい」との意見から，大

谷地区の観光振興について取り組むことが決定した。

　5月から 7月までは大谷地区の現状やそのほか基礎的な事項を把握するために 2度の現地視察

と新聞や書籍の収集に取り組んだ（写真１）。特に 2回目の視察（7月 7 日実施）において，学

生たちは当地区の最大の魅力である大谷石の景観が草の繁茂によって台無しになっていることに

気が付いた。そうしているうちにゼミ生の一人から「草刈りをやってみてはどうか」との意見が

出た。筆者自身「口だけではなく行動で示す」ことをゼミ活動を通して伝えたいと考えていたこ

とから，学生の意見を取り入れ草刈りを実施することとなった。

　草刈りをするとは言ったものの，決定してから実施までのひと月は学生，教員ともに苦労の連

続であった。草を刈るのは私有地であり，所有者に許可を取る必要がある。空き地に生えている

のは刈るのが容易なイネ科の雑草ばかりではなく，ツル性植物（大谷にはクズが多かった）であ

る。繁茂がすさまじく，手作業では効率が悪い。参加者を募る方法や草の処分方法など，いくつ

もの課題が西山ゼミの前に立ちはだかった。

　こうした課題に対し，大谷地区や行政の方々のご協力が大きな助けとなった。その中でも宇都

宮市経済部都市魅力創造課大谷振興室や大谷商工観光協力会には多くの場面で助けていただき，

何とか 8月 13 日に大谷街道沿い 3か所で草刈り実施にこぎつけることができた（写真２）。本学

からは学生約40名，地域や行政からも応援に駆けつけていただき計50名での実施となった。また，

下野新聞社やとちぎテレビの取材によって，西山ゼミの活動を内外に PRすることもできた。

　8月に草刈りを無事終えることができたが，その一方で多くの課題も見えてきた。9月に秋学

期がはじまり，ゼミ内で草刈り継続のための課題の洗い出しを行った。その結果が表１である。

草刈りでは大谷商工観光協力会を通じて地元造園業者の協力が得られたことにより機材が提供さ

れたが，今後もそれを当てにするわけにはいかない。また軍手やビニール袋などの消耗品の費用

も大きな負担となる。表１に示された課題解決の糸口として，市内で美化活動を行う団体や自治

体の空き地・空き家に関連した施策事例の収集を 10 月から 11 月にかけて実施した。また，景観

維持を積極的に行う場所を明確にするために，11 月の休日と平日の計 2日間，大谷地区の主要

交差点 6か所にビデオカメラを設置し，自動車（バイク含む）と自転車，歩行者の数を計測した。

２．２　大谷地区における持続的な景観維持システムの検討

　11 月までの活動を踏まえ，西山ゼミでは「大谷地区における持続的な景観維持システム」と

して「石の街大谷の景観維持を市民と行政が協働で推進する条例」（以下，大谷条例）の制定を

提案した。大谷条例の適用範囲は観光関連施設が多い大谷町と田下町とし，それらの地域では「住
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写真１　大谷地区の視察の様子
（2018 年７月筆者撮影）

写真２　草刈りの様子
（2018 年８月筆者撮影）

①大谷振興室との打ち合わせ

③草刈り当日の様子

②事前の現地確認

④草刈り当日の様子
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民や来訪者は空き地や空き家の放置，道路，広場でのごみのポイ捨て，歩きタバコ等をしないよ

う心掛け，観光地として相応しい環境，景観をつくり，そして維持するよう努める」こととした。

　さらに自動車や人の往来が多い道路沿いを「景観保全重点地区」とし，これらの地域において，

図１に示したような施策を行える範囲とした。この施策は，第一に重点地区に指定された範囲の

空き地所有者に対し，土地の貸与希望調査が実施される。このアンケートは当条例に基づく制度

を周知することも目的である。

　第二に土地里親の募集と決定が行われる。土地所有者から土地を活用してもらいたい旨の申し

出がある。市はその土地を登録し，土地里親を募る。それに応募した人や団体がいた場合，市が

適切な里親であるかを審査し，審査を通過すると所有者との間で土地の使用貸借契約が交わされ，

土地里親が決定する。貸与された土地の固定資産税は減免され，所有者は土地の管理に関わる費

用や労力が軽減される。

　第三に土地里親の空き地の管理義務と利活用についてである。里親は春季から秋季にかけて年

2回以上空き地の草刈りを実施しなくてはいけない。草刈り機やカマ，熊手などは城山地区市民

表１　草刈りの継続に向けた課題

図１　西山ゼミが考案した「大谷条例」に基づく事業と実施の流れ
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センターで貸し出され，草など空き地から出たゴミは市が無償で回収する。また，利活用に関し

ては，所有者との契約内容に応じ，決められた日数イベントや駐車場，収益活動などに利用される。

　以上の施策を2018年 12月 20日に宇都宮市で開催された「大学生によるまちづくり提案発表会」

にて発表し，第 1位を獲得することができた。この成果が新聞記事などに取り上げられたことに

よって，大谷地区や大谷石に関わる方々に広く活動を知ってもらうきっかけとなった。またその

ことで次年度の大谷地区での活動がしやすくなり，事業推進の原動力となった。

　なお，上記提案の詳細については，うつのみや市政研究センター HP（https://www.city.

utsunomiya.tochigi.jp/shisei/machi/kenkyu/renkei/1022243.html）にて閲覧できるので，ご参照

いただきたい。

３　大谷地区における空き地利活用に関する実践活動
３．１　前年度との相違点

　2018 年度はゼミ生たちの発意と行動によって，大谷地区の景観を維持することを目的に草刈

りが行われた。その経験をもとに大谷地区において市民や学生が持続的に景観を維持していくた

めの方策を考案し，宇都宮市に対し施策提案を行った。その提案を再び自分たちの行動によって

実証すべく，2019 年度の西山ゼミが再開した。2018 年度との大きな違いは，大谷景観復活プロ

ジェクトのメンバーに 3名が加わったことである。この 3名は 2018 年度，栃木県の魅力発信の

ために動画を制作していた西山ゼミのメンバーであった。このように2019年度は8名のメンバー

で大谷景観復活プロジェクトの事業を行っていくことになった。

　前年度との第二の相違点は，前述のように 2018 年度の提案内容を試験的に実行することであ

る。具体的には，草刈りを行った空き地でイベント等を実施し，大谷地区の観光振興につなげて

いく。そうした方向性に至ったのは，「昨年のように単純に労力と時間，お金をかけて，他人の

空き地を管理するのは，持続可能性があるとは言えない」という考えからである。こうしたいわ

ばボランティア的な事業には，「やりがい」が事業の支えとなっている。毎年同じことの繰り返

しでは，いつしかマンネリ化し，事業を継続できなくなる。そこで空き地の管理に対して，何か

しらのインセンティブを与えれば，持続性が生み出せる。その持続性は「利活用によって担保さ

れる」と結論付けた。以上の観点から，2019 年度の西山ゼミでは，引き続き草刈りによって大

谷地区の私有地の空き地管理を行うとともに，その空き地を活用し，①イベントの実施，②収益

活動，③常設の施設の建設を目指し，活動を再開した。

　第三の相違点は，様々な個人，団体，企業とコラボレーションすることである。前年度の草刈

りにおいても，行政，地域団体，企業にご協力をいただき事業を行ってきたが，より幅広い分野

の組織，個人と関わり魅力ある事業を目指すこととした。また多様な人との関わりを持ち，何ら

かのかたちで就職活動につなげてほしいというねらいもあった。
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３．２　2019 年度の草刈り

　新メンバーが加わったことから，4月から 5月上旬にかけては大谷地区において現地視察を実

施した。そして 5月下旬からはいよいよ 8月の草刈りに向けた準備作業に取り掛かった。前年度

は企画から実行までの期間が短かったために，周知などが十分に行えなかった。それを踏まえ，

2019 年度は①草刈りの地点を増やす，②ポスターやチラシで周知する，③機材等は自前で準備す

る，④自治会などと連携する，⑤草を刈った空き地を利活用する（交流バーベキューの実施）の

5点について改善・工夫を試みた（表２）。

　事業の実施に当たり，表２に記載された①ポスター等の作成と周知，②機材の自前調達と訓練，

表２　2019 年度草刈りの概要

図２　草刈り周知のためのチラシ（左が自治会配布用，右が一般配布用）
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③行政との打ち合わせ（地権者への連絡と廃棄物の処分），④バーベキューの準備を 5月から 7

月にかけて行った。

　まず①では，大谷自治会と荒針自治会の回覧板で周知を行った。また城山地区市民センターに

ポスターを掲示させてもらい一般市民への周知も行った（図２）。②に関しては，機材の購入に

栃木県の補助金 1) を充てることができ４台の草刈り機を購入した。一方，本番に備え操作方法や

手順を身に着けておく必要があったため，7月に 3度ほど大谷地区内で操作訓練を実施した。

　③に関しては宇都宮市大谷振興室に草刈りを実施する一部の地点について地権者への連絡と了

承，廃棄物対策課には刈った草やゴミの無償回収について打ち合わせが行われた。廃棄物の無償

回収については，私有地からでた廃棄物であったことから，昨年度協議が難航したが，昨年の実

績も考慮していただきスムーズに交渉を進めることができた。また，自治会の清掃活動などの際，

無償で配布されているポリ袋の提供も受けた。実績の有無によって行政の対応が全く異なるのだ

ということを知ることができ，大変良い勉強となった。いずれにしても，私有地の草の無償回収

という特例が無理なく認められたこと，行政から物的な支援を受けられたことは，本ゼミの活動

が公共性の高い事業として市に認められたことを意味している。

　④に関して，大きな課題となったのはバーベキューの資金集めである。地元自治会との協議に

写真３　2019 年度に実施された草刈りと交流バーベキューの様子
（2019 年８月筆者撮影）
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おいて，「より多くの住民を集めるためには無料であることが重要」とのご助言をいただいた。

そこで協賛金を募り，それを食材費などに充てることになり，これまで関りのあった個人や組織

に協賛のお願いにまわった。大変ありがたいことに計 77,000 円を集めることができ，潤沢な資金

のもと無料でバーベキューを実施できることとなった 2)。

　8 月 4 日の草刈り当日，9時から草刈りが開始された。学生 75 名と地域や市民合わせて約 90

名の参加となった。開会式後，6つのグループに分かれ作業が開始され，11 時に作業を終了した。

草刈り機などの機材の不足などが原因で計画通りに草刈りを終えることができない地点もあり，

多くの課題を残す結果となったが，けが人や病人も出なかったことが何よりであった（写真３）。

　草刈り終了後，ゼミ生たちは草刈りの後始末とバーベキューの準備に取り掛かり，12 時から

住民，市民との交流バーベキューが草刈りを実施した採掘場跡地で開催された。バーベキューに

は参加を希望した学生が 46 名だったのに対し，市民と地域住民はわずか 5名であった。学生と

地域住民との交流が目的であったが，十分にその目的を果たすことができず，課題が残った。

３．３　大谷マイニングサイト

３．３．１　企画から当日までの経過

　西山ゼミにおける 2019 年度最大の企画イベントが「大谷マイニングサイト」である。この事

業は 8月 4日に草刈りを行った場所を使って収益事業を行い，空き地利活用の有効性を実証する

ための社会実験である。8月 4日に行ったバーベキューも利活用策の一つではあったが，誰でも

参加できるわけではなく開放性に欠ける。また収益活動に結び付けることが大谷地区の持続的な

活性化，景観維持のためには有効であること，大谷地区には飲食する場所が依然少なく，しかも

気軽に立ち寄れる場所が少ないこと，さらには北側の大谷資料館ゾーンと南の大谷寺ゾーンの間

の回遊性を高めることなどをねらい企画，実施するに至った。開催日は 8月 14 日，15 日の多客

期とし，「大谷石の採掘場跡地でジャズを聴きながら，餃子とカクテルを堪能する」をコンセプ

トに据えた。

　当事業は草刈りと同時並行で企画・準備が進められた。6月末にチラシ兼ポスターが完成し，

マスコミへのプレスリリースと地元への説明が開始された。事業をはじめるにあたりジャズを演

奏してくれるグループが必要である。筆者がNPO法人宇都宮まちづくり推進機構やNPO法人

大谷石研究会などで関りがあった建築家のT氏が宇都宮市民ジャズオーケストラの中心メンバー

であったことから，T氏を通して当オーケストラに演奏を依頼した。ジャズはメンバーの仕事と

の兼ね合いにより 14 日 19 時からとした。しかし夜の開催となると照明の準備が必要である。照

明はT氏の紹介により市内在住の灯作家K氏を紹介していただき，照明の設置をお願いするこ

ととなった 3)。

　飲食については，自分たちで販売するよりもプロの事業者に担当してもらった方が効率性や安

全面から適当と考え，事業者に出店してもらうことにした。本学の卒業生で市内で居酒屋と担々

麺店，餃子の製造・販売を行う株式会社 JcTクリエーションズ（以下，㈱ JcTクリエーションズ）

のK社長に餃子などの食べ物や飲み物の販売をお願いした。カクテルに関しては，株式会社横
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倉本店が開発した「宇都宮カクテル」を準備した。

　マスコミには前もってプレスリリースを行っていたことから，2つの新聞社と 1つのテレビ局

から取材の申し込みがあり，下野新聞社からは 8月 7日に前出し記事が掲載された。問い合わせ

先として筆者の電話番号を記載したのだが，掲載されてから 2日間の間に 10 件ほどの問い合わ

せがあり，その関心の高さがうかがえた。また，とちぎテレビには当日ビアガーデンの様子を取

材していただき，計 3回ニュースで放映された。

　前日にテーブルや椅子，音響機材，照明の設置など会場設営を行い，14 日の開催当日を迎えた。

14，15 日は台風が接近していたこともあり，時より強い雨が降るあいにくの天気となった。昼

間は予想していたほどの集客がなかったものの，19 時からはじまったジャズコンサートには約

200 人の観客が訪れ会場は超満員となった（写真４）。15 日は前日の疲れから営業開始を 11 時に

繰り下げ，営業を開始した。夕方にはうつのみや大道芸フェスティバル実行委員会の方々に急遽

来ていただけることになり，パフォーマンスを披露していただいた。

写真４　大谷マイニングサイトのチラシと当日の写真
（2019 年８月筆者撮影）
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３．３．２　空き地の有効性

　大谷マイニングサイトを実施した結果，集客方法をより工夫することで，収益目的であっても

十分客を呼び込み，収益をあげられることが証明された。会場は大谷石の採掘場跡地であり，所

有者がイベントなどに利用できるようステージを設置するなど，通常の空き地とは条件が異なる。

しかしながら，地区内には同様の採掘場跡地は無数に存在し，そうした場所を利活用する先駆例

になったといえる。

　飲食を出店した株式会社 JcT クリエーションズのK社長も，当会場に興味を持ち，今後も参

加の意向を示してくれた。まだまだ実証実験を重ねる必要があるが，春季から秋季の土日・祝日

など，継続的に何らかのイベントを実施し，「あそこに行けば，飲食できて楽しめる」と観光客

に認知してもらうことができれば，安定した集客を見込める可能性もある。とはいえ，キッチン

などがなく同一の事業者が臨時出店する場合は，年 5回程度までしか出店できないなど課題もあ

る。その対策としては，設備を整えたキッチンカーで出店するか，異なる業者が輪番で出店する

かなどの方法が考えられる。大谷マイニングサイトを実施したことによりある程度のノウハウは

蓄積できた。今後も徐々に開催回数を増やしていき，民間事業者が独自にイベントを開催できる

ような仕組みを構築していきたい。

３．３．３　イベントで得られた教訓や課題

　大谷マイニングサイトは成功した部分もある反面，大きな課題も残した。第一に駐車場の問題

である。地方都市では多くの来訪者は自動車を利用する。開催前の問い合わせにも「駐車場はあ

りますか？」といったものが多かった。大谷地区には 100 台程度停められる市営駐車場があるが，

多客期には満車になってしまう。しかも会場からは 600mほどの距離がある。周辺には大谷資料

館の駐車場があるが，大谷資料館においても駐車スペースがひっ迫しているので，使わせてもら

うわけにもいかない。駐車場のスペースをどのように確保するかが大きな課題である。

　第二に地元への根回しが十分ではなかったことである。これが本イベント最大の失敗である。

外部の人間が古く歴史のある地域で何か目立ったイベントをする場合には，地域の有力者（地域

発展のために尽力されている方々）への丁寧な説明が欠かせない。筆者を含めその点に対する配

慮が欠けていた。そのため新聞に掲載されてから，地元では当イベントに対して好ましく思わな

い意見があった。筆者らとしては「地域にとって有益なことをしている」という自負があるのだが，

その前に時間をかけて丁寧に説明をし，地域の理解を得る必要があった。このことは，筆者をは

じめゼミ生にとって大変良い教訓となり，今後の当地区での活動に大いに活かされることになる。

事後に筆者が数人の方々に対しお詫びにまわり，理解を得ることができた。

　第三に採掘場跡地における安全性への不安である。写真４などにもあるように，会場はトンネ

ル状の採掘場跡地となっており，天井は大谷石の岩盤である。風化によって剥離が生じ，来訪者

やスタッフがケガをしないとも言い切れない。また，地元には陥没事故の経験から，落盤を懸念

する声も聞かれる。こうした安全対策に関しては，筆者らの範疇を超えてしまうので対処が難し

いが，観光振興と採掘場跡地の安全性の両立も大きな課題である。
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３．４　ポケットパークの建設

３．４．１　建設の背景

　大谷マイニングサイトは実証実験という性

格上，一過性のイベントであった。大谷地区

をより魅力的な観光地へと発展させていくた

めには，観光客がいつ訪れても楽しめたり，

魅力的であったりする施設やイベントが必要

である。

　大谷マイニングサイト時に，来店者に「大

谷地区の観光振興に関するアンケートを実施

した（補遺１参照）。開催両日の天候が芳し

くなく，また店舗の運営に忙殺されたことも

あり，24 件しか回答を得ることができなかっ

た。そうした課題はあるが，例えば「大谷地

区の観光地として整備すべき点について教え

てください」との回答で，最も多かったのが「ベンチなど休憩場所の整備」であった（表３）。また，

昨年度より計画していた「大谷を見渡せる高台」も次に多い結果となった。確かに大谷地区には

大谷市営駐車場から大谷寺にかけて無料で休憩できるベンチをみかけない。また，大谷資料館に

おいても駐車場からのアプローチが長いにも関わらず，その間に休憩できる場所がない。健脚な

者であれば良いが，高齢者や子ども連れには優しくない観光地である。そこで空き地活用の第三

弾として，空き地を無償で借り受け，そこに常設の休憩スペース（以下，ポケットパーク）を建

設することになった。

３．４．２　建設予定地の選定

　建設予定地にはこれまでに草刈りを行った場所で，かつ歩行者の往来が多い場所，景色が良い

場所が最適である。そのすべての条件に当てはまる場所が大谷市営駐車場入口の空き地であった。

大谷商工観光協力会の I氏に所有者の方の電話番号と住所を聞き，所有者との交渉に入った。土

地の無償貸与にはポケットパーク建設予定地周辺の草刈りと定期的な清掃などを条件に土地使用

貸借契約書が完成した（契約内容の詳細は補遺２を参照）。

　とはいえ，9月上旬から交渉に入り，法務局での登記と公図の入手など，契約書の完成まで 1

か月以上もの時間を要した。また，公図に記載された土地所有者の境界が正確にどこかわからな

かったことなども交渉に時間がかかった原因となった。そして最も苦労したのが，筆者らと所有

者の間での認識の違いを埋めることであった。所有者は周辺に有償で土地を貸しており，無料で

貸すことへの抵抗感が強かった。ポケットパーク以外の場所も草刈りを担うということなどで折

り合いがついたが，土地を無償で借り受けることの難しさを思い知った。このことは昨年度提案

した「土地里親制度」が簡単に実現しないことを示す結果でもあった。

表３　大谷地区にあってほしい施設や施策

（来訪者へのアンケートより作成）
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３．４．３　建設業者との連携

　ポケットパークという名が示すように，スペースは数人が休憩できる小規模なものとした。図

３はポケットパークの完成イメージ図であるが，地面には大谷らしさを演出するために大谷石を

敷き詰め，ベンチには大谷石を設置する計画であった。また表４はその仕様の詳細である。

　小規模な施設ではあるが，建設には土木の知識や重機が必要であった。無論，筆者や学生たち

に土木に精通している者はいない。そこで市内大手のゼネコンである渡辺建設株式会社（以下，

渡辺建設㈱）に当事業への協力を要請することとなった。なお，当社とのご縁は，大谷マイニン

グサイトに当社の社員H氏が来場しており，その折に名刺交換させていただいたことがきっか

けであった。

　企画提案は 9月 3 日午前に渡辺建設㈱で行われた。西山ゼミからは 3名，渡辺建設㈱からは 3

名にご同席いただき，西山ゼミのこれまでの活動と本企画についてプレゼンテーションを行った

（写真５）。西山ゼミと企画について専門家から建設的な意見を多数出していただいた。協力の可

図３　ポケットパークの完成イメージ

表４　ポケットパークの仕様
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否については，後日丸一日数名の人員と重機，ダンプを提供していただけるとの連絡があった。

それと同時に補遺３にあるような設計図も制作していただくなど，多大な協力を得ることができ

た。

　建設工事に向けた最後の作業は現地の下見である。9月 26 日に現場担当者を含め現地で下見

を行った。その結果，重機を入れるために，道路使用許可が必要なことや，モルタルなど当方の

準備が必要なものなどの確認が行われ，10 月 16 日の工事実施が決定した。

３．４．４　敷石とベンチ用石材の確保

　敷石の確保については，NPO法人大谷石研究会の関係者から「知り合いの土木業者から擁壁

に使われていた大谷石が出たので利用しないか」との連絡を受け，利用することとなった。9月

27 日と 10 月 5 日の 2 日間にわけて，計 50 本の大谷石を現地に輸送した。大谷石を廃棄するに

は多額の費用が必要になるため，土木業者（株式会社みどり）にとってもメリットがある。

　石材は縦 90cm，横 30cm，厚さ 18cmのいわゆる「六十石（ろくとお）」と呼ばれるサイズで，

一本 100kg ほどの重量がある。宇都宮短期大学附属高等学校からリフト付きの 2t トラックを借

用しかなりの負担軽減となったが，トラックへの積み込みは人力である。両日ともに大多数のゼ

ミ生が講義と重なっていたことから，教員 1名，ゼミ生 3名で行った。1回あたりたった 25 本

程度の輸送であったがかなりの骨の折れる重労働であった。教員を含め作業に携わった学生は手

作業時代の苦労に想いを馳せた。

　他方，ベンチ用の大谷石には，擁壁に利用されていた石材は見た目や衛生上の観点から利用で

きない。そこで大谷石材協同組合に寄付の要請を行った。組合事務局に企画書と依頼文を受理し

ていただき，役員会にて協議後，協力していただける旨，連絡があった。

３．４．５　台風 19号による工事の延期

　9月下旬に入り工事に向けて大方の準備が整ったことから，プレスリリースを行った。10 月 2

日にはゼミ生たちに対して下野新聞社から取材があり，工事当日にも再度取材が入ることになっ

写真５　渡辺建設㈱担当者に企画提案している様子（左）と現場確認の様子（右）
（2019 年９月筆者撮影）
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た。また，警察署に道路使用許可申請を行い 10 月 16 日の工事に向け，準備は万全となった。

　ところが 10 月 12 日夜から 13 日未明にかけて関東地方を襲った台風 19 号の豪雨の影響で，姿

川流域を中心に大谷地区の広い範囲で浸水が発生し，壊滅的な被害が生じた。写真６にあるよう

に，ポケットパーク建設予定地も流水によって地面がえぐられ，周辺には瓦礫やゴミが散乱する

有り様であった。当日，現場に急行しすぐさま所有者に連絡。数日後，所有者からポケットパー

ク建設の中止の連絡があった。大谷地区の被害状況から少なくとも数カ月は工事ができる状況で

はなかったこと，また工事協力予定の渡辺建設㈱が緊急の災害復旧工事対応に追われる事態と

なったこともあり，中止の申し入れを受け入れることとなった 4)。

３．５　11月のイベント企画

３．５．１　アジアンフードフェス in 大谷

　8月に実施した大谷マイニングサイトの経験を活かすため，11 月に飲食イベントを実施するこ

とになった。イベント実施が決まったのは台風被害が生じる前の 9月下旬である。今回は㈱ JcT

クリエーションズのK社長から，社長の同業者仲間に出店を募り，エスニック料理の飲食イベ

ントとジャズなどのステージイベントを同時に行うというアイデアが提案された。

　イベントのコンセプトは「大谷の観光国際化」である。確かに大谷地区は国内では認知度が向

上しているが，日光などに比べると外国人観光客は少ない。これを機会に大谷地区におけるイン

バウンド振興の機運を高めようと企画された。一方，K社長は，出店者に大谷地区の魅力を知っ

てもらい，定期的に当地区で飲食店販売をしたいというのが真のねらいであった。また，西山ゼ

ミは 8月に不完全に終わった観光客へのアンケートを取ろうと考えていた。

　表５に示したようにK社長経由でアジア 5か国の店舗に出店を依頼した。ステージは大谷マ

イニングサイトで出演してもらった宇都宮市民ジャズオーケストラに加え，宇都宮短期大学音楽

科や大道芸人などに出演してもらえるよう準備を進めていた。周知方法に関しては，前回の教訓

を活かし，周辺の集客施設と連携し，入場券購入時に入場券と一緒にチラシを配布してもらえる

よう交渉する運びとなっていた。

写真６　被災当日（10月 13日）のポケットパーク建設予定地の様子
（2019 年 10 月筆者撮影）
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　ところが台風被害により，11 月 4 日の開催は 23 日に延期となり，23 日の開催も地域の有力者

たちから「水害によりイベントをする雰囲気ではない」とのご意見を多数いただいたことにより，

次年度に延期することとなった。2020 年 3 月現在においても，開催の目途はたっていない。

３．５．２　映画観賞会

　8月のマイニングサイトの時に，プロジェクターで大谷石の天井にイベントのロゴを投影した。

その経験から着想を得て，映画を採掘場跡地の天井に投影し，「寝そべりながら映画を鑑賞でき

ないか」という意見がゼミ生から出された。また同イベントで連携した灯作家のK氏とも「映

画祭をやったら面白いのではないか」と準備の時に話をしていたことを思い出し，アジアンフー

ドフェス in 大谷に合わせ，夜に映画観賞会をすることとなった。

　連携団体は「鉱毒悲歌」制作委員会とリコージャパン株式会社栃木支社である。まず，「鉱毒悲歌」

制作委員会 5) は，灯作家のK氏が「鉱毒悲歌」のリメーク版である「鉱毒悲歌そして今」の制作

に関わっていたことが縁で連携が決まった。また当団体代表であるT氏の「若い人に足尾銅山

鉱毒事件のことを知ってほしい」という想いから，「鉱毒悲歌そして今」の上映が決まった。

　一方，リコージャパン栃木支社は，2019 年 4 月に宇都宮市の事業をきっかけに関わりが生まれ，

地域社会貢献や大学との連携を積極的に行っていたことから，高性能プロジェクターの提供を依

頼し，ご協力いただけることとなった。

　10 月に両連携団体との打ち合わせや投影テストなどを実施したが，アジアンフードフェス in 

大谷の無期延期の決定に合わせ，無期延期となってしまった。新型コロナウイルスの状況次第で

はあるが，当イベントのリーダーを務めていた学生が，卒業研究の一環として取り組むことになっ

ている。

３．６　大谷地区の復興支援

　先述のように台風 19 号は大谷地区に未曾有の被害をもたらした。大谷景観公園南側に架かる

観音橋とその上流にある乙女橋は破壊され通行できない状況となっていた。大谷街道沿いの低地

に建つ家屋は床上数十センチもの浸水となり，泥水に浸った家財や畳は使用不能となっていた（写

真７）。

　大谷地区における被害の情報がもたらされるや否や，13 日昼，ゼミ生たちに大谷地区への救

援活動に向かうことを伝え，メンバーを募った。アルバイトやゼミ員の親せきが被災したことも

表５　アジアンフードフェス in 大谷の概要
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写真７　大谷地区の被災当日と次の日の様子
（2019 年 10 月筆者撮影）

写真８　大谷地区の復興支援活動の様子
（2019 年 10 月筆者撮影）
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あり，2名のみの参加であったが，14 時ごろ現地に到着し，作業に取り掛かった。被災当日の現

地の生々しい状況は，筆者や学生たちに大きな衝撃を与えた。

　ゼミ生だけでは不十分と判断し，翌 14 日には 1年生も現地に向かわせ，総勢 30 名で復旧作業

にあたった 6)。作業内容は家財や畳などの運び出しや瓦礫，砂泥の撤去などである（写真８）。大

谷地区は高齢者が多く，重いものを運べない住民も多かったため，学生たちのボランティアは地

区住民の方々に大いに喜んでいただいた。

　復旧作業はこの後も週 2回から 3回のペースで 11 月初旬まで行われた。また 1月にはポケッ

トパーク建設予定地であった空き地の瓦礫の撤去作業も自治会や地元建設会社，近隣のベーカ

リーショップと連携のもと実施された。

３．７　学生＆企業研究発表会での発表

　11 月 30 日に作新学院大学において「学生＆企業研究発表会」（主催：大学コンソーシアムと

ちぎ）が開催された。西山ゼミではこの発表会を集大成と位置づけ，金賞の受賞を目指し 2年間

活動してきた。そもそも「学生＆企業研究発表会」とは，大学コンソーシアムとちぎに加盟する

県内の大学や短大，高専などの学生が，日ごろの研究や地域・社会活動の成果を発表するもので，

2年に一度会場校を替え実施されている。2019 年度は 11 の大学，短大，高専，職業訓練校から

89 件の発表が行われた（うちポスター発表 19 件）。

　まず，午前中に 5つの分野に分かれて発表が行われた。西山ゼミは「地域社会貢献分野A」に

割り当てられ，12 の発表の中から最優秀発表に選ばれた。そして午後に各分野の最優秀発表によ

り「最優秀賞選考会」が実施された。残念ながら最優秀賞を獲得することはできなかったが，当

初の目標であった金賞を受賞することができた（写真９）。

写真９　学生＆企業研究発表会での発表と授賞式の様子
（2019 年 11 月筆者撮影）
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４　大谷景観復活プロジェクトより得られた学び
　筆者自身もそうであったように，学生は圧倒的に世の中のことに対して無知である。高校まで

の常に解がある学校教育とは異なり，社会は絶対的な解は存在せず，わからなければ主体的に動

き，自分で見つけ出すしかない。

　ICT技術の発達によって，ここ 10 ～ 20 年の間に人々が手にできる情報は格段に増えた。ネッ

トを見れば自分が欲しい情報が手に入り，あたかもネット空間に解があるかのような気にさせら

れる。筆者らも知らず知らずのうちにネットに解を求めるようになっていることに注意を払う必

要があるが，学生たちにそうした傾向がみられることを危惧している。学生たちがネット情報か

ら甘んじて受け身の姿勢にならないよう軌道修正してあげる。それが筆者らの仕事である。

　解は時の移ろいや場所の違い，コミュニティによって変化する不完全なものである。よって常

に最適なものを追い続ける姿が解と言えるのではないなだろうか。さらには何かを試行錯誤しな

がら解を追い求めることこそが，生きることそのものと言える。それに気づかせてくれるのが，

地域である。地域とはすなわち地域にいる多様な人々である。そのような人との出会い（機会）

を作る場が，筆者の役割であると考えている。

　以上のような問題意識や目的のもと，筆者は学生たちと地域に入り，実行と失敗を繰り返しな

がら共に成長する。これが西山ゼミのスタイルである。筆者のゼミ指導における最終到達地点は，

教員が学生たちの主体性に基づいて，適当な地域（人）と関わる機会を作り，指導を地域に委ね，

学生たちが行き詰った時のアドバイスや事業費提供（補助金の確保）など後方支援任務に徹する

ことだと考えている。しかし，現状では地域との関わりを築くこと，自身の経験値をあげること

で精一杯となり，学生たちにそうした場を提供できているとは言い難い。

４．１　多様な人々と関わる機会を提供する

　筆者自身，地域活動についてはまだまだ試行錯誤の最中のため，学生の主体性に任せた指導が

できていないのが現状ではあるものの，多様な人々との関わりは多く提供したつもりである。前

任の大学のゼミ生から「地域活動の中でいろんな人，特に 40 代以上の人と多く関わらせてもらっ

たので，（就職活動の）面接のときもあまり違和感なく話すことができました」や「就職活動で

話すネタが尽きませんでした」という話を多く耳にした。たとえ学生たちが，指導教員のリード

のもとで地域活動に関わっていたとしても，短期的な効果としては地域活動に関わっていると，

否応なく話のネタが増えたり，多様な年代の人と話したりするのに慣れる。大谷景観復活プロジェ

クトに関わった学生たちも，これまで目に見えてこなかった成果が就職活動に発揮されると期待

している。

　一方，長期的な視点に立てば，地域の人と関わることで各人の価値観や仕事観，人生観などの

多様性を知るきっかけとなる。それは学生自身がどのような仕事や働き方をしたいのか，何を軸

にして生きていけばよいのかなどの「生き方」を学び，考えるきっかけとなる。つまり，キャリ

ア教育につながると考えている。当事業においても，例えば 2019 年 10 月に大谷石採掘業者であ

るT氏の計らいにより，地域の方々との交流会が催された。学生たちは，地域の方々と酒を酌
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み交わしながら各テーブルで会話に花を咲かせていた。こうしたざっくばらんに楽しく会話がで

きる場を今後もより多く提供していきたい。

４．２　まずは実行してみる

　西山ゼミの二つ目のキーワードは「口だけではなく行動する」である。「口だけでは地域の人

に信頼してもらえない」というのが，筆者が前任校で得た知見であった。地域活動をする場合，

地域の人は教員やゼミ生がどのような思考やアイディアを出すかに期待しているわけではなく，

「地域のために何をしてくれるのか」を注視している。データを取るための調査は別にしても，

地域に浸りイベント開催などのアクションを起こそうとした場合は，地域からの信頼は必須であ

る。地域から求めに応じて汗をかいて，はじめて地域でアクションを起こすことができるように

なる。大谷景観復活プロジェクトの一年目に草刈りや地域イベントにボランティアに参加したの

は，2年目に様々なイベントをするための布石だった。

　いわゆる「実行力」は，大学生よりもむしろ社会に出た時に必要な態度である。しかし，社会

人と学生との大きな差は，失敗が許されるか，そうではないかである。学生は，失敗も勉強とし

て許される。成功すれば大いに称えられ，新聞やテレビの取材が入る。社会的に許されないこと

以外は何でもできる。時間があって，移動も自由にできて，ある程度のお金がある学生は，最も

恵まれた特権階級なのである。だから学生には失敗を恐れず，何でもいいからアクションを起こ

してほしい。その実行によって生じる様々な困難を乗り越える過程が，学生たちにとって最大の

学びとなっていく。実体験を伴う学びによって獲得された知は，書籍など実体験を伴わない知と

異なり，身体に染みつき色あせることはない。またその経験は，書籍などを通してフィードバッ

クすることで体系化され，より理解が深まる。日本の学校教育において広く行われている「体系

を学ばせ実践をさせる」のではなく，「実践してから体系を学ばせる」や「実践しながら体系を学ぶ」

方がはるかに効果的である。

　以上のことを大谷景観復活プロジェクトに当てはめてみると，学生たちはまず現地を歩き，大

谷地区の課題を捉え，その解決方法を「草刈りをすること」とした。そして多大なご助力をいた

だきながらも実行する。2019 年 8 月に行われたバーベキューでは，77,000 円が集まった。そうし

た大金を集められたのは，学生たちが大谷地区のために汗をかいていることを地域の方々や本学

の先生方が認識し，評価してくれているからである。一口 3,000 円の協賛金をお願いして回ると

5,000 円や 10,000 円を何のためらいもなく出してくれる。これが実行のもつ力である。

４．３　成功体験を積ませる

　とはいうものの，実行力（主体的に実行しようとすること）は経験に裏打ちされた成功体験を

経験し，それによって生じる高揚感や多幸感を味わったことがあるのかないのかによっても変

わってくると考える。地域活動は，資格のように自分の力を計る物差しがなく，自分が何のため

に地域活動をしているのかがわかりにくい。経験が少ない学生にとって，成果が見えにくいとモ

チベーションが上がらず，活動に身が入らないことも往々にしてある。
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　宇都宮市の場合，当市が毎年 12 月に開催する「大学生によるまちづくり提案発表会」は学生

たちの成果を計ることができる物差しとして非常に有意義なコンペティションである。また，11

月末には大学コンソーシアムとちぎ主催の「学生＆企業研究発表会」がある。前者は宇都宮市の

施策に資する提案をする場であり，アイディアが求められる。一方，後者は実際に何をしてきた

のかという結果が問われる。違った性格のコンペティションが揃っていて，自分たちの成果を目

に見えるかたちで評価してもらえる環境があるのはありがたいことである。

　先述のように，西山ゼミでは 2018 年度は大学生によるまちづくり提案発表会に，2019 年度は

学生＆企業研究発表会に出場し，高い評価を得ることができた。賞を取ることで自分たちの評価

を外部，特に就職活動時に面接官に理解してもらうことが容易になる。また，目標ができモチベー

ションを保ちやすくなる。そして何よりも賞をもらうことで，自分たちのやっていることに自信

が付き，それが実行力や主体性を育む。

　他人から評価をしてもらうという意味では，受賞報告に出向くことも大切な行程の一つである。

1年目の時に大学生によるまちづくり提案発表会の受賞報告とお礼のために，お世話になった方々

を一つ一つ訪問した。まわった先々でそれぞれの立場から良かった点をあげてもらえる。受賞す

ることだけではなく，何が良かったのかを具体的に教えてもらえることで，評価された理由を理

解することができる。これもまた成功体験となり主体性を育んでいく。

　確かに地域活動は，コンペティションの結果よりも過程が最も大切ではあるが，活動のモチベー

ションを持続させ高めるため，そして主体性を育むためには他者からの評価が必要になる。そう

したことから，大谷景観復活プロジェクトに関わった学生たちは，大小あろうが主体性を高めら

れたのではないだろうか。

４．４　つながる力の重要性

　「産学官連携」「地域連携」など「連携」がイノベーションの源泉として注目されて久しい。西

山ゼミにおいても，特に 2年目は連携が事業遂行の大きな原動力となった。一般的に大学や学生

は利益を求めないという前提条件があるために，多様な個人，団体と連携が容易である。

　大学や学生が持っている「つながる力」「つなげる力」を改めて思い知らされたのが，大谷マ

イニングサイトやポケットパークの建設であった。採掘場跡地で何か面白いことをやってみたい

という学生たちの想いに，一人また一人と人が関わることで，小さな光が大きな光を放つように

なっていく。協力者が一人増えるたびに，イベントの魅力が何倍にも高まっていく。「これがつ

ながる力だ」と実感した。

　大谷マイニングサイトの「大谷石の採掘場跡地でジャズを聴きながら，餃子とカクテルを堪能

する」というコンセプトは，企画段階からそうであったわけではなく，クリエイターや事業者か

らのアイディアを寄せ集めた結果である。ポケットパークもアンケートの結果が発端ではなく，

大谷石事業者の「大谷には休むところがなく，小さな休憩場があったらな」というつぶやきから

である。一人では達成できないことでも，小さな力が寄り集まることで，化学反応が起き魅力的

な大きな力に変化していくのである。これは協奏曲に似ている。一つ一つの楽器は地味でインパ
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クトがなくても，全く異なる種類の音色が合わさることで壮大で魅力的な音楽へと姿を変える。

学生たちには，この「つながる力」を学んでほしかった。

　当たり前のことであるが，人は全知全能ではない。しかし，人はそれぞれ得手不得手があり，

各人が不足する力を補い合って組織や社会が成り立っている。より多くのことを知り，できるよ

うになるように努力することは尊いことである。しかし，自分のできないことは，誰かを頼るの

も生きるすべの一つである。そして困っている人がいれば，自分の力を貸してお返しをする。こ

のことは，決して新しい考え方ではなく，人間がこれまで脈々と命をつないで来るために得てき

た知恵である。

　インターネットの普及によって，人は仮想空間の中で交流することができるようになった。筆

者が学生たちに真に伝えたいことは，現実世界における様々なタイプの人間と良好な関係を築き，

助け合っていくことが最も大切だということである。AI などが今後より進化し，20 年後には現

在ある仕事の 8割が消えるとも言われる。今後の人に求められる力は，人の感性に訴えかけるよ

うな，より強い感動を与えられる仕事である。ICT技術が発達しているからこそ，人が何を考え

ているのか，人が何を求めているのか，人が何に感動するのか。そのパターンを知っておくこと

が生きるすべとなっていく。そのチャンスを提供してあげることが，地域を教科書として扱う大

学教員の仕事である。

【注】

１） 栃木県総合政策部「大学地域連携活動支援事業」の補助を受けた（「大谷景観復活プロジェ

クト̶空き家・空き地を利活用した景観維持と観光振興̶」）。

２） 宇都宮共和大学の先生方からも協賛をいただいた。

３） 宇都宮市民ジャズオーケストラと灯作家のK氏には，出演料と製作費をお渡しした。両者に

は当事業の公益性や学生のゼミ活動であることに関して深いご理解いただき，通常引き受け

てもらえない金額でお願いした。また，地権者の自宅の電気や水道なども利用したことなど

から，会場使用料も地権者にお支払いした。

４） ポケットパーク建設に最も適した地点での計画は頓挫してしまったが，2020 年 3 月時点で新

たな候補地を選定し，所有者に建設承諾を得ている。ただ，現段階では渡辺建設㈱との日程

調整がつかず，建設日時は未定のままとなっている。

５） 足尾銅山鉱毒事件によって廃村になった旧谷中村の人々のインタビューを中心にしたドキュ

メンタリー映画で，それを再編集したのが『鉱毒悲歌そして今』である。

６） 1 年生は「地域社会実習Ⅰ」の実習が 14 日に入っていたが，当初行う予定であった実習を取

りやめ，大谷地区の復旧作業に振り替えた。
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補遺１　大谷マイニングサイトにて実施したアンケートの質問票
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補遺３　ポケットパークの設計図
（渡辺建設のＨ氏が制作）
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補遺４　「大谷景観復活プロジェクト」に関連した主な活動
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　宇都宮共和大学都市経済研究センターでは，2018 年度から本学教員 3名と客員研究員（本

学非常勤講師）1名で「城山地区の地域・観光振興に関する共同研究」を実施している。2

年目となる本年度においては，大谷地区を中心とする人口，大谷石産業，観光の歴史や現状

に関する分析を行った。本稿では，本共同研究に取り組むに至った背景や目的，研究体制，

今後の研究に向けた方向性を示す。

キーワード : 大谷地区，宇都宮市，地域振興，観光振興

１　はじめに
　衰退する地方の救世主として，多くの地域がインバウンド観光に注目し，各種の取り組みを行っ

ている。宇都宮市では，かねてより「餃子の街」として，全国にその名を轟かせ，関東を中心に

多くの観光客が有名餃子店を目指し，観光に訪れている。ところが，東京へのアクセシビリティ

の良さや周辺に日光や那須といった魅力的な観光地を抱えているがゆえに，多額の消費を伴う長

期滞在型の観光が根付かず，観光客一人あたりの消費金額が少ないことが指摘されている（宇都

宮市（2018），文献 [1]）。

　そうした中で，大谷地区や大谷石が再び観光資源として注目を集めるようになっている。潮目

の変化は 2018 年 5 月に「大谷石文化」が日本遺産に認定されてからと思われるが，陥没事故や

大谷石産業の衰退が負のイメージとして依然として当地区に暗い影を落としているのも現実であ

る。また，大谷地区における最大の魅力は，大谷石がつくりだす独特の景観であるが，それをあ

りふれた風景として評価していない地元住民も少なくない。

　観光需要にインフラ整備や制度が追い付いていないのも喫緊の課題である。2018 年に宇都宮

大谷地区の基礎的研究（１）
̶共同研究の趣旨と目的̶

A Basic Study on Ohya Area #1
: Background and Purpose of This Joint Research

吉　田　　　肇（宇都宮共和大学　教　　授）
西　山　弘　泰（宇都宮共和大学　専任講師）
渡　邊　瑛　季（宇都宮共和大学　専任講師）
吉　野　清　史（宇都宮共和大学　客員研究員）

研　究
ノート
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市は当地区主要道路沿いを立地誘導エリアに定め，開発許可基準の緩和を行うなど観光振興にむ

けた取り組みを行っているが，道路や上下水道，公共交通は脆弱なままで，今後オーバーツーリ

ズムの影響がでることも予想される。インフラにおける課題として最も懸念されるのが，防災対

策である。当地区ではこれまでも，集中豪雨によって姿川が観音橋付近の狭窄部で溢水を繰り返

しており，2019 年 10 月の台風 19号では氾濫によって地区の広い範囲で床上浸水の被害を受けた。

飲食店は長期の休業を余儀なくされ，中には廃業した店舗もある。2020 年春に規制緩和を利用

した店舗出店が見込まれていたが，その影響から未だに工事が始まっていない 1)。

　以上のように，当地区にはハード，ソフト両面において，課題が山積している。そうした中で

インバウンド振興の名のもとに，観光振興のみが行政の後押しのもと民間事業者を中心に推進さ

れ，コミュニティが置き去りにされている懸念もある。本研究では観光振興から一旦距離を置き，

大谷地区の歴史や現状を整理するところからはじめた。そして，大谷地区にとって何が課題なの

か，その課題をどのように乗り越え，コミュニティと観光のバランス良い発展を如何に目指して

いくのかを考察していく。大谷地区の現状や課題を洗い出し，今後の大谷地区におけるコミュニ

ティ，観光振興のあるべき方向性を示すことが，本研究の目的である。

２　研究体制
　宇都宮共和大学都市経済研究センターでは，「宇都宮共和大学共同研究規程」に基づき，本学

教員または産官民を交えた共同研究を推進しており，本共同研究もその枠組みのもとで 2019 年 2

月に発足した。2018年度は資料収集など予備的な活動を，2019年度から2カ月に１回程度メンバー

が集まり成果報告，ディスカッションを重ねてきた。

　本共同研究のメンバーは表１に示した通りである。2019年度における研究代表者である吉田は，

全体統括を担当した。西山は 2018 年度よりゼミ活動において当地区で景観維持活動を実践して

おり，コミュニティやまちづくりの観点から当地区の分析を行った。渡邊は観光地理学に精通し，

大谷地区を含む市内北西部地域におけるグリーンツーリズムについての成果があることから，観

光全般や大谷地区において期待が高まっているガストロノミーツーリズムを検討した。

　また，外部から客員研究員として吉野を招聘した。吉野は現役の宇都宮市役所職員であるが，

本学シティライフ学部の非常勤講師を務めている（「地方自治論」担当）。また 2018 年度から

2019年度にかけて宇都宮市の出先機関である城山地区市民センターの副所長でもあった。つまり，

大谷地区のコミュニティと最も近い距離にあり，当地区の細かな情報に精通している。吉野は当

地区のコミュニティの動向や市の施策などについて助言するとともに，吉野個人の研究として大

谷石産業の歴史や現状についての調査・研究を担当した。

３．１　2019年度の研究成果
　『都市経済研究センター年報第 20 号』においては，2019 年度の成果を担当分野ごとに提示する。

大谷地区に関する書籍や論文・雑誌記事，報告書は多数存在するが，大谷地区全体を俯瞰的，か

つ簡潔にまとめたものが少ない。実質的に共同研究 1年目となる 2019 年度は，既存資料や統計
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などから情報を入手し，それらをまとめることとした。

　まず，「大谷地区の基礎的研究（２）」は西山が担当し，統計データから大谷地区の人口動態の

変化やその特徴，課題を整理した。（３）は吉野が担当し，各種資料を参考に大谷石産業やそれ

を支えた輸送手段の歴史と現状をまとめた。（４）は渡邊が担当し，大谷地区における観光の隆

盛期とその後の動向，そして今後の当地区における観光の在り方を論じた。

　

３．２　2020年度の研究計画
　前述の通り，本研究の目的は大谷地区の地域（コミュニティ）と観光のバランスの取れた振興

を図っていくための方策を見出すことにある。本共同研究においては，大谷地区における地域振

興・観光振興のキーになるのは，宇都宮市北西部地域の観光資源と個々の人的資源の連帯である

と考える。特にイノベーションを起こすためには，多様な主体の連携が重要である。ところが，

地元（長い間当地区に住んでいたり事業を行っている事業者）と非地元（近年流入してきた住民

や事業者，その他の団体，個人）に関わらず，相互理解や共通認識が不足しているように思われる。

それは「当地区はもともと採掘業に携わる者が多く，各採掘場が奪い合うように限りある大谷石

を採掘してきた 2)」ということも背景にあるのかもしれない。

　しかし，採掘業の衰退，地元住民の変化，新住民や事業者の流入によって，連帯を阻む意識は

徐々に薄れつつあるように感じられる。そこで，2020 年度の共同研究では，大谷地区のプレイヤー

の連携の可能性について検討していくこととする。具体的には，大谷地区を一つの事業体と捉え，

人材の有効な利活用方策の提示を試みる。

【注】

１） 2020 年 3 月に行った株式会社ベルモール関連企業社員に対する電話取材による。水害の他に

も，2020 年 3 月頃から世界的流行となった新型コロナウイルスによる観光客の激減もその理

由の一つとしている。

２） 2020 年 3 月に行った大谷石採掘事業者の社員に対するヒアリング調査による。

【参考文献・資料】

 [1] 宇都宮市（2018）『第 2次宇都宮市観光振興プラン』宇都宮市．

表１　2019 年度共同研究のメンバー

担当分野



175

　本研究は大谷地区における人口動態の変遷や現状をまとめることで，来年度以降の研究の

基礎とすることを目的としている。大谷地区の人口は 1970 年以降減少の一途を辿り，その

動態は宇都宮市全体と逆行した傾向を示している。人口減少の要因は，大谷石産業の衰退に

よる減少と 2000 年以降の少子高齢化に伴う減少の二つに分けることができる。今後も持続

的な観光振興を目指すとするならば，同地区のコミュニティ再生は急務である。

キーワード : 大谷町，宇都宮市，統計，人口動態，大谷石産業，少子高齢化

１　はじめに
　宇都宮市大谷町（以下，大谷地区）は，古くから大谷石の採掘産業で栄えたという特性上，大

谷石産業に関連した書籍，記事，報告書等が多数確認できる。また観光関連では，大谷寺への札

所巡りや戦後の観光開発に伴う観光関連施設の立地などの記述も散見される。一方で，人口動態

について記載したものは管見の限りではなく，その変遷や現状についてまとめることが，今後本

研究を遂行していく土台になると考えた。そこで本稿では大谷地区の人口動態について，国勢調

査などの統計資料を用い，その変遷と現状についてまとめてみた。

２　大谷地区の地勢
　大谷地区は，宇都宮市中心部から北西に約 7kmに位置する。大谷地区の面積は 4.13k㎡と宇都

宮市他地域の行政区域と比べると広い。そのため地区内は荒針，大谷，坂本，立岩，瓦作，戸室，

城西ニュータウン（一部）の自治会に分かれている 1)。宇都宮市が定める連合自治会における地

区区分では，城山地区に属する地域である。図１に示したように，大谷地区は南北に長く，中央

には東西に県道 70 号線（宇都宮今市線），通称大谷街道が貫いている。大谷交差点から県道 188

号線（大谷観音線）が分岐し，大谷寺まで続く。

大谷地区の基礎的研究（２）
̶統計からみた大谷地区の変化と現状̶

A Basic Study on Ohya Area #2
: Statistical Overview of its Changes and Current Situation

西　山　弘　泰（宇都宮共和大学　専任講師）

研　究
ノート
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　地形は北側から流れる姿川と西側から流れる支流，そして地区東縁を南北に流れる鎧川流域は

平地となっているが，半分以上をなだらかな丘陵地が占めている。姿川沿いには侵食作用によっ

て生まれた大谷石の露頭や奇岩群を目にすることができる。

　大谷寺付近一帯は宇都宮県立自然公園に指定されており，大谷寺北側の御止山は国の名勝に指

定されている。また，約 1,200 年前に建立されたとされる大谷寺や大谷寺内にある磨崖仏の千手

観音像は国の特別史跡，重要文化財に指定されている（塙（2015），文献［1］）。さらに，2018 年

5 月に大谷石の文化が「地下迷宮の機密を探る旅～大谷石文化が息づくまち宇都宮～」として日

本遺産に認定され，その構成文化財として大谷地区やその周辺の奇岩群，大谷寺の文化財，採掘

場やその跡地（大谷資料館など），軌道跡，大谷石採掘道具一式などが指定された。その他，大

谷景観公園や平和観音，隣接地域には多気山不動尊，ろまんちっく村など文化的価値の高い施設

や集客施設が多数立地している。

３　人口と世帯の変化
　住民基本台帳による 2020 年 2 月末の大谷地区の人口は 1,942 人，世帯数は 876 世帯である。図

２より大谷地区の人口の変遷をみていきたい。入手可能であった 1975 年から 5年ごとの人口と

世帯の変化では，1975 年に 4,110 人だった人口はほぼ同様のペースで減り続け，現在は 1975 年

の半分以下となっている。同じように減少し続けている人口であるが，それには 2つの段階があ

ると推察される。

　まず，第一段階は 1990 年代半ばまでである。この時期は大谷石産業の衰退による人口減少で

ある。特に1960年代の大谷石採掘の機械化による省力化と1970年代以降の大谷石需要の減退が，

当期の人口減少に大きな影響を与えたと考えられる。産業の衰退と人口減少との関連性について

は「大谷石の労働者は，96％までが大谷の人間である」（栃木県立宇都宮中央女子高社会クラブ

（1974），文献［2］）ことからも推察することができる。また，大谷石採掘関連従業者を主な顧客

とする個人経営で住まいを併設した小売業や飲食業などの衰退も招くこととなり，人口を大きく

減じたものと考えられる。こうした人口の変化は，旧産炭地域と類似する。

４　年齢別の人口構成
　他方で 2000 年以降の人口減少は少子高齢化による影響，すなわち日本全体が抱えるマクロな

人口動態と関連性が高い。図３は 2015 年国勢調査に基づく大谷地区と宇都宮市全体の 5歳階級

別の人口構成を示したものになる。宇都宮市全体の高齢化率は 22.9％であるのに対し，大谷地区

は 32.3％と 3 人に 1人が 65 歳以上の高齢者である。それを反映し，人口のピークは宇都宮市全

体では 40-44 歳であるのに対し，大谷地区では 60-64 歳である。また，大谷地区の特徴は 75 歳以

上の後期高齢者の割合が高いことであり，中山間地域にみられる人口構成と似ている。このこと

から，人口減少の第二段階は，子どもたちの離家と高齢による死亡や他出といった少子高齢化に

起因しているものと思われる。

　大谷地区の自治会の中には，後期高齢者の割合が 50％を超えている地区もあり，コミュニティ
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活動そのものの運営やひいては存続も危ぶまれる地区もある 2)。近年の大谷地区では，大谷石の

文化が日本遺産に認定されるなど，観光業が脚光を浴びつつある。その一方で，地域の存立基盤

ともいえるコミュニティが運営や存続の危機に瀕している。大谷地区には民家の外壁に大谷石を

貼ったり，塀が大谷石であったりする場合が多い。こうした日常生活の中にある景観，つまり生

活景も大谷地区の重要な観光資源である。たとえレストランや小売店が出店しても，それを引き

立たせる生活景が失われてしまっては，全国にありふれたテーマパークと大差はない。大谷地区

が観光地として今後発展していく上でもコミュニティの維持が重要である。

図１　大谷町の位置
資料：「地理院地図」の一部を改変し作成
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　図４は 1995 年と 2015 年の大谷地区における人口ピラミッドである。特徴的なのは，1941-45

年生まれコーホートの男性が目立って少なくなっていることである。こうした傾向は宇都宮市全

体ではみられず，大谷地区で特徴的にみられる。しかしながら，その理由については判然としない。

また，2015 年における 75 歳から 84 歳までの女性の数が極端に多い。確かに，日本全体の人口

構成をみると，男性に比べ女性の方が長命なため 85 歳を超えると男性と女性の人口比は 1：2と

図２　大谷町の人口の変化
資料：1995 ～ 2015 年は国勢調査，1990 年以前，2020 年は住民基本台帳人口より作成

注：住民基本台帳における人口のうち 2020 年は 2月末，他は 1月末のもの

図３　大谷町と宇都宮市の人口構成
資料：2015 年国勢調査より作成
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なる。ところが 75 歳からそうした傾向がみられることも大谷地区の特徴といえる。なお，その

理由に関して高齢者施設の存在が考えられるが，大谷地区には特別養護老人ホームなど長期にわ

たって高齢者が居住する施設は存在せず，不明である。

５　就業者の産業
　表１は大谷地区における 15 歳以上就業者の産業の大分類別人口を示している。分類の変化に

伴って，年次により名称が異なるが，大谷石に関連した項目である「鉱業，採石業，砂利採取業」

「鉱業」3) の変化をみてみると，1995 年は 50 人（3.6％）が「鉱業」に分類される産業に従事して

いた。ところがそれより 20 年後の 2015 年には 4人（0.4％）と大幅に減少している。これらすべ

てが大谷石の採掘に関わっているとは明言できないが，その大半がそうであることは想像に難く

ない。このデータからみても，地域住民と大谷石産業の関わりが希薄になっていることが伺える。

なお，1995 年，2015 年ともに宇都宮市全体の構成比と比較したところ，大きな差異を確認する

ことはできなかった。

６　事業所と労働人口
　ここでは働く場としての大谷地区の状況，また労働人口の動態について概観する。図５は大谷

地区における事業所数と従業者数の推移を示したものである。1975年には251の事業所が立地し，

そして 2,049 人の従業者が就業していた。この資料からも，大谷地区の往時の賑わいをうかがい

知ることができる。

図４　大谷町の人口ピラミッド
資料：各年次国勢調査より作成
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　一方，表２は 2016 年の結果である。大谷石採掘事業者と思われる「鉱業，採石業，砂利採取業」

はわずか 3事業所，8人に過ぎない。最も多いのが「卸売業，小売業」で 40 事業所，132 人となっ

ているが，この構成比は，宇都宮市全体の数値よりも大幅に高く大谷地区の特徴といえる。それ

とは逆に「宿泊，飲食，サービス業」が 3事業所，10 人と少ない。2018 年ごろから飲食店の開

表１　大谷町と宇都宮市の人口構成

資料：各年次国勢調査より作成

図５　大谷町における事業所と従業者の推移
資料：経済センサス，事業所・企業統計調査より作成
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業は確認できるが，観光地として飲食店の少なさは課題である。

　各産業別の変化を示したのが表３である。最も減少が激しい産業は，「鉱業」でその減少数は

群を抜いている。また「製造業」についても減少しているが，これは大谷石の加工事業者が含ま

れるものと思われる。大きな変化がみられないのが「卸売・小売業，飲食業」である。ただ，事

業所数が 4分の 1ほど減少している一方で，従業員数が増加している。これは従業者数が少ない

小規模な個人店が廃業する一方で，企業的経営の事業所が増えたことによるものと考えられる。

７　今後の研究に向けて
　本稿では，統計資料を用いて大谷地区の人口や産業の変遷・現状を明らかにした。人口におい

ては，戦後増加の一途を辿った宇都宮市全体の人口とは裏腹に，大谷石産業の衰退と軌を一にし

て減少し続けており，高齢化によりコミュニティの維持が今後困難になっていくことが予想され

る。

　その反面，大谷資料館など，その魅力が各種メディアを通して発信され，観光地としてのプレ

ゼンスは年々高まっている。それにビジネスチャンスを見出した事業者による店舗の新規出店や

計画も相次いでおり，観光地としてますますの発展が見込まれる。今後の大谷地区の課題は，観

光地化が進む中で，いかにコミュニティを維持し，生活の場としての大谷地区を維持していくか

である。今年度以降は，観光地化とコミュニティの維持を如何にバランスよく進めていき，持続

可能な観光地を目指していくかについても検討していきたい。

表２　大谷町における事業所と従業者（2016 年）

資料：経済センサスより作成
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【注】

１） 宇都宮市「宇都宮まちかど情報マップ」

　　https://www.machi-info.jp/machikado/utsunomiya_city（2020 年 3 月 29 日閲覧）。

２） 大谷自治会の会長であるF氏の 2019 年 8 月の語りによる。

３） 「鉱業，採石業，砂利採取業」と「鉱業」は同義であることから，当該項目における 1995 年，

2015 年の比較は可能である。

【参考文献・資料】

[1] 塙　静夫（2015）『うつのみやの地名と歴史散歩』下野新聞社．

[2] 栃木県立宇都宮中央女子高社会クラブ（1974）『地域総合調査報告　大谷』栃木県立宇都宮中

央　女子高社会クラブ .

表３　大谷町における産業大分類別の事業所と従業者の変化

資料：経済センサスより作成
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　大谷地区における今後の地域振興策を考える上で，大谷石の採取場跡地などの大谷石産業

に関連した遺構等を，この地域固有の資源として活かすことは，欠くことのできない手法の

一つである。本稿では，主に明治時代以降の大谷石産業について，石の採掘方法や輸送方法，

生産量や出荷額の変遷，宇都宮を中心とする地域経済に与えてきた影響などに関する基礎的

な情報とともに，現在の大谷地区が抱えている課題や，行政を中心に進められている様々な

施策の動向などを整理することにより，この地域の振興策を検討する上で必要となる知見の

共有を図る目的でまとめたものである。

キーワード : 大谷石産業，採掘方法，輸送方法，採取場跡地，観光産業

１　はじめに
　本稿では，宇都宮市の中心部から西北に約 8kmに位置する大谷地区を中心に採掘されている

緑色凝灰岩（グリーンタフ：通称「大谷石」）について，その採掘を生業とする大谷石産業の変

遷と，その流通の仕組みが地域経済に与えた影響を検証するとともに，変革期を迎えている大谷

地域の今後について考察する。

２　大谷石産業の変遷
　大谷石は，宇都宮市の大谷地区を中心とした東西約 4km，南北約 6kmのエリアを中心に採掘

されている。日本国内には，大谷石と同様の凝灰岩採掘地が各地に存在しているが，いずれもそ

の採掘規模は小さく，大規模に採掘が続けられているのは，この大谷地域だけともいわれている。

その埋蔵量は，約 6億トンと推定され，この規模での凝灰岩の採掘地は，世界的にもあまり例が

ないといわれている（宇都宮市教育委員会，2004）。

　採掘が最も盛んに行われていた昭和 30 年代から 40 年代頃には，事業者は 120 を数え，約 2,000

大谷地区の基礎的研究（３）
̶大谷石産業の変遷̶
A Basic Study on Ohya Area #3

: The History of the Ohya-Stone Mining Industry

吉　野　清　史（宇都宮共和大学　客員研究員）

研　究
ノート
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人が大谷石採掘関係の仕事に従事していた。大谷石材協同組合の統計によると，そのピークは

1973 年（昭和 48 年）頃で，年間の出荷高は 89 万トン，金額ベースでは約 92 億円に達していた

との記録もあり，当時の宇都宮地域における産業の一翼を「大谷石産業」が担っていたといえる。

　ここでは，大谷石の採掘手法や流通方法の変遷が，生産量や出荷額，従業者数の変化とどのよ

うな関連性があるのかを明らかにするとともに，大谷石産業の盛衰が地域経済に与えてきた影響

について考察する。

２．１　採掘方法の変遷と生産量の推移
２．１．１　手掘りによる採掘

　大谷石の主な採掘方法は，時代によって大きく変化し，産出量に大きく影響してきた。一般的

には，石の層を垂直に掘り下げていく「平場掘り」と，水平方向に掘り進む「垣根掘り」の二つ

の採掘方法が存在する。明治時代までは「平場掘り」が主流であったが，採掘される石の品質に

関係なく，上の層から順に掘り進めなければならず，効率的な採掘方法とは言えなかった。また，

当時の掘り方は，ツルハシによる「手掘り」が主流であり，基本的なサイズである「六十石」（ろ

くとういし：厚さ 6寸×幅 10 寸×長さ 3尺＝ 180 × 300 × 900mm，重さ約 150kg）を一人の熟

練の職人が掘り出せたのは，1日 12 本が限度であったといわれている。さらに，これを「小出し」

と呼ばれる職人が，足元が不安定な足場を使い，背負子により一本ずつ地上に運び出すという作

業もあり，転落事故等の危険性も高く，かなり非効率な採掘方法であった（大谷の文化的景観保

存・活用検討委員会，2006）。この頃の大谷石の生産量は，大谷石材協同組合から提供を受けた

「大谷石出荷高・従業員数年代別推移」によると，1897 年 ( 明治 30 年 ) の年間出荷高 6千トンと

の記載が最も古い（図１）。

　その後，大正時代初期に伊豆長岡の石切職人から「垣根掘り」の技術が伝えられると，垂直方

向の「平場掘り」により掘り進め，良質な層に当たったら，この方法によって水平方向に掘り進

むという採掘方法が主流となり，地下における天候や昼夜を問わない採掘が可能となったことで，

1916 年 ( 大正 5年 ) の年間出荷高は，15 万 8 千トンまで増加している。

　1922 年 ( 大正 11 年 )，アメリカの建築家フランク・ロイド・ライト設計による旧帝国ホテルに

多くの大谷石が使用されて建設されたが，この翌年に発生した関東大震災において，建物がほと

んど無傷であったことで，大谷石の耐火性や耐震性が高く評価され，需要の拡大につながること

となり，1928 年 ( 昭和 3 年 ) の年間出荷高は 25 万トンに到達した。その後，世界恐慌の影響等

もあり，年間出荷高は 10 万トン代前半で推移し，第２次世界大戦中，地下の採取場が軍需工場

として利用されていたことなどもあり，1940 年 ( 昭和 15 年 ) には，1万 7千トンにまで減少した。

第 2次世界大戦終了後の 1947 年 ( 昭和 22 年 ) になると本格的に採掘が再開され，戦後復興需要

の影響等もあり，1950 年 ( 昭和 25 年 ) の出荷高は年間 16 万トンまで回復する。

２．１．２　採掘作業の機械化

　大谷石産業に大きな転機が訪れたのは，採掘作業を「機械化」したことによる大幅な増産であ
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る。1952 年 ( 昭和 27 年 )，大谷石材協同組合内に「機械化研究委員会」が設置され，本格的な研

究に着手するとともに，フランス製のチェーンソー裁断機 PPK125 を購入し，これをベースとし

た試作機を完成させた。1957 年 ( 昭和 32 年 )，「大谷石採掘研究会」により，「オートメーション

採掘第１号機」が完成し実用化に成功したことで，本格的な採掘作業の機械化が開始され，1959

年 ( 昭和 34 年 ) には，大谷地区のすべての採石場で採用されるようになった。（宇都宮市教育委

員会，2004）この頃，鉄道から自動車へと石の輸送手段の移行が進んだことと相俟って，高度経

済成長期の建設需要に対応したことにより，大幅な増産につながり，1973 年 ( 昭和 48 年 ) には，

年間の出荷高は 89 万トン，出荷額も 92 億円と，ともにピークを迎えることになる。同年の大谷

石の採掘事業者は約 120，採掘関係の仕事に従事する者も約 2,000 人となり，当時の地域経済を

支える主要な産業となっていた（図２）。
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図１　大谷石採掘量と出荷額の推移
（大谷石材協同組合提供資料より作成）

図２　大谷石採掘業者数と従業員数の推移
（大谷石材協同組合提供資料より作成）
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２．１．３　採掘作業の機械化の弊害

　その後，コンクリートブロックの普及などの建築資材の多様化や，建築基準法改正により，大

谷石蔵等の建築が規制されたことなどの影響により，大谷石の需要は徐々に減りはじめ，次第に

その採掘規模は縮小し，1985 年 ( 昭和 60 年 ) には，年間出荷高 37 万トン，出荷額は約 40 億円

まで減少。ピーク時と比較すると，ほぼ半減といった状況に陥った。

　また，採掘作業の機械化は，増産を成功させた一方で，粉塵による珪肺病等の罹患者の増加や，

長距離輸送によるドライバーの労働環境悪化を招いたほか，採掘量増加に伴う採掘場所の深化に

より，坑内における落盤や崩壊，地表にも影響を及ぼす陥没などの様々な事故が多発するように

なったのもこの頃である。そのような中，大谷石材協同組合において，1963 年（昭和 38 年），「大

谷採石地域地質測量調査報告」が，1972 年（昭和 47 年）からは「大谷石の採掘基準設定のため

の基礎的研究」が行われるなど，安全な採掘体制の確立に向けた調査・研究が進められ，安全基

準の検討なども進められた。

２．１．４　大谷石産業の衰退

　1989 年（平成元年）2月，大谷町の坂本地区において大規模な陥没事故が発生すると，大谷石

産業の衰退に拍車がかかることになる。この陥没事故を契機として，1990 年（平成 2年）3月，

栃木県・宇都宮市・大谷石材協同組合を中心に，採取場跡地の安全対策を総合的に推進し，地域

の発展に寄与することを目的とする「大谷地域整備公社」が設立され，採取場跡地を中心に設置

された地震計による地下変動等の監視や，採石業者等が行う採取場跡地等の安全対策事業に対す

る債務保証などの事業を行っている。その後も，小規模な陥没の発生や，地下における振動等は

観測されているが，公社のこれらの取組により，地域の安全は概ね確保されている。

　坂本地区における陥没事故は，大谷石産業全体に大きな影響をもたらし，1995 年 ( 平成 7 年 )

の年間出荷高は，最盛期であった 1973 年 ( 昭和 48 年 ) の約 4 分の 1 となる 21 万 2 千トンまで

減少し，事業者の数も 36 にまで落ち込んだ。現在も，その衰退傾向に歯止めはかかっておらず，

2018 年 ( 平成 30 年 ) の年間出荷高は 1万 300 トン，出荷額は 3億 1 千万円となっており，事業

所は 71) まで，従業員数も 124 名まで減少している。

２．２　輸送方法の変遷と生産量の関係
２．２．１　馬・馬車による輸送

　大谷石は，江戸時代には既に商品化され，隅田川沿いの問屋で取り扱われており，鬼怒川（姿

川との説もある）の水運により運ばれていたと伝えられている。当時は，馬で運ぶことが主流で

あり，産出された石の多くは宇都宮周辺で消費されていた。

　明治時代になると馬車による輸送が主流となり，石の輸送量も増え始め，より多くの石を運ぶ

ため，「人車軌道」（トロ）が使用されるようになる。
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２．２．２　人車軌道による輸送

　その後，大谷石の採掘量増加に伴い，より多くの石材を輸送するため，1896 年 ( 明治 29 年 ) に「宇

都宮軌道運輸株式会社」が設立され，翌年，宇都宮町西原町（現在の宇都宮市桜 3丁目付近）と

城山村荒針（現在の大谷町：城山地区市民センター付近）を結ぶ 6.3kmの軌道が完成し，営業を

開始した。また，同年，荒針から北に分岐する軌道も設置され，瓦作を経て，立岩まで延長された。

　さらに，大谷石のさらなる大量輸送を実現するため，鉄道との接続ルートが検討され，1906年（明

治 39 年）に，日光線鶴田駅まで軌道が延伸された。この年，これまで軌道の整備を行ってきた

宇都宮軌道運輸株式会社は「宇都宮石材軌道株式会社」と改称されるとともに，野州人車鉄道石

材（株）の軌道を譲り受けたことにより，軌道の総延長は 26.8kmに及んだ（宇都宮市，1980）。

２．２．３　鉄道による輸送から自動車へ

　1915 年（大正 4年）には，日光線鶴田駅と荒針との間に「石材専用軽便鉄道」が開通し，蒸

気機関車による大谷石の輸送が開始されたことにより，石材の搬出量が大幅に増加し，関東一円

にその販路を拡大することになる。旧帝国ホテルが建設されたのもこの頃である。この後，鉄道

を中心とした輸送体制は，トラック輸送に切り替えられる 1960 年代まで続くことになる。

　1960 年代に入ると，採掘の機械化による大谷石の増産とともに，自動車による輸送が主流と

なり，大谷石産業の一時代を支えてきた鉄道輸送は，駅や集積場所等における積み替え作業が生

じることによる品質悪化等の課題もあり，次第に自動車に取って代わられる。その後，鉄道輸送

の需要は急激に減少し，1964 年（昭和 39 年）に軽便鉄道が廃止され，約 70 年間続いた歴史の

幕を閉じることとなる。現在，その軌道が残されている場所は存在しないが，鹿沼インター通り

付近から砥上町を経て明保通りに至るルートに，軽便鉄道の当時の面影を感じることができる。

２．２．４　宇都宮地域における「鉄道」と「大谷」

　明治時代中期以降，都市鉄道の先駆的な事例として位置づけられ，主に大谷石の輸送を担って

いたのは「宇都宮軌道運輸株式会社」であった。この会社の設立申請時に国に提出された「鉄道

敷設願」によると，「大谷石の搬出」のほか，宇都宮の市街地から「大谷への観光客の誘致」を

実現するための鉄道敷設である旨の記載がある（宇都宮市，1980）。当時から，大谷寺や多気不

動尊などを訪れる市民のニーズは高く，この人車軌道は，「宇都宮人車鉄道」と呼ばれ親しまれ

ていた。

　ちなみに，現在，宇都宮市と芳賀町が 2022 年 3 月開業を目指して整備を進めている LRT（Light 

Rail Transit）の現在の整備計画において，JR宇都宮駅西側は，桜通り十文字までとされているが，

奇しくもこの地点は，かつて大谷まで敷設されていた軌道の起点であった西原町付近とほぼ同じ

場所である（図３）。2018 年 5 月に，この地点からさらに西側へ最大で「大谷観光地付近」まで

LRTを延伸する案を検討することが公表されたが，敷設から１世紀以上の時を経て，かつて存

在した軌道と同じ地点を起点とする路線が再び整備されようとしていることは，歴史的な背景や

地形などから見ても必然性があり，非常に興味深いものがある。
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図３　宇都宮石材軌道「路線一覧図」（上）と JR宇都宮駅西側の LRT導入検討案
（宇都宮市「JR宇都宮駅西側の LRT導入に向けた検討状況」と，宇都宮石材軌道編（1915）『営
業案内 宇都宮石材軌道株式会社「線路一覧図」』の一部を筆者改変）
注）下図は方角を合わせるため，右に 90 度回転させている。
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３　大谷石産業の現状と展望
３．１　現在の大谷石産業
　かつて，擁壁や住宅基礎等の建築資材として大量に利用されていた大谷石であるが，建築基準

法の改正等の影響もあり，この分野で需要を伸ばすことは期待できない。現在では，この石の特

長である「重厚なのに柔らかく暖かみのある風合い，癒しの効果」といった魅力を前面に出し，

一般住宅の蔵や塀，敷石，外壁，内装材等としての利用が中心となっている。その需要も少なか

らず存在し，採掘事業者の数は減少しているものの，現在でも年間約 1万トンを産出しており，

出荷額も 3億円程度の水準を維持している。また，建材としてだけでなく，大谷石の加工しやす

い特長を活かし，オブジェやインテリアなどの商品開発も進んでおり，その利用の幅は広がって

いる。

３．２　大谷石産業関連の遺構活用
　ここ数年，大谷石の採取場跡地を活用した新たな観光事業が注目を集めており，1979 年（昭

和 54 年）に開館した大谷資料館は，その先駆け的な存在といえる。地下に広がる幻想的で巨大

な空間は，映画やドラマ，音楽関係のプロモーション映像などの撮影に利用されており，これら

のロケ地を巡る観光客が数多く訪れている。

　また，この地域には，大谷資料館と同様，現在は採掘が行なわれていない採取場跡地が約 250

箇所存在しており，その約 9割は水が溜まっている状態である。そのまま活用することは困難で

あるが，2014 年，この水が溜まった地下空間を地底湖と見立て，ボートで探索する「地底湖クルー

ズ」が開始されると，国内外から多くの方が訪れる人気スポットとなっている。

　また，この地下の貯留水は，平均で 12.9℃と，一般的な地下水よりも低い温度を保っており，

これを冷熱エネルギーとして活用する研究が 2012 年に開始され，翌年には，大谷夏いちご研究

会を組織し，貯留水を利用したクラウン冷却システムによる夏秋いちご栽培の実証実験が開始さ

れた。2015 年には「大谷夏いちご」の事業化が始まり，「大谷夏いちご」が商標登録され，2018

年時点で 3社が参入し，産地化に向けた取組みが進められ，洋菓子店やホテルなどに販売されて

いる。

　さらに，採取場跡地の地下空間は，年間を通じて 5℃から 15℃程度の安定した気温が保持され

ており，この特長を活かした食品や酒類を貯蔵・熟成させる空間としての利用も進められている。

３．３　大谷地域のこれから
　宇都宮市は，2018 年（平成 30 年）3 月，大谷地域の「安全対策」と「地域振興」を両輪に，

貴重な地域資源である大谷石採取場跡地の活用を軸とした「事業と雇用の創出による永続的地域

振興」を目的とする「大谷地域振興方針」を公表した。この地域ならではの大谷石産業，観光業，

農業等の活性化を図ることにより，最盛期の昭和 50 年代に記録した 116 万人を超える年間観光

入込客数 120 万人を目指すとしている。この実現に向けて，令和 2年度には，旧大谷公会堂を解

体・移築し，大谷地域振興の拠点機能として整備するための検討や，地域資源を活用した体験型
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コンテンツの開発・事業化の支援，日本遺産を通じた大谷石文化の魅力発信事業などが予定され

ている。関連事業には，大谷地区の景観重点地区指定や，（仮称）大谷スマートインターチェン

ジ整備などの大型事業もある。

　大谷地区には，観光資源となりうる産業遺産，軌道跡などの鉄道遺産，軍需工場跡の戦争遺産

など，これまでに公開されていない場所が数多く存在する。このポテンシャルが高い大谷地区を

中心として，更なる地域振興策が推進されることにより，周辺地域全体が発展していくことを期

待している。

【注】

１） 表中の事業所数と異なる理由は，鹿沼市に拠点を置く１事業所が含まれているため，本文中

ではこの数字を除外した事業所数を記載している。
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　本稿では，宇都宮市の大谷における観光の発展過程を，文献資料をもとに通時的に説明す

る。近世以前から，大谷寺や大谷石が形成した「奇岩」と呼ばれる独特な地質景観は，観光

者をひきつけていた。第二次世界大戦後には，飲食店，土産品店やスパ施設などが立地して

観光者が増加し，マスツーリズム型の観光地として発展した。1979 年に大谷石の採石跡地

を見学できる「大谷資料館」が開業し，採石空間が観光資源として認識された。1980 年代

末の陥没事故は観光の衰退を招いた。しかし，最近の大谷資料館の人気増大，現役の採石地

を含む採石空間の積極的な観光活用，宇都宮市による大谷振興策は，大谷の観光を再生させ

つつある。さらに大谷は，「美食」を観光資源として取り込むことで，再発展を目指している。

キーワード : 観光，観光振興，採石，大谷町，宇都宮市

１　はじめに
　宇都宮市西部に位置する城山地区の大谷町を中心とする地域（以下，「大谷」という）は，「大

谷石」と呼ばれる岩石の採石地という性格をもつ一方で，大谷資料館などの観光施設やレストラ

ンなどが点在し，年間 70 万人以上の観光客（以下，「観光者」という）を集める宇都宮市有数の

観光空間としての性格ももつ。本稿では，大谷における観光の発展プロセスを，文献資料をもと

に通時的に説明する。その際，大谷への観光者数と観光関係施設の立地状況から 4つの時期区分

を設定した。

　4つの時期区分は，文献や新聞資料から大谷の観光者数が大きく変化したと明確に認められる

年を境に設定した。それは，平和観音の建立を機に観光開発が進展し観光者数が増加した 1956

年，陥没事故を機に観光者数が顕著な減少傾向に転じた 1989 年，大谷資料館の人気増大や，宇

都宮市の大谷振興策によって観光地として再整備が進み，観光者数が増加に転じた 2013 年であ

る。したがって，本稿では，平和観音の建立直前の 1955 年までを「萌芽期」，平和観音が建立さ

れた 1956 年から 1988 年までを「発展期」，陥没事故があった 1989 年から 2012 年までを「衰退期」，

大谷地区の基礎的研究（４）
̶観光の発展プロセス̶
A Basic Study on Ohya Area #4

: Development Process as a Tourism Area

渡　邊　瑛　季（宇都宮共和大学　専任講師）

研　究
ノート
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2013 年の大谷資料館の営業再開から現在までを「再生期」とした。

２　萌芽期（1955年まで）
　大谷には，国の特別史跡，重要文化財，名勝の 3つに同時指定されている 10 体の大谷磨崖仏

がある。これらは，日本最古の磨崖仏とされ，このうち千手観音菩薩立像は天開山大谷寺 1) の本

尊である。磨崖仏は 810（弘仁 1）年に弘法大師（空海）によって建立されたという寺伝が存在

する。鎌倉時代に大谷寺は坂東三十三観音霊場の第十九番札所となり，霊場として巡礼者を集め

るようになった。江戸時代後期には，『坂東三十三所観音霊場記』や『日光驛程見聞雑記』など

で紹介されたことで信仰や観光の場として広く知られるようになった（井上，2015）。

　明治時代には，姿川西岸の山本山に「大谷遊楽園」が開園し，庭園やあずまや，茶店などが設

けられ，山を階段で上って大谷の眺望を楽しむことができた（宇都宮商工会議所，2012）。また，

「盤水館」など観光者向けの旅館も建設された（井上，2015）。第二次世界大戦以前から 4軒の旅

館が立地しており，そのうち 2軒は割烹旅館として機能していた。これらの旅館は，大谷寺への

巡礼者の宿泊と地元の石材業者の商売 2）や宴会のために利用されていた（栃木県立宇都宮中央女

子高社会クラブ，1974）。

　このように，第二次世界大戦以前から，大谷石が形成した「奇岩」と呼ばれる独特な地質景観は，

多くの観光者をひきつけていた。

３　発展期（1956年から1988年まで）
３．１　 平和観音の建立を契機とした観光地化

　発展期開始の契機となるのは，1956 年 4 月 5 日に建立・開眼供養された大谷石製の平和観音

である。平和観音は，太平洋戦争での戦没者の供養と世界平和を祈念する目的で，大谷の石工で

あった上野波造が制作を開始した。制作過程で東京芸術大学教授の飛田朝次郎の指導を仰ぎ，ま

た大谷の石工の力を借りながら，1948 年 9 月から 1952 年 12 月にかけて制作された（栃木県立

宇都宮中央女子高社会クラブ，1974）。平和観音は，大谷寺の至近の採石場跡地を利用して総手

彫りによって彫刻され，高さは 26.93 ｍ，胴回り 20 ｍ，顔の長さ 5ｍ，鼻の長さ 1ｍ，足の指 1.5 ｍ，

足の親指の長さ 0.75 ｍにも達する巨大な石像である。平和観音が建立する場所は，1956 年に大

谷公園として整備され，小学校の遠足の目的地としても賑わった（阿部ほか，2010）。平和観音は，

制作目的であった平和祈念の場というよりもむしろ大谷の新たな観光名所として認識されるよう

になったために，平和観音の建立を契機として，土産物店兼レストランやドライブインがその周

辺に多数立地した（栃木県立宇都宮中央女子高社会クラブ，1974）。

　1957 年 6 月には，それまでの手掘りに代わって，機械（チェーンソー）による大谷石の採石

方法が実用化された（小林，1980）。これによって，大谷石を大量に採石することが可能になった。

また，高度経済成長に伴う宅地や石塀の建設需要の増加によって，大谷石の需要が増加したため，

大谷石の価格は 1950 年代後半に 2倍以上になった（小林，1980）。以上から，大谷石の採石産業

は 1950 年代後半に空前の好景気を迎えた。
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　この好景気と 1956 年の平和観音の建立に伴う観光者の増加を背景として，関東自動車など地

元資本が中心となって「宇都宮ヘルスセンター」が 1958 年に建設された（阿部ほか，2010）。建

物は屋上付きの木造地上 2階建てで，大浴場，ステージショーを楽しめる 200 畳の広さの大宴会

場，遊具が設置された。このような施設が建設されたのは，1955 年に千葉県船橋市に開業した「船

橋ヘルスセンター」が盛況で，これをモデルとしたためとされる（うつのみやシティガイド協会，

2014）。宇都宮ヘルスセンターは，平和観音とともに大谷観光の目玉となり，観光者だけでなく，

大谷の石材業者や宇都宮市民の憩いの場としても広く利用された（阿部ほか，2010）。ショーの

中には，「大谷小唄」という大谷オリジナルの曲をかけた踊りもあった（うつのみやシティガイ

ド協会，2014）。昭和 30 年代には，宇都宮ヘルスセンターと同様に浴場と宴会場を備えた「山本

園大谷グランドセンター」という観光施設も大谷に建設されたが，現在では廃墟となっている。

また，当時流行したスケート場も設置されていた（井上，2015）。

３．２　マスツーリズム型観光地としての発展

　このような観光対象の増加は，大谷を訪問する観光者数の増加に寄与し，平和観音の境内に

は 1967 年に 128 万人，1972 年に 142 万人が来訪した。この時期には，大谷寺への信仰者よりも，

修学旅行や団体観光者が顕著にみられるようになった。平和観音の境内への来訪者数を月別にみ

ると，1970 年代初期には，10 月が特に多く約 20 万人が来訪しており，また 5月，6 月にも 16

～ 19 万人が来訪した。一方で，1月，12 月を中心に冬季は観光者数が少ない傾向にある。観光

者は関東地方を中心に全国各地から来訪し，日光や鬼怒川温泉を主たる目的地としながら，移動

の途中で立ち寄るという特徴をもっていた（栃木県立宇都宮中央女子高社会クラブ，1974）。

　1973 年 8 月の栃木県立宇都宮中央女子高社会クラブによる調査によれば，大谷寺・平和観音

周辺には，土産物店が 8店，ドライブインが 2店，石細工店が 1店立地していた。当時の代表的

な土産物は，大谷石製の石細工，栃木県特産のカンピョウであり，その他にはたまり漬け，植木

（サツキ，岩松），益子焼などが販売されていた。石細工は 1個数百円から 2千円程度で，雪見灯篭，

木の根灯篭，カエルやタヌキの置物などさまざまであった。カエルの置物は現在でも大谷で土産

物として多数販売されている。レストランでは，マツタケご飯，シメジご飯などキノコを利用し

た料理が名物として提供され，店舗の看板にも「名物　松茸めし」などと大きく掲げられていた。

キノコが料理に使用されたのは，地元特産 3) であるためとされているが，マツタケは愛知県から

入手していた店舗もあった。旅館については，第二次世界大戦前から 4軒が立地しており，収容

定員は 20 ～ 60 人，部屋数が 8～ 17 であり，大谷への観光や石材業者への商売 2）を目的として，

年間で約 1万 5千人が宿泊していた。

　以上のように，大谷は日光方面への訪問を主目的とする観光者が来訪するマスツーリズム型の

観光地として 1950 年代後半から発展してきた。

３．３　大谷資料館の開業

　1979 年には大谷石の坑内掘りの跡地を見学できる民間施設である「大谷資料館」が開業した。



194

これは，現在でも大谷観光の中核的な施設となっている。大谷資料館がある場所は，1919（大正 8）

年から採石がはじまったため，手掘りと機械掘りの二通りの採石方法がわかる切り出し跡が残っ

ている。1979 年の開業時から 1986 年までは採石を続けながら観光者を受け入れていた。

　大谷資料館が開業した経緯は，文献からは管見の限り不明である。しかしながら，大谷石の採

石量が 1973 年に 89 万トンとピークに達し，オイルショック以後の大規模宅地造成における擁壁

需要が減少していったことで採石業者の収入も減少したこと，また多くの観光者が大谷に来訪し

ていたことから，採石業者が採石跡地を観光施設として転用し，新たな収益源として観光事業を

始めたと推測する。大谷資料館の開業は，現役の採石地また採石跡地が観光資源と住民に認識さ

れたことを示している。すなわち，大谷固有の産業である採石業が営まれる採石空間そのものが

観光資源化されたのである。

　大谷資料館は映画やテレビドラマ，ミュージックプロモーションビデオなどの撮影，またコン

サートや劇場としても利用されている。1981 年に映画「セーラー服と機関銃」の撮影で使用され，

十字架に縛り付けられた薬師丸ひろ子のシーンなどが撮影された。これ以外にも毎年多数の撮影

やコンサート，イベントで使用されている。撮影の実績も大谷資料館内で写真とともに展示され

ている。

４　衰退期（1989年から2012年まで）
４．１　陥没事故の発生と観光への影響

　1989 年と 1990 年には陥没事故が発生し，当時全国に報道された。陥没事故によって大谷石の

採石やその廃坑は安全性が懸念され，採石業者が減少した結果，大谷石の出荷量は 1980 年代の

40 万トン前後から，1990 年代前半には 20 万トン台にまで減少した（岩村ほか，2019a）。採石業

者の減少によって，大谷における労働者数も減少し，飲食店などの撤退がみられた（岩村ほか , 

2019b）。

　観光者数は1980年代まで100～110万人台後半を推移していたが，1989年の陥没事故で急減し，

1990 年代中盤まで 50 ～ 60 万人台を推移していた（図１）。1998 年からは観光者数が毎年数万人

以上の単位で減少し始め，廃業する飲食店や宿泊施設もみられた。この要因は文献からは明らか

にできなかったものの，バブル崩壊後の全国的な観光需要の縮小に加え，日光や鬼怒川温泉への

図１　大谷への観光入込客数の推移と観光入込客数減少の背景（1981 ～ 2018 年）
（宇都宮市観光交流課資料，栃木県観光客入込数・宿泊数推定調査結果から作成）
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来訪者が減少したことで，その立ち寄り観光地として機能していた大谷にも観光者数の減少が及

んだと推測する。

　陥没事故が廃坑で起きたことから，廃坑は「危険」であり，また 1960 ～ 70 年代に隆盛を極め

た大谷石採石業の「負の遺産」とも住民によってみなされるようになった（岩村ほか , 2019b）。

このことは，採石空間に対する観光資源としての認識が住民の間で薄くなっていったことを示し

ている。

４．２　東日本大震災の追い打ち

　2004 年に国は宇都宮市から提出された地域再生計画である「大谷地域文化観光再生計画」を認

定した。これは，①文化芸術による創造のまち支援事業，②エコツーリズムに対する支援，③案

内標識に関するガイドラインの策定の 3つのプログラムから成っていた（飯村，2004）。その一

方で，2006 年 1 月から 2007 年 7 月に大谷公園は工事に伴って閉鎖された。そのため，2006 年の

観光者数は 12 万 4,154 人となり，1981 年以降では最少となった。その後，観光者数が増加傾向

を示した矢先の2011年 3月に東日本大震災が発生した。大谷資料館には直接的な被害こそなかっ

たものの，観光者が抱く不安を懸念し（岩村ほか，2019c），2013 年 3 月まで休館した。衰退期に

おいても，「フェスタ in 大谷」（2000 年開始），「大谷石夢あかり祭」（2007 年開始）など現在も

続くイベントが地元の手で開催されたものの，観光者数の大きな回復には至らず，2010 年代初

頭には年 20 万人前後で停滞した。

５　再生期（2013年から現在）
５．１　大谷資料館の人気増大

　2013 年 4月に大谷資料館が営業を再開すると，大谷への観光者数も増加した。営業再開を機に，

大谷資料館では，それまで禁止していた館内の写真撮影を許可した。これによってTwitter など

の SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）などに館内の神秘的な写真が投稿，拡散さ

れ，さらに多くの観光者が来訪するようになった。その結果，2013年に8万人であった来館者数は，

2018 年に 46 万 7 千人に急増した（岩村ほか，2019c）。

５．２　宇都宮市による大谷の観光振興策

　大谷資料館の営業再開を受け，宇都宮市は，主要鉄道駅からの二次交通の確保と周遊の促進を

目的に，路線バスを運行する関東自動車と共同で「大谷一日観光乗車券」を作成し，2014 年 7

月から販売を開始した。これは，JR宇都宮駅から大谷間の路線バスの一日乗車券と大谷資料館，

大谷寺の入場券を合わせた特別企画券であり，大人 1,850 円（2020 年 3 月時点）で販売されている。

2019 年 3 月末までに 47,880 枚が販売された 4)。

　2016 年 11 月の宇都宮市長選挙で再選した佐藤栄一氏は，大谷の観光活性化を市主導で実現す

ることを公約に掲げ，レストランやカフェなどの飲食店整備や周遊バスの充実の考えを示してい

た（五月女，2016）。2017 年度から宇都宮市は経済部都市魅力創造課内に大谷振興室を設置し，
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2018 年 3 月には都市計画課と共同で「大谷地域振興方針」を策定した。この方針は，おおむね

10 年後（2028 年）を目標として，1）地域資源の最大限の有効活用，2）地域振興の基軸となる「観

光」を支える機能の充実，3）持続可能な地域振興の推進の 3点によって，大谷の観光や諸産業

の活性化を達成するとともに，年間の観光者数を 120 万人にすることを掲げている。また，民間

事業者によるレストランやカフェなどの出店を促進するために，観光資源が集中する大谷寺周辺

における開発許可基準を 2018 年度から緩和するとともに，建物用途，立地誘導範囲，敷地・延

床面積などの基準を明確化した。

　さらに宇都宮市は，大谷振興室と文化課が共同で，文化庁が 2015 年から展開している「日本

遺産」に「大谷石文化」を申請し，2018 年 5 月に「地下迷宮の秘密を探る旅～大谷石文化が息

づくまち宇都宮～」が認定された。長い歴史を持つ大谷石の採石文化や石をつかいこなす文化が，

大谷だけでなく，宇都宮市内に多数ある大谷石造の建築物などにも表れていることをストーリー

化した。日本遺産申請にあたって，2018 年には文化財保護行政を進めるための「宇都宮市歴史

文化基本構想」も策定された。

５．３　「美食」を提供する飲食店の新規出店

　宇都宮市による観光振興策もあって，大谷街道沿いに飲食店の開業が，2018 年以降相次いでい

る（表１）。これらの店舗の特徴は，元の建物をリノベーションして使用している点，いずれも

建物や敷地内に大谷石を使用している点，また，飲食店では 1食数千円以上する価格設定で，や

や高級志向であったり，オーナーのこだわりが反映されたメニューであったりする点にある。例

えば，2018 年 4 月に，商業施設開発のコンサルティングを手掛ける宇都宮市のカルチャーバンク

スタジオという企業は，ベーカリー兼洋食レストランの「THE STANDARD BAKERS 大谷本店」

を大谷街道から平和観音に続く参道沿いに開業した。これは，1990 年代末頃まで「大谷レスト

ハウス」として利用されていた 2階建ての建物を，開業にあたって全面改修したものである（鈴

木，2017）。ベーカリーはフレンチの名門ジョエル・ロブションなどで修行した氏家由二氏，レ

ストランは宇都宮市出身のフレンチシェフである音羽和紀氏が監修しており，ランチは 1,000 円

台，ディナーコースは 4,000 円である。また，2018 年 4 月にはレストラン兼カフェの「OHYA　

FUN　TABLE」が開業した。料理には霧降高原牛やみや美豚，那須の森のチーズなど栃木県産

の食材を使用しているのが特徴で，ランチセットは1,000円台後半～2,000円台で提供されている。

表１　大谷における最近の飲食店の立地状況

（現地調査，各施設公式ウェブサイト，ブログ「とち、フラ～」5) から作成）
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５．４　採石空間の観光活用

　宇都宮市にある株式会社ビルススタジオで建築設計などを手掛ける塩田大成氏は，大谷に約

250 あるとされる「廃坑」と呼ばれる採石跡地の活用策を模索する中で，採石跡地の地下に水が

たまった空間にゴムボートを浮かべた様子を 2012 年に SNS で発信した。このアイデアに呼応し

た栃木県内のアウトドアレジャー事業者や道の駅ろまんちっく村うつのみやなどを運営する株式

会社ファーマーズ・フォレストの松本謙社長を加え，有限責任事業組合（LLP）チイキカチ計画

を発足させ，ゴムボートによる観光ツアーの事業化に着手した。2年間の調査期間を経て 2014 年

に「OHYA UNDERGROUND」の名で事業化した（坂内，2019）。大谷の散策と合わせ 1人 8,500

円のツアーであるが，予約が数カ月先まで取れない場合もあるほど人気を集めている。

　大谷石の採石・販売業のKANEHONは，露天掘りと呼ばれる屋外での深さ 30 ｍにも及ぶ大

谷石の現役の採石現場を 2019 年 4 月から一般向けに公開し始めた。公開されている曜日は限定

されているものの，うつのみやシティガイド協会の案内で，約 40 分，1 人 500 円で見学するこ

とが可能である。採石現場はテレビ番組の撮影などで使用されたことはあるものの，一般には公

開していなかった。しかし，2018 年 5 月に日本遺産の構成文化財に認定され，見学の要望があっ

たこと，大谷を好きになってもらいたいという社長の意向から，公開が実現した（伊藤，2019）。

表２　大谷における観光関係の主な出来事

（本稿の 2章から 5章で引用した各参考文献から作成）

「大谷石夢あかり祭」開始
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　また，大谷景観公園の西隣にある採石跡地の稲荷山では，アーティストのコンサートやコスプ

レの撮影会が行なわれるようになった。稲荷山は特撮番組やプロモーションビデオの撮影には利

用されたきたものの，私有地であり一般には公開されてこなかった。2019年3月には野外音楽フェ

ス「OYA WONDER DISCO2019」が開かれた（鈴木，2019）。当日は約 2,000 人が来訪し，9組

のアーティストのライブを楽しんだ。さらに，大谷出身の女性が宇都宮市を拠点とする「miyacos」

というコスプレイベント運営団体を主宰し，稲荷山や大谷資料館，廃墟となった旧山本園大谷グ

ランドセンターなどで 2015 年からコスプレ撮影会を開催している。大谷石の採石跡地や廃墟は，

独特な雰囲気で他の地域にはみられないことから，背景にこだわるコスプレイヤーにとって魅力

的な撮影地となっている（渡邊，2019）。

　また，2018 年に利用開始となった「ishikiri terrace」は，大谷石の加工場をフリースペースと

して地元建築家などが再整備したもので，大谷石採石業の名残を活かした空間となっている。

　以上のように，再生期においては採石業者，またアーティストや建築家などの宇都宮市に住む

クリエイティブな主体が，現役の採石地や数多くの「廃坑」を活用する取り組みを活発に行うよ

うになった。これによって，陥没事故以降，大谷の住民が観光資源ではないとみなしてきた採石

空間が積極的に観光活用されるようになった。また，やや高価格帯の美食レストランやカフェな

ど食という魅力も大谷に加わった。表２は，2～ 5章で示した大谷における観光関係の主な出来

事である。

６　おわりに
　これまでの大谷を対象とした研究は，大谷石産業や文化財に関するものがほとんどであり，本

稿では大谷の観光発展史を示すことができた。大谷の観光の発展は，採石空間の観光活用と深く

関係している。第二次世界大戦後に採石とは直接関係のないレジャー施設の立地が大谷の観光発

衰  退  期 再  生  期発  展  期萌  芽  期

④採石空間
の観光活用

③大谷への観光者数

①採石空間（左）と
観光空間（右）との

関係

②大谷石の採石量

（2013 年から現在）（1989 ～ 2012 年）（1956 ～ 1988 年）(1955 年以前）時　期

採石
空間

観光
空間

奇岩見物 大谷
資料館

レジャー
施設

飲食
施設

採石跡地
採石地

発展 縮小

[ 凡例 ] ① ②・③ ④

多 少 低利用 積極利用

図２　大谷の観光発展プロセス
（筆者作成）
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展に寄与したこともあったが，それ以外の時期においては，採石空間を観光資源として積極的に

利用している時期が，大谷の観光が発展した時期と重なる（図２）。それゆえ，大谷の真正性が，

固有の産業である採石業にあるとすれば，採石空間を観光にいかに結びつけていくかが今後の発

展の となるだろう。2021 年には高級フレンチを手掛ける音羽和紀氏によるオトワレストラン

が出店予定であり，美食を目的とした観光がさらに強化される。その際に，採石跡地での美食堪

能は案として考えられる。

　筆者の専門分野である観光地理学においては，先進国におけるマスツーリズム型観光地の再生

過程やその要因はほとんど明らかになっていない。そのため，今後，大谷における最近の観光開

発による再発展要因を検討することで，観光地の再生に関する知見を得ることもできよう。

【注】

１） 時期については不明であるが，坂東三十三観音霊場は関東地方の霊場群であることもあり，

大谷寺の信仰者は主に関西地方から来訪していた（栃木県立宇都宮中央女子高社会クラブ，

1974）。

２） 栃木県立宇都宮中央女子高社会クラブ（1974）には，旅館への宿泊目的について「ここの町

の旅館の利用は，観光のためと石屋さんの商売のために泊まる」とあり，この「商売」が大

谷への出張者のことなのか，石材業者による取引先への営業や接待なのかは説明がなく不明

である。

３） 大谷寺の裏側にある御止山（おとめやま）は，「日光御用の山」と呼ばれ，輪王寺宮が毎年

秋にマツタケ狩りを行うため，住民の入山を許可していなかった。このことから「御止山」

の名がついた（宇都宮商工会議所，2012；塙，2015）。

４） 関東自動車株式会社「路線バス企画乗車券　大谷観光一日乗車券について」http://www.

mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1906kantou.pdf　（2020 年 3 月 24 日閲覧）。

５） ブログ「とち、フラ～」https://pool330.blog.fc2.com/（2020 年 3 月 24 日閲覧）。
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　2019 年度は，昨年度に引き続き，シティライフ学部学生によるまちづくり活動により多くの

成果が得られた。１年間の活動期間を通じて，公的な学生提案発表会に多くのシティライフ学部

学生が参加し，このうち４つのタイトルを受賞した。

　具体的には，2019 年 11 月 30 日，大学コンソーシアムとちぎが主催する「第 16 回学生＆企業

研究発表会」に６つのゼミナールが参加し，５件の口頭発表と１件のポスター発表を行った結果，

１つのゼミナールが地域社会貢献分野の金賞を，２つのゼミナールが協賛企業冠賞を獲得した。

次に 2019 年 12 月 20 日には，うつのみや市政研究センターが主催する「大学生によるまちづく

り提案 2019」に 10 のゼミナールが参加し，１つのゼミナールが第３位になった。このゼミナー

ルは，2020 年１月 21 日に宇都宮市長との意見交換会を行った。

　これらのことは，「都市の生活・経済・まちづくりを学ぶ」ことを教育の目標として掲げ，ま

ちづくりの担い手となり得る資質を備えた若い人材を輩出しようとする，シティライフ学部の教

育研究活動が，着実に成果を拡げてきたことを示している。

　以下のリストは，2019 年度の宇都宮共和大学シティライフ学部学生による主な学生提案活動

を挙げたものである。（提案書は，宇都宮市のウェブサイトで公開されている）

（１）「大学生によるまちづくり提案 2019」（主催：うつのみや市政研究センター，2019 年 12 月

20 日開催）での研究発表

①　「宇都宮駅西口大改造計画　―目でみてわかる宇都宮―」

　　　　　　　　　　　　　　　※プラットホーム共同研究プロジェクト 景観研究グループ

②「魅力溢れるまちなかづくり　―住み続けられるまちへ―」

　　　　　　　　　　　　　　　山島ゼミ 2年 +都市アメニティ研究会１年

③「もったいないの心（MIND）から始める SDGs な未来都市うつのみや」

　　　　　　　　　　　　　　　内藤マーケティング論ゼミ

④「オープンデータを活用して検証可能な市民参加型 SDGs 未来都市を実現しよう」

　　　　　　　　　　　　　　　高丸ゼミ

⑤「まちづくりの “羅針盤 ”　～我々はどのようなまちづくり提案をするべきか～」

　　　　　　　　　　　　　　　小浜ゼミ

⑥「宮染めを生かした持続可能な「コト消費」型観光の発案」

　　　　　　　　　　　　　　　渡邊ゼミ

学生提案
成果報告
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⑦「おいでよ宇都宮大迷宮」

　　　　　　　　　　　　　　　１年Aチーム

⑧「fusion of LRT ～交流と利便性が両立できる都市へ！～」

　　　　　　　　　　　　　　　１年Bチーム

⑨「宇都宮市民 50万人観光大使計画　―市民が宇都宮をもっと自慢するために―」

　　　※プラットホーム共同研究プロジェクト シビックプライド研究グループ

⑩「起業したくなるSDGs な未来都市うつのみや　「UTSUNOMIYA VALLEY 計画」」

　　　※プラットホーム共同研究プロジェクト 起業研究グループ

（２）「第 16 回学生＆企業研究発表会」（主催：大学コンソーシアムとちぎ，2019 年 11 月 30 日開催）

での研究発表

⑪「大谷景観復活プロジェクト　～宇都宮市大谷地区における空き地の景観維持と観光拠点開

発の実践活動を通して～」

　　　　　　　　　　　　　　　西山ゼミ３年

⑫「那須烏山市スイーツ詰め合わせによる商品開発」

　　　内藤マーケティング論ゼミ３年（共同研究：県立烏山高校１年烏山学研究チーム）

⑬「JR宇都宮駅西口再開発構想　～栃木県を象徴する駅前景観の創造を目指して～」

　　　※プラットホーム共同研究プロジェクト 景観研究グループ

⑭「空き家活用による地域活性化」

　　　　　　　　　　　　　　　山島ゼミ３年

⑮「オープンデータを用いたSDGs ローカル指標可視化サイト「local-SDGs.com」の構築」

　　　　　　　　　　　　　　　高丸ゼミ３年

⑯「性格診断を用いた新しい観光ガイド作成の取り組み」

　　　　　　　　　　　　　　　小浜ゼミ２年

※「プラットホーム共同研究プロジェクト」とは，宇都宮市内の私立４大学と自治体・産業界

等との連携を進めるため，設立された宇都宮市創造都市研究センターの取り組みの一つとし

て，宇都宮のまちづくりに関心を持つ３大学（宇都宮共和大学，作新学院大学，文星芸術大

学）の学生 12 名（各大学４名）を招集し，３つの「創造都市研究ゼミ」（各４名）＝景観研

究グループ，シビックプライド研究グループ，起業研究グループ を発足させたもの。３グルー

プの提案書は，研究ノート３－１「宇都宮市創造都市研究センターの地域活性化研究プロジェ

クト班について」の表－１，表－２及び表－３に前掲。

　ここでは，「大学生によるまちづくり提案 2019」（於 宇都宮市役所 14 大会議室，主催：うつの

みや市政研究センター，2019 年 12 月 20 日開催）において，本学のゼミナールそれぞれがまち
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づくり提案を行った提案書を示す。（前掲したプラットホーム共同研究プロジェクトによる学生

提案成果報告①，学生提案成果報告⑨，学生提案成果報告⑩，学生提案成果報告⑬を除く）

【関連サイト】

　宇都宮市「大学生によるまちづくり提案発表会 2019」

　　https://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/shisei/machi/kenkyu/renkei/1022243.html

　　2020/3/31 アクセス

　大学コンソーシアムとちぎ「学生＆企業研究発表会（第 16 回）」

　　http://www.consortium-tochigi.jp/kenkyu_happyo.html

　　2020/3/31 アクセス

　宇都宮市創造都市研究センター

　　https://www.rccc-utsunomiya.org/

　　2020/3/31 アクセス
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　2019 年度における都市経済研究センターの主な活動を報告します。

１　運営体制

　　センター長　　　古池 弘隆特任教授

　　副センター長　　吉田 肇教授

　　運営委員長　　　吉田 肇教授

　　運営委員　　　　内藤 英二教授，髙丸 圭一教授，大石 和博准教授，西山 弘泰専任講師，

　　　　　　　　　　渡邊 瑛季専任講師

２　シンポジウム・講演会の開催

　（１）シティライフ学シンポジウム

　　テーマ　　「SDGs 未来都市・うつのみや」～持続可能な宇都宮都市圏を目指して～

　　開催日　　2019 年７月２日（木）

　　会場　　　宇都宮共和大学 宇都宮シティキャンパス

　　内容

　　〇講演１「SDGs 未来都市 横浜のまちづくり」

　　　横浜国立大学都市イノベーション学府・研究院客員教授

　　　・ヨコハマ SDGs デザインセンター長 信時　正人 氏

　　〇講演２「中心市街地と里山・水辺における SDGs のまちづくり」

　　　株式会社竹中工務店 設計本部アドバンストデザイン部ランドスケープグループ長

 向山　雅之 氏

　　〇パネルディスカッション

　　　「SDGs 未来都市・うつのみや」～持続可能な宇都宮都市圏を目指して～

　　　・パネリスト

　　　　宇都宮市総合政策部政策審議室室長 神永　正之 氏

　　　　株式会社岡田建築設計事務所専務取締役

　　　　（元）宇都宮市都市計画審議会委員 岡田　豊子 氏

　　　　東京ガス株式会社宇都宮支社長 吉田　範行 氏

　　　　横浜国立大学都市イノベーション学府・研究院客員教授 信時　正人 氏

　　　　株式会社竹中工務店設計本部アドバンストデザイン部ランドスケープグループ長

 向山　雅之 氏

　　　・コーディネーター 本学シティライフ学部長・教授 山島　哲夫

　　参加者　　170 名

宇都宮共和大学都市経済研究センターの主な活動報告
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　　共催 宇都宮市創造都市研究センター，大学コンソーシアムとちぎ，宇都宮共和大学子

育て支援研究センター

　　後援 栃木県，宇都宮市，栃木県まちなか元気会議，栃木県経済同友会，宇都宮商工会

議所，宇都宮まちづくり推進機構，宇都宮観光コンベンション協会，栃木県宅地

建物取引業協会，下野新聞社，とちぎテレビ，栃木放送，エフエム栃木

　（２）「とちぎの新インバウンド戦略 ― 地域資源でおもてなし」シンポジウム

　　テーマ　　「とちぎの新インバウンド戦略 ― 地域資源でおもてなし」

　　開催日　　2019 年 12 月 18 日（火）

　　会場　　　宇都宮共和大学 宇都宮シティキャンパス

　　内容 

　　〇基調講演 〔外国人から見たとちぎの魅力とインフラ整備とは〕

　　　　元社団法人日本ホテル協会会長 中村　　裕 氏

　　　　ザ・リッツ・カールトン日光 総支配人 細谷　真規 氏

　　　　株式会社大田原ツーリズム 代表取締役社長 藤井　大介 氏

　　〇パネルディスカッション「地域資源を磨いておもてなしするために」

　　　・パネリスト

　　　　栃木県副知事 岡本　誠司 氏

　　　　オトワレストラン・オーナーシェフ 音羽　和紀 氏

　　　　ジャパン・ワールド・リンク㈱ 代表取締役 宮地アンガス 氏

　　　　元社団法人日本ホテル協会会長 中村　　裕 氏

　　　　ザ・リッツ・カールトン日光 総支配人 細谷　真規 氏

　　　　株式会社大田原ツーリズム 代表取締役社長 藤井　大介 氏

　　　・司会　　宇都宮まちづくり推進機構理事長・本学学長 須賀　英之

　　参加者　　200 名

　　共催 宇都宮市創造都市研究センター，大学コンソーシアムとちぎ

　　後援 栃木県，宇都宮市，栃木県まちなか元気会議，栃木県経済同友会，宇都宮商工会

議所，宇都宮観光コンベンション協会，栃木県宅地建物取引業協会，下野新聞社，

とちぎテレビ，栃木放送，エフエム栃木

３　那須塩原市民大学

　（１）令和元年度那須塩原市民大学地域いきいき学部「何だろうに答える，やさしい入門講座」

（宇都宮共和大学連携講座）

　　

　【前期第１回】

　　テーマ　　健康なまちって何だろう ～いきいき健康まちづくり～
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　　開催日　　2019 年６月６日（木）

　　会場　　　宇都宮共和大学那須キャンパス

　　講師　　　シティライフ学部　古池 弘隆特任教授

　　参加者　　30 名

　　

　【前期第２回】

　　テーマ　　安全・安心なまちって何だろう ～食の安全・安心なくらしを求めて～

　　開催日　　2019 年６月 13 日（木）

　　会場　　　宇都宮共和大学那須キャンパス

　　講師　　　シティライフ学部　内藤 英二教授

　　参加者　　15 名

　

　【後期第１回】

　　テーマ　　ワークショップ　子育てについて語り合おう

　　　　　　　　　　　　　　　「あなたならどうする，こんなとき，あんなとき」

　　開催日　　2019 年９月 19 日（水）

　　会場　　　宇都宮共和大学那須キャンパス

　　講師　　　子ども生活学部　田渕 光与教授

　　参加者　　16 名

　　

　【後期第２回】

　　テーマ　　未来を支える乳幼児期からの子どもの育ちと豊かな子育て

　　開催日　　2019 年９月 26 日（水）

　　会場　　　宇都宮共和大学那須キャンパス

　　講師　　　子ども生活学部　土沢 薫准教授

　　参加者　　18 名

　（２）那須塩原市民大学運営委員会

　那須塩原市が設置した「令和元年度那須塩原市民大学運営委員会」において，吉田肇教授

が運営委員長を，子ども生活学部長河田隆教授が運営委員を務めました。

４　とちぎ子どもの未来創造大学

　　主催者　　栃木県教育委員会事務局生涯学習課

　　実施機関　宇都宮共和大学都市経済研究センター

　　テーマ　　新しい路面電車（ＬＲＴ）をつくってみよう

　　開催日　　2019 年８月９日（金）
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　　会場　　　宇都宮共和大学宇都宮シティキャンパス

　　講師　　　シティライフ学部　古池 弘隆特任教授，内藤英二教授

　　参加者　　18 組 35 名（小学校 4～ 6年生とその保護者）

５　講師派遣制度

　（１）第１回講師派遣

　　主催者　　京都府中丹広域振興局

　　開催日　　2019 年７月８日（月）

　　テーマ及び派遣講師　「心理学者がUターン促進のためにお伝えしたいこと」

　　　　　　　　　　　　シティライフ学部　小浜 駿専任講師

　　参加者　　100 名

　（２）第２回講師派遣

　　主催者　　福岡市建築協定地区連絡協議会

　　開催日　　2019 年８月 31 日（土）

　　テーマ及び派遣講師　「地方都市における空き家問題と対策

　　　　　　　　　　　 　～空き家に対する産・官・民による取り組みの事例～」

　　　　　　　　　　　　シティライフ学部　西山 弘泰専任講師

　　参加者　　60 名

　（３）第３回講師派遣

　　主催者　　みやシニア活動センター（宇都宮市保健福祉部高齢福祉課）

　　開催日　　2019 年 11 月５日（火）

　　会場　　　宇都宮市総合福祉センター９階 ９Ａ会議室

　　テーマ及び派遣講師　「シニア世代の地域デビュー講座 第 2 回

「地域で活動したくなるこれからの交通まちづくり ～クルマ依存社

会から人が中心となる社会へ～」，

　　　　　　　　　　　　シティライフ学部　古池弘隆特任教授

　　参加者　　20 名

　（４）第４回講師派遣

　　主催者　　西方商工会

　　開催日　　2020 年 2 月 13 日（木）

　　会場　　　西方商工会館

　　テーマ及び派遣講師　新春講演会「経済学の考え方　～日常生活を考えるヒント～」，

　　　　　　　　　　　　シティライフ学部　大石和博准教授
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　　参加者　　20 名

６　共同研究

　（１）件名　　「城山地区の地域・観光振興に関する研究」

　（２）研究班の構成

　　・研究代表者　　吉田　肇（宇都宮共和大学教授）

　　・共同研究員　　西山弘泰（宇都宮共和大学大学専任講師）

　　　　　〃　　　　渡邊瑛季（宇都宮共和大学大学専任講師）

　　　　　〃　　　　吉野清史（宇都宮市城山地区市民センター副所長・宇都宮共和大学客員研究員）

　（３）研究期間　　2019 年４月～ 2020 年３月

　（４）研究成果　　本誌研究ノートに記載。

７　宇都宮市創造都市研究センター

　宇都宮市創造都市研究センターは，宇都宮市内の私立４大学（宇都宮共和大学，作新学院大

学，文星芸術大学，帝京大学宇都宮キャンパス）と自治体・産業界等が連携し，宇都宮都市圏

の創造都市による発展を目指し，2017 年 10 月に設立されたプラットホームです（センター長：

宇都宮共和大学長 須賀英之）。本事業は，文部科学省の「私立大学総合改革支援事業（タイプ

３関連事業）」に選定されています。

　（１）第３回「創造都市 宇都宮都市圏」を考えるシンポジウム

　　主催者　　宇都宮市創造都市研究センター

　　開催日　　2019 年６月７日（金）

　　会場　　　宇都宮共和大学宇都宮シティキャンパス

　　テーマ　　産官学連携による創造都市を目指した “特色ある地域づくり ”

　　参加者　　50 名

　（２）宇都宮市創造都市研究センター共催シンポジウム「SDGs 未来都市・うつのみや」

　　主催者　　宇都宮共和大学都市経済研究センター

　　　　　　　（宇都宮市創造都市研究センターと大学コンソーシアムとちぎが共催）

　　開催日　　2019 年 7 月２日（木）

　　会場　　　宇都宮共和大学宇都宮シティキャンパス

　　テーマ　　「SDGs 未来都市・うつのみや」～持続可能な宇都宮都市圏を目指して～

　　内容　　　宇都宮共和大学シティライフ学シンポジウム（本誌特集１）

　　参加者　　170 名

　（３）宇都宮市創造都市研究センター共催シンポジウム「とちぎの新インバウンド戦略 ― 地域
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資源でおもてなし」

　　主催者　　宇都宮共和大学都市経済研究センター

　　　　　　　（宇都宮市創造都市研究センターと大学コンソーシアムとちぎが共催）

　　開催日　　2019 年 12 月 18 日（水）

　　会場　　　宇都宮共和大学宇都宮シティキャンパス

　　テーマ　　「とちぎの新インバウンド戦略 ― 地域資源でおもてなし」

　　内容　　　宇都宮共和大学シティライフ学シンポジウム（本誌特集２）

　　参加者　　200 名

　（４）2019 年度創造都市フォーラム

　　主催者　　宇都宮市創造都市研究センター，後援：宇都宮市教育委員会

　　開催日　　2020 年２月 15 日（土）

　　テーマ　　「キャンパス体験ツアー　いってこ～　－地域の大学に進学しよう－」

　　内容　　　４大学のキャンパスをツアー形式で見学・体験・感想発表，交流会

　　参加者　　中学生，高校生，大学生など 30 名

８　とちぎ観光資源活用研究会

　とちぎ観光資源活用研究会は，産学官連携サテライト・オフィスが観光問題に関心を持つ栃

木県内の大学等の研究者をコーディネートすることによって，2005 年 6 月に組織されました。

異分野の多種多様な人材を連携・融合して，単なるアカデミックな研究だけではなく，研究成

果が政策に活かされる提言を目指しています。大学・高専の教員，シンクタンク等に勤務する

研究員などを会員とし，2018 年度から本学都市経済研究センターの内藤英二教授が世話人を

務めています。

　

　（１）第 74 回とちぎ観光資源活用研究会 

　　開催日　　2019 年４月 26 日（金）

　　会場　　　宇都宮シティキャンパス 教育厚生棟２階

　　講師　　　まちの駅ネットワークとちぎ代表 吉田恵子氏

　　テーマ　　「宇都宮から発進する「まちの駅」国際化の動き」

　　参加者　　20 名

　（２）第 75 回とちぎ観光資源活用研究会 

　　開催日　　2019 年６月 28 日（金）

　　会場　　　宇都宮シティキャンパス 教育厚生棟２階

　　講師　　　東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻博士１年　三浦魁斗氏

　　テーマ　　「地場産材「大谷石」を活用した観光のあり方に関する一考察」
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　　参加者　　17 名

　　

　（３）第 76 回とちぎ観光資源活用研究会 

　　開催日　　2019 年 12 月 27 日（金）

　　会場　　　宇都宮シティキャンパス 教育厚生棟２階

　　講師　　　日本経済新聞社宇都宮支局　松本 萌氏

　　テーマ　　「栃木県の観光資源としての産業施設・産業遺産」

　　参加者　　10 名

９　地域産学官連携活動

　大学コンソーシアムとちぎ，とちぎ産業振興ネットワーク推進会議（事務局：栃木県産業振

興センター），うつのみや次世代産業イノベーション推進会議（事務局：宇都宮市産業政策課）

等，地域産学官連携事業の対外窓口業務を展開しました。

　また，「プラチナ社会研究会」（株式会社三菱総合研究所主宰。企業，自治体，大学，研究団

体等 172 組織，全会員数 497 組織＝ 2020 年 1 月 15 日現在，http://platinum.mri.co.jp/）に賛

助会員として参加し，次世代の社会モデル等に関する情報収集・交換を行いました。

10　出版物

　　「宇都宮共和大学都市経済研究センター年報 2020 第 20 号」2020 年５月発行
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専任教員の社会貢献活動の記録（シティライフ学部）2020年度
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　新年号のスタートと合わせて，昨年より５月刊行とし，サイズもＢ５判からＡ４判へと大型化

しましたが，今年より誌名を『宇都宮共和大学都市経済研究センター年報』とし，内容もまちづ

くり活動や産官学連携分野により特化したものにリニューアルしました。

　本号の巻頭の特集１では，2019 年７月に宇都宮シティキャンパスで開催されたシティライフ

学シンポジウム「SDGs未来都市・うつのみや」 の模様を収録しました。横浜国立大学都市イノベー

ション学府・研究院客員教授 信時正人氏，株式会社竹中工務店アドバンストデザイン部ランド

スケープグループ長 向山雅之氏にお越しいただき，ご講演をいただいたうえで，宇都宮市政策

審議室室長 神永正之氏，株式会社岡田建築設計事務所専務取締役 岡田豊子氏，東京ガス株式会

社宇都宮支社長 吉田範行氏の３氏を交えて，「『SDGs 未来都市・うつのみや』 ～持続可能な宇都

宮都市圏を目指して～」と題したパネルディスカッションを行いました。「SDGs」とまちづくり

を考えるという，時宜を得たテーマを採り上げることができました。

　特集２では，2019 年 12 月に宇都宮シティキャンパスで開催された「とちぎの新インバウンド

戦略 ̶ 地域資源でおもてなし」シンポジウムの模様を収録しました。基調講演では，「外国人か

ら見たとちぎの魅力とインフラ整備とは」について，元社団法人日本ホテル協会会長 中村裕 氏，

ザ・リッツ・カールトン日光総支配人 細谷真規氏，株式会社大田原ツーリズム代表取締役社長 

藤井大介氏に，それぞれのご専門分野からお話を頂きました。基調講演者に，栃木県副知事 岡

本誠司氏，オトワレストラン・オーナーシェフ 音羽和紀氏，ジャパン・ワールド・リンク株式

会社代表取締役 宮地アンガス氏の３氏を加えたパネルディスカッションでは，「地域資源を磨い

ておもてなしするために」についてのパネルディスカッションを行い，地域資源を活用したイン

バウンド戦略の新たな方向性について考えることができました。

　このほか，都市の生活・経済・まちづくりを学ぶシティライフ学部にふさわしい，地域の研究

活動について，「研究ノート」７編が寄せられました。お忙しいなか，玉稿をお寄せいただいた

皆さま方に厚く御礼申し上げます。

　また，2019 年度は，シティライフ学部学生による活動報告やまちづくり提案が研究発表会で

各賞を受賞するとともに，宇都宮市長と意見交換する機会を得るなど大きな成果が得られた一年

でもありました。年報のうち，「学生提案成果報告」では，本学学生からのまちづくり提案等を

多数掲載しましたので，ぜひご一読ください。

　これからも，宇都宮共和大学都市経済研究センターは，「市民社会に開かれた大学」の一翼を

担うため，都市の生活科学（シティライフ）を学際的・実証的に調査研究するとともに，まちづ

くり，市民公開講座，講演会，セミナー，ＮＰＯとの連携など多様な活動により，地域社会や都

市の発展に貢献することを目指して活動していきたいと考えております。今後とも，ご指導・ご

撻を賜りますようお願い申し上げます。

（都市経済研究センター運営委員長（2019 年度）　吉田 肇）

編 集 後 記
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